
    
      
        
      
    

  





























本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　混こん沌とんの序曲









　──ルヴァフォース聖せい暦れき１８５３年、グラムの月９日。

　今、自由都市ミラーノを、混沌と混乱が支配していた。

　魔ま術じゆつ祭典会場、セリカ＝エリエーテ大競技場で起きた悲劇──レザリア王国代表選手団総勢十名の《天使の塵エンジエル・ダスト》末期症しよう状じようによる死亡。

　続く、第十三ラスト・聖伐実行隊クルセイダース達の襲しゆう撃げきによる、マリア＝ルーテルの誘ゆう拐かい。

　誰だれもが予想しえなかったこの決勝戦の結末に、困こん惑わくを隠かくせず、恐きよう慌こうするしかない。

「くそ……なんでこんなことに……ッ！」

　グレンが道を行き交かう人々を押しのけながら、街中を必死に駆かける。

　無む駄だだとわかっていながら、先刻連れ去られたマリアを捜さがして駆け回る。




　──や、やだぁ！　助けてください、先せん生せぇ！




　連れ去られる間ま際ぎわ、マリアが残した悲痛な叫さけびが、脳内をリフレインする。

　なぜ、マリアが狙ねらわれたのか、今のグレンにその理由はわからない。

　だが、再び使用された《天使の塵エンジエル・ダスト》の存在。

　第十三ラスト・聖伐実行隊クルセイダース──ルナ達の背後に誰がいるのかは最も早はや、明確だった。

「……ジャティス……ッ！　あの野や郎ろぉ……ッ！」

　かつて《炎ほのおの船》で、ジャティスの遺体を見たが、やっぱり生きていたのだ。

　グレンの脳内を最悪の予感が過よぎり、その身が焦しよう燥そう感かんで焦こがされる。

　なにせ、あのジャティスが動いたのだ。

　何かとんでもない目的があるに決まっている。

　早くマリアを助けないと、恐おそろしいことになる。それだけは確実だ。

（でも、どうすりゃいい？　あいつらはどこへ逃にげた!?　どこだ……ッ!?）

　大通りの十字路の真ん中でグレンが足を止め、周囲を必死に見回していると。

「先生……ッ！　落ち着いてください、先生ッ！」

　そこへ、複数の人の気配が駆けつける。

　システィーナ、ルミア、リィエル、イヴの四人だ。

「マリアを攫さらったあの人達は、空を飛んで逃げたんですよ!?　闇やみ雲くもに走り回ったって、意味ないですって！」

「ん。グレンは少し、冷静になるべき」

　そんな至し極ごく真っ当なシスティーナとリィエルの指し摘てきに。

　全力で駆け回った疲ひ労ろうが限界に達したのも手伝い、グレンはようやく一息吐ついた。

「……悪わりぃ。どうかしてた」

　激しく乱れる息を整えながら、グレンがシスティーナ達を振ふり返る。

「まったく……生徒達の方がしっかりしているじゃない」

　そんなグレンを見て、腕うで組ぐみしたイヴが、つんと言い捨てた。

「あんまり、失望させないで欲しいわね、先生？」

「う、うるせぇ！　ちょっと、焦あせってたんだよ！」

「焦らなくても大だい丈じよう夫ぶですよ、先生。マリアはきっと無事です。私達、皆みなでマリアを助けましょう！」

「ん。わたしも手伝う。システィーナ達の友達なら、わたしも守る」

　そんな頼たのもしい生徒達を前に。

「お前ら……」

　グレンが思わず胸を熱くしていた……その時だった。

「せ、先生……」

　不意に、ルミアが困惑したように声を上げた。

　なぜか、ルミアは空を見上げている。

「どうした？　ルミア」

「あれ……なんでしょうか？」

　ルミアが頭上を指差す。

「……あれ？」

　グレンが見上げれば、この自由都市ミラーノの上空に、奇き妙みような光の線がきらきらと流星のように躍おどっていた。

　ミラーノの市民達も、この空の異変に気付き始めたのだろう。

　ぽつぽつ空を見上げ、ざわざわし始めている。

「……な、なんだ、ありゃ……？」

　飛び交う光の線は、少しずつその数を増やし……やがて束ねられていく。

　縦糸と横糸を編み続けることで一枚の布となるように。

　光の線が空をスクリーンに、一枚の映像を描えがき出していく。

　そこに描き出された光景は──








第一章　崩ほう壊かいを告げるラッパの音色









　こつ、こつ、こつ……

　狭せま苦くるしい空間に靴くつ音おとが響ひびき、反はん響きようする。

　埃ほこりっぽく饐すえた空気が辺りに充じゆう満まんし、塗ぬり潰つぶすような無限の闇やみが奥へと続いていた。

　指先に灯ともす魔術の光が、その闇を微かすかに払はらい、周囲をぼんやりと照らす。

　そこは──通路だ。

　壁かべ、床ゆか、天てん井じよう──その全すべてが、奇妙な幾き何か学がく的造形の石材で形成された通路。

　そして、その全てに古代文字や記号、天体戯ぎ画が的な象形が刻まれている。

　そんな場所を、指先に魔術の光を灯した青年が、迷いのない足取りで進んでいく。

　ジャティス＝ロウファンだ。

「驚おどろいたかい？　ミラーノの地下にこのような遺い跡せきがあったなんて」

「ふん……一体、私達をどこへ連れて行こうっていうのよ？」

　ジャティスの後には、第十三ラスト・聖伐実行隊クルセイダース──ルナとチェイスの二人が続いていた。

　チェイスの腕には、拘こう束そくされたマリアが横よこ抱だきに抱かかえられている。

　マリアは睡すい眠みん系の魔術薬で深く眠ねむらされ、ぐったりとしていた。

「いい加減、目的くらい教えてくれてもいいじゃない」

「まぁまぁ」

　不ふ機き嫌げんそうなルナへ、ジャティスは爽さわやかに笑えみを返す。

「それは、着いてからのお楽しみ……ということで」

「この……ッ！　チェイスに《ヨトの釘くぎ》が刺ささってなかったら、あんたなんか、速そつ攻こうでぶった斬ぎってやるのに……ッ！」

　聖エリサレス教会の禁断の秘ひ奥おう【天使転生】。

　その適格者にして成功者である《戦いくさ天使》ルナ＝フレアー。

　人間を超ちよう越えつした力を持つ彼女が、ジャティスの言いなりになっているのは、ひとえに相棒のチェイスの心臓に刺さっている《ヨトの釘》のために他ほかならない。

　不死者を滅ほろぼす聖遺物《ヨトの釘》。これが吸きゆう血けつ鬼きたるチェイスの心臓に撃うち込まれている以上、その生せい殺さつ与よ奪だつ権は完全にジャティスの手にあるのだ。

　ルナが目を固かたく瞑つぶり、拳こぶしを握にぎり固める。

（……チェイスだけは死なせない……ッ！　だって……私にはもう、チェイスしかいないんだもの……ッ！）

　だから、今はジャティスの言いなりになるしかない。なるしかないのだ。

　他の何を犠ぎ牲せいにしたとしても──

「ルナ……」

　苦く悩のうに満ちたルナの横顔を、チェイスはただ黙だまって見つめるしかなかった。




　通路は複雑に分ぶん岐きし、まるで迷めい宮きゆうのようであった。

　だが、ジャティスの足取りには迷いがまったくない。

　どうやら最初から、どこへ行くのか決めていたようであった。

　やがて、一行はその迷宮じみた通路を抜ぬけ──開けた場所へと辿たどり着いていた。




「ミラーノの地下に、こんな場所があったの……？」

　ルナとチェイスは唖あ然ぜんとして、その空間を見回していた。

　そこは広々としたドーム状の空間だ。ここに至る出入り口は一つじゃないらしく、ドーム壁へきのあちこちに、似たような通路の口が配置されているのが見える。

　床や天井には、まるで天球図のような不思議な紋もん様ようが雄ゆう大だいに刻まれている。

　そして、ドームの中心に、ピラミッドのような四し角かく錐すい形の祭さい壇だんが築かれており、その周囲には材質不明の奇妙な黒いモノリスがずらりと並んでいた。

「ここは『ナイアールの祭さい祀し場』と呼ばれる古代遺跡。迷宮内を決まった道順で辿らないと、永遠に同じ場所をループして辿り着けない場所なのさ」

　ジャティスが得意げに言う。

「ここを割り出すのは骨が折れたよ。もう少しで、あのフォーゼルに、先を越こされてしまうところだった」

「貴方あなたの都合なんかどうでもいいわ！」

「そうだね、早さつ速そく始めるか」

　苛いら立だちを募つのらせるルナに、ジャティスは肩かたを竦すくめて応じた。

「その《無む垢くなる闇の巫女みこ》を、あの祭壇の上に寝ねかせてくれないか」

「…………」

　マリアを横抱きに抱えるチェイスが、無言で動かない。

　もう語るまでもなく、嫌いやな予感しかしないからだ。

「……おや？　僕の頼みが聞けないのかな？」

　ジャティスが愉たのしげに、懐ふところから聖句の刻まれた金かな槌づちを取り出す。

　チェイスに撃ち込んだ《ヨトの釘》を操作する聖遺物──《ヨトの槌》だ。

　だが、それでもチェイスが動かないでいると。

「……お願い、チェイス。今は……あいつの言うことを聞いて。命令よ」

　ルナが折れた。縋すがるようなその顔は、堪たえがたい苦く渋じゆうと苦悩に満ちている。

「……了りよう解かいだ」

　そんなルナの命令を受けたチェイスは嘆たん息そくして、マリアを祭壇の上へと寝かせた。

「《我が繰くり糸に従えよ》」

　ジャティスが、白しろ魔ま【マリオネット・ワーク】の呪じゆ文もんを唱える。

　すると、眠ったままのマリアが身を起こす。祭壇の上で立て膝ひざをついて、胸むな元もとで手を組み、極きよく端たんな海老えび反り姿勢で天井を仰あおぎ見る。

　そして……

「……な……すたん……る……がさな……なる……なる……」

　何事かを、祈いのり言のように呟つぶやき始めたのだ。

「ふっ……」

　ジャティスがマリアのローブの左袖そでに手をかけ、その左袖を一気に破る。

　すると、マリアの左上じよう腕わん部が露あらわになる。

　そこに刻まれている、Ｚの字を一筆書きで何度も重ねたような奇妙な紋様。

　それが、マリアの祈りに応じて、赤く輝かがやき熱を持ち始めていた。

「な、何……これ……？　何が起きてるの……？」

「さて、次は君の番だ、ルナ」

　戸と惑まどうルナへ、ジャティスが振り返る。

「は？　私？」

「そうさ。君は《戦天使》だよね？　つまり、天使エンジエ言語リツク・魔法オラクルを行使できる」

「そうだけど……何よ？　今さら」

「それには確か、禁断の【十三番】があるよねえ？　それを歌ってくれよ」

「……は？　なんで、貴方がそれを……？」

　ジャティスの申し出に、ルナが目を瞬しばたたかせる。

「そもそも、今、ここで歌え？　なんで？　確かに【十三番】はあるけど……アレは何の意味も力もない歌よ？」

「……君に拒きよ否ひ権はないよ。残念ながら」

　見せつけるように、ジャティスが《ヨトの槌》をふらふら動かす。

「だけど、【十三番】を歌えば、チェイスを解放してあげよう。僕を信じてくれトラスト・ミー」

「……は？　……本気……？」

　ジャティスの意図がわからない。ルナは混乱するしかない。

（【十三番】……禁断と名付いていても、この歌には、なぜか何の力もない……だから、ここで歌っても、何も問題はないはず……でも、この歌は……）

　どうしたらいいかわからず、ルナが困こん惑わくしていると。

「……ルナ。やつの言うことを聞くな」

　チェイスが鋭するどく警告した。

「取り返しのつかないことになる気がする。僕のことは気にするな。僕はもう……死んでいるのだから」

「……ッ！」

　ルナは、チェイスとジャティスの持つ《ヨトの槌》を交こう互ごに見比べる。

　しばらくの間、逡しゆん巡じゆんし……やがて。

「Ya ...Ahahaha...La, La, ALaLaLa, Lala...Ahaaa...yha......」

　ルナは、意を決したように厳おごそかな曲調の歌を歌い始めた。

　その透すき通った声の旋せん律りつが朗々とドーム内に反響し、渦うず巻まいていく──

「ルナ……」

　チェイスは、そんなルナを複雑な表情で見守るしかなく。

「ふっ……それでいい。……〝読んでいたよ〟」

　ジャティスは何処どこまでも、昏くらく薄うすら笑う。

　聞く者の魂たましいを奈な落らくへ吸い堕おとすようなルナの歌は、朗々と続き……

　……やがて終わる。

　そして、ルナの最後のハミングが終わった……その瞬しゆん間かんだった。




　ヴン……ッ！




　不ふ穏おんな重低音と共に、ドーム内ない壁へきに刻まれた天球図を魔ま力りよくが漲みなぎって疾しつ走そうし、黒いモノリスの表面に光の文字が洪こう水ずいのように躍おどり始めたのだ。

　高まる。昂たかぶる。

　ドーム内に、吐はき気けがするほど暴力的で膨ぼう大だいな魔力が高まっていく──

「な……ッ!?」

　そして……ドーム内のあちこちの空間に、亀き裂れつが入った。

　その開いた亀裂から、不定形の怪かい物ぶつが、ぞるり、ぞるりと流れ込んで来る。

　その怪物を言葉で形容するならば、グロテスクな深海魚をごちゃごちゃに混ぜ合わせ、牙きばの覗のぞく口と目玉のようなものが、至る所にある汚お泥でいだ。

　その不定形の怪物達は、意思を持つかのように床ゆかの天球図の線にそって動き……祭壇の上で奇き妙みような祈りを捧ささげるマリアを、包み込み始めた。

　不定形の怪物達は際限なく増ぞう殖しよくし、まるで止とどまるところを知らないようだった。

「う、あ……ッ!?　な、何……？　何なのコレ!?」

　見るも悍おぞましき冒ぼう涜とく的なその光景に、青ざめたルナが後ずさりしながら喚わめいた。

「ジャティス……ッ!?　貴方、一体、何をやっているのよ!?」

　ジャティスに向けられるルナの目は、もう完全に怪物を見る畏おそれの目であった。

「アーチボルト卿きように荷担して王国と帝てい国こくの間に戦争を起こし、卿と一いつ緒しよに甘い汁しるを吸う……それが貴方の目的じゃなかったの!?　マリア──ミリアム＝カーディスを攫さらうのは、ファイス＝カーディス司教枢すう機き卿きようへの交こう渉しようカードとしてじゃ……ッ!?」

「そんなくだらないこと、僕がするわけないだろう？」

　いかにも心外だとばかりに、ジャティスが大おお仰ぎように肩を竦めた。

「じゃあ、ちょっとここで、長話をしようか」

　そして、ひょうひょうと語り始める。

「遥はるか太古。超ちよう魔法文明と呼ばれた時代に、魔ま王おうと呼ばれる狂きよう王おうがいた。

　魔王は《天空の双生児タウム》や《魔ま将しよう星せい》……数々の外宇宙の邪じや神しん由来の力で、世界を己おのが意のままに支配していた。

　そんな魔王の力の一つ……《無垢なる闇やみの巫女》。魔王は、外宇宙の邪神の一柱《無垢なる闇》の眷けん属ぞくを招来する一族を、己おのが配下の神官家として抱かかえていたんだ」

「……《無垢なる闇の巫女》……？」

　ジャティスがマリアを呼こ称しようする言葉だ。

　作戦都合上のコードネームか何かだと思っていたが……

「〝名状し難がたきその偉い容ようと山のような体たい躯くの彼かの者は、まさに無色の暴ぼう威いだった〟……巫女達がその身に下ろして招来する邪神の眷属は、言わば、魔王の手足となって働く兵士のようなものでね。

　言わば《邪神兵》──古代の超兵器さ。伝承では、この《邪神兵》によって、魔王に逆らう国が幾いくつも滅めつ亡ぼうさせられたそうだ」

「…………」

「そして、この場所は、古代文明において、その《邪神兵》招来の儀ぎ式しきが執とり行われていた場所……この近代に現存する、数少ない儀式場の一つ……というわけさ」

「待って！　まさか……あの子マリアが、本当にその《無垢なる闇の巫女》……邪神の眷属を招来する一族の末まつ裔えいなの!?」

「ああ、そうさ」

「ジャティス、貴方、まさか、外宇宙の邪神を招来しようとしていたわけ!?」

「ご名答」

　あっさり答えるジャティスに、ルナとチェイスは絶句するしかない。

「今、まさにその《邪神兵》の降臨が始まったところさ……本格的に《邪神兵》に〝成る〟のは、まだまだ時間がかかるけどね。今はまだ、〝根っこ〟が増殖している段階さ」

　マリアを吞のみ込んで、少しずつ成長していく、不定形の何か。

　そして、大きくなるにつれて、場に昂ぶっていく背徳的で冒涜的な神しん気き。

　この感覚は間ま違ちがいない。理り屈くつ抜ぬきで自分達の絶対上位存在とわかる、圧あつ倒とう的な存在感。

　本当に、ここに邪神の眷属が再臨するのだ──

「な……なぁ……邪神の……眷属降臨だなんてぇ……ッ!?」

　話のスケールに頭がついていかないルナが狼狽うろたえ、喚く。

　邪神眷属の降臨。それでは、まるで二百年前の魔導大戦の再来ではないか。

　言葉を失うルナを尻しり目めに、いち早く立ち直ったチェイスが鋭く問う。

「お前がなぜ、邪神の眷属を招来させたいかなど、最も早はやどうでもいい。解げせないのは……なぜ、ルナの歌で招来の儀式が開始された？」

「！」

　はっとしたように、ルナが目を見開く。

　この悍ましい儀式が始まったのは、間違いなくルナの【十三番】が切っ掛かけだ。

　教会が誇ほこる《戦いくさ天使》の、神聖なる天使エンジエ言語リツク・魔法オラクルで、なぜ……？

　そんなルナの胸中の疑問を嘲あざ笑わらうように。

「それは知らない方がいい。まぁ、気にしないでくれ」

　ジャティスがおどけてみせる。

「こ、答えなさいよ！　なんで《戦天使》の私の歌で、儀式が始まったの!?」

「さぁ？　なんでだろうね？　偶ぐう然ぜんかなぁ？」

「教えなさいッッッ！　斬きるわよッッッ！」

　どこまでも人を食ったようなジャティスの態度に、ルナが激げき昂こうしかけた、その時。

　くるくると回転する何かが、ルナの眼前へ飛んで来る。

　ルナが咄とつ嗟さに、それを手で掴つかみ受ける。

　それは……

「……え？　《ヨトの槌つち》……？」

　なんと、チェイスの生せい殺さつ与よ奪だつ権を握にぎる《ヨトの槌》であった。

　ルナがジャティスに従う唯ゆい一いつの理由を、ジャティス自身が手放したのである。

「偽にせ物もの……？」

「紛まぎれもない本物だよ。君ならわかるだろう？」

　ルナが霊れい的てきな視覚で、槌を確かく認にんする。

　確かにそれは、紛れもなく、本物の《ヨトの槌》であったのだ。

「……嘘うそ……」

　人ひと質じちであるチェイスが、あっさりと解放されたのだ。

　この信じられない事実に、ルナは呆ぼう然ぜんとするしかない。

「言ったろう？　君が【十三番】を歌えば、チェイスを解放する……と」

　当のジャティスは己おのれの命いのち綱づなを手放したのに、余よ裕ゆうの表情で帽ぼう子しを被かぶり直している。

「僕は約束は守る主義でね。もう君達に用はない。お疲つかれさん」

「…………」

「僕は、次の客をもてなすのに忙いそがしいからね。ほら、帰った、帰った……」

　ジャティスがおどけながら言った、その瞬間。

　白い閃せん光こうが──空間を迸ほとばしり、ジャティスを襲おそった。

「……っと、とと。……何をするんだい？」

　とん、と。ジャティスが十数メトラ離はなれた場所に、足音軽く着地する。

　半はん瞬しゆん前、ジャティスが居た場所には、抜ぬき身みの剣けんを振ふり抜いたルナがいた。

「貴方あなた、バカ？」

　ルナが、剣をジャティスへ向かって構え直す。

「チェイスが無事に解放された以上、貴方を生かしておく理由なんか微み塵じんもないわ」

「おやおや。これは、なんとも手厳しい」

「チェイス、構えて！　この邪じや悪あくな男はここで仕留めるわ！　絶対に逃にがさない！」

　今まで手玉に取られ、いいように利用された鬱うつ憤ぷんもあったのだろう。

　ルナの激しい闘とう気きと怒ど気きが、ジャティスを押し潰つぶさんばかりに脹ふくれあがる。

「悪いことは言わない。やめておけ」

　だが、ジャティスはさらりと返した。

「短い間だったけど、同志だった者のよしみだ。一つだけ忠告しよう。今すぐ、君達はここを立ち去った方がいい」

　そして、ドーム内のとある出入り口を指差す。

「お帰りはあちらからどうぞ、だ。すぐに外に出られる。もう教会には帰参できないだろうから、しばらくは東方諸国に身を隠かくすといい。はは、これは僕なりの親切心さ」

「は!?　今さら、そんな命いのち乞ごいなんか聞かないわよ!?」

「何もかも失った君に、最後に残された物……それを失いたくなければ、今すぐここを立ち去れ。さもなくば、君は永遠に後こう悔かいする羽目になる」

「ふざけるなぁあああーーッ!?　何をわかった風にッ!?」

　もう我が慢まんならない。この男の言葉など一言だって聞いてられない。

　逆上したルナが背中の三対つい六翼よくを広げ、ジャティスに飛びかかろうとして──

「待つんだ、ルナ！」

　その瞬間、チェイスに羽は交がい締じめされて止められる。

「な、何するのよ!?　チェイス！」

「この男の言っていることは多分、真実だ！」

　いきり立つルナへ、チェイスが必死に訴うつたえかける。

「この男の予知じみた先見の明には、理り屈くつを超こえた何かがある！　業ごう腹はらだろうが、今は退ひこう!?　二人で身を隠すんだ！」

「嫌いやよッッッ！　舐なめられっぱなしで終われないわッ！」

　ルナが子供のように駄だ々だをこね、喚き散らし、暴れる。

「気に入らないのよッ！　グレンも！　ジャティスもッ！　なんで、人々のために覚かく悟ごを決めて《戦天使》になった私が、こうもいいようにされるの!?」

「ルナ……ッ！　落ち着け！」

「命令よ、チェイス！　ここであの邪悪な男を倒たおすの！　いい!?」

「～～～ッ!?」

　命令されてしまっては、ルナの魔ま術じゆつ的従者であるチェイスは逆らえない。

　チェイスが苦く渋じゆうに満ちた表情で、双剣を抜き……ジャティスに向かって構える。

「ふん！　ジャティス、貴方って本当にバカね！　形勢逆転よ!?」

　そして、ルナが勝ち誇ったように宣言した。

「伝説の《戦天使》！　そして、真しん祖その吸きゆう血けつ鬼き！　貴方がいくら得体の知れない男とはいえ、私達二人に勝てると思う!?　さぁ、聖句を唱えなさい！」

　だが。

「……やれやれ、哀あわれだねぇ」

　ジャティスが帽子を目ま深ぶかに被り直し、心底憐れん憫びんしたように言った。

「ここで退いておけば……君は彼と共に、慎つつましくも幸福な暮らしを享きよう受じゆできたのに」

　と、その時だった。




　かつん。




　靴くつ音おとを立てて、その場に二つの影かげが新たに現れていた。

　一人は少年。どこか民族的な紋もん様ようが刺し繍しゆうされたローブをゆったりと纏まとっている。

　目深に被ったフードと銀ぎん髪ぱつのため、その顔の造作はよく窺うかがえない。

　もう一人は老人。老境にありながら、がっしりとした体格を豪ごう奢しやな司祭服で包み、いかにも好こう々こう爺や然とした表情を浮うかべている。

　ルナは、少年には見覚えがなかったが、老人には見覚えがあった。

「フューネラル教皇猊げい下か!?　なぜ、ここに!?」

　大恩ある人物の唐とう突とつなる登場に、ルナが反射的に動く。

「猊下！　ここは危険です！　お下がりください！」

　翼を羽ばたかせて飛び、フューネラルを背中に庇かばうように立つ。

「全すべてのご説明は後でいたします！　だから、今は──」

　そう凜りんと宣言して、ルナが再びジャティスに向かって構え直した。

　すると。

「はぁ……ルナ＝フレアー。かつて、私は貴女あなたに言いました。私が許可するまで【十三番】を歌ってはならない、と」

「……え？　猊下？」

「がっかりしましたよ。……貴女の蒙もう昧まいさにはね」

　ルナの背後で。

　ひゅ！　と響ひびく風切り音。

「危ない、ルナぁあああーーッ！」

　上がるチェイスの絶叫。

　その刹せつ那な、どんっ！　と。

　ルナの身体からだが、横から誰だれかに突つき飛ばされて──




　ぶしゅ！




「…………え？」

「ごふ……ッ!?」

　宙に投げ出されたルナが横目で見たものは……

　フューネラルの手刀で、胸部を貫つらぬかれているチェイスの姿であった。

「……は……？　え……？　げい、か……？」

　床ゆかに尻しり餅もちをつき、呆然とその光景を見つめるルナの前で。

「ほう？　一いち撃げきでは滅ほろびませんか。さすが複製といえど、真祖の端はしくれ」

「が、はぁ……ぐぁあああ……ぁぁぁぁあッ!?」

　フューネラルの手刀には、ドス黒い魔ま力りよくが超ちよう高密度に漲みなぎっている。

　それに串くし刺ざしにされたチェイスは、尋じん常じようじゃない苦しみようであった。

「ですが、まぁ……他愛たわいなし」

　そして、チェイスを貫かん通つうしている手刀の指に嵌はめられた指輪が、禍まが々まがしい暗黒の光を放ち始め──それがチェイスを包んでいき──




　ばしゅっ！




　それに応じて、チェイスの身体が呆あつ気けなく弾はじけ、複数の破は片へんとなって四散した。

「……え？」

　呆ほうけたような顔で硬こう直ちよくするルナへ。

「……ルナ……に、逃げろ……」

　首だけになって宙に放ほうりだされたチェイスが、絞しぼり出すように告げる。

　だが、そんなチェイスも、すぐに細かい塵ちりと灰と化して霧む散さんしていき……

「…………すま………ない…………」

　最後にそう言い残して。

　チェイスだったものは、完全に消しよう滅めつする。

　からん。床に転がる何か。

　チェイスの心臓に刺ささっていたはずの《ヨトの釘くぎ》であった。

「…………」

　沈ちん黙もく。重苦しいほどの沈黙。

　そして。

「……チェイ……ス……？」

　ようやく、ルナが言葉を思い出したかのように、呟つぶやく。

「あ、あれ……？　どこ……？　どこ……行っちゃったの……？」

「あの世ですが、何か？」

　そんなルナへ、フューネラルがニコニコと告げる。

　まるで普ふ段だんの好々爺然とした相そう貌ぼうを崩くずさず。残ざん酷こくに。

「これは罰ばつです。貴女の心のケアのため、死んだ彼を真祖吸血鬼コピーとして、貴女の魔術的従者に仕立て上げていましたが。もう、お人形さんは没ぼつ収しゆうです」

「……フュー……ネラル……様……？　なぜ……？」

　呆けたように、ルナがフューネラルを見上げる。

　すると、フューネラルは、そんなルナへ意味不明なことを言い始めた。

「本来、《戦いくさ天使》イシェルは、《時の天使》ラ＝ティリカ、《空の天使》レ＝ファリアに並ぶ、外宇宙の邪じや神しんの一柱であり、《無む垢くなる闇やみ》の敵対者です」

「……は……？」

「ゆえに《戦天使》は《無垢なる闇》を退ける力を持ち、喚よび寄せることも出来る。だから、そのために、貴女を創ったのですが……やれやれ、逆に利用されてしまいましたか」

　ルナの生気を失った瞳ひとみに映るその老人の姿は、普段と何一つ変わらない。

　何一つ変わらないまま……異次元の何かに成り果てていた。




　──ルナ＝フレアー。貴女が皆みなを守れなかったのは、貴女が弱いからです。

　──大きな力を、何かなす力を得るには、代だい償しようがいるのです。

　──守りたければ──覚悟をもって、孤こ独どくな怪かい物ぶつになりなさい。

　──でなければ──本当の強さは得られません。

　──貴女に人間を辞やめてでも、力を得る覚悟はありますかな？




　そう言えば。かつて、仲間達を全て失い、失意に沈しずんだ自分へ、《戦天使》転生の道を勧すすめたのは……誰だったか？

　そもそも。四年前、真祖吸血鬼《不死王》との戦い……ルナが仲間の全てを失ったあの戦いへ、ルナと仲間達を送り込んだのは……誰だったか？

　その時、殺されかけていた自分を、都合良く助けに入った人物は誰だったか？

　ようやく、全てがルナの中で繋つながる。

「……ぁ……あ……ぁあああ……ッ!?　そんな……まさか……ッ!?」

　ああ、気付くのが、何もかも遅おそかったのだ。

　ならば、あの時の自分の涙なみだも、失意も、絶望も、覚悟も、決意も、勇気も。

　人間を辞めてまで、報むくわれない孤独の道を歩んだのも。

　全部。

　全てが、ただの──

「ぁああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　茶番、という言葉をかき消すように、ルナは吠ほえた。

「フューネラルゥウウウウウウーーッ！　貴方あなたがぁああああああああーーッ！」

　吠えて、吠えて、吠えまくって。

　荒あらぶる激情を吐はき出すように、地じ獄ごくの猛もう火かのように熱い涙を流しながら。

　ルナが、フューネラルへ猛もう然ぜんと斬きりかかる。

　だが──

「やれやれ、たかがその程度の絶望で心乱すとは。なんという惰だ弱じやく」

　──フューネラルが手刀をゆるりと振ふるった。

　その刹那で、ルナの三対つい六翼よくが根元から切断され、全身が無数に深く斬り刻まれる。

「あぐぅうううううううううううううううーーッ!?」

　吹ふき飛ばされたルナが、大量の血をまき散らしながら、壁かべに叩たたき付けられる。

　そして、そのまま、がくりと沈黙するのであった。

「いやはや、本当に申し訳御ご座ざいませぬ、大導師様」

　ルナを一いつ蹴しゆうしたフューネラルが、恭うやうやしく傍かたわらの少年に頭こうべを垂れる。

「我が飼い犬の不ふ手て際ぎわによるこの失態……なんとお詫わび申し上げたらよいものか」

「いや。君の失態というより、彼が一枚上手だったのだと思うよ」

　少年が前に出る。

　フードを取り……ジャティスを真っ直すぐ見つめる。

　流れるような銀髪、翠すい玉ぎよく色の瞳、妖よう精せいのような美び貌ぼうが露あらわになる。

「侮あなどっていたよ、ジャティス＝ロウファン。まさか、君がここまでやるとはね」

　対するジャティスは──

「ククク……ふふふ……」

　身を打ち震ふるわせていた。

「あはははは、あっはははははははははははははははははーーッ！」

　歓かん喜きと狂きよう気き、その二つを激しく渦うず巻まかせ、天高らかに嗤わらっていた。

「ついに！　ついについについについについに！　ついに喰くらい付いたぞ!?　ついに辿たどり着いたッ！　天の智ち慧え研究会首しゆ魁かい──第三団《天位》ヘヴンス・オーダー【大導師ヘヴン】！　そして、その副官──第三団《天位》ヘヴンス・オーダー【神殿の首領マジスタ・テンプリ】！　今の今まで、歴史の陰かげに隠かくれてコソコソコソコソやってたクズのゴキブリ共を、ついに炙あぶり出したってわけさ！　ひゃはははははははははははははははははははははははははははははははははーーッ！」

「ああ、そうさ、いかにも」

　そんなジャティスへ、少年がにっこりと微笑ほほえんで応じる。

「おめでとう。君が僕達の正体に、自力で辿り着いた初めての人間だよ。その偉い業ぎように敬意を表して名乗ろう。僕の名はフェロード＝ベリフ」

「パウエル＝フューネと申します」

「ああ、そうさ。僕ら二人こそが、天の智慧研究会の創立者にして最古参。天の智慧研究会とは、僕ら二人のことを指すといっていい」

　余よ裕ゆうの表情で肩かたを竦すくめ、少年──フェロードがさらに続ける。

「一つ聞いていいかい？　ジャティス。どうして君はこんなことをする？」

「言っただろう？　君達を炙り出すためさ」

　爛らん々らんと輝かがやく目でジャティスが返す。

「君達が長きにわたる悲願を達成するためには、幾いくつかの条件がある。……そのうちの一つが、〝アルザーノ帝てい国こくとレザリア王国の戦争〟だ」

「…………」

「そのために君達は、長い時間をかけて、こそこそ活動を続けた。帝国と王国を育て、その人口を増やし、今回、両国が全面戦争になるように仕向けた。王国側に《信しん仰こう兵器》を、邪神の眷けん属ぞくを持たせることによってね。けど、残念だったな……」

　ジャティスは両手をばっと広げ、挑ちよう発はつするように宣言した。

「君達の目もく論ろ見みもここまでだ！　もう帝国と王国の戦争は起こらない！　今回の星せい辰しんを逃のがせば、次の機会はいつかなぁ？　五千年後？　一万年後？　あっはははははははははははははははははははははははーーッ！　ざまあみろ！」

　そんなジャティスに、フェロードが呆あきれたように嘆たん息そくする。

「まったく、君という人は……人がせっかく、丹たん誠せい込こめて演出した渾こん身しんの戯ぎ曲きよく舞ぶ台たいを、こうまで引っかき回すなんてね。観客としてマナー違い反はんじゃないかな？」

「ふっ、舞台は自分が立ってこそさ。事実、その方が楽しかったよ？」

「楽しいのは君だけさ。でも、残念だけど、君の思い通りにはならない」

　フェロードはやはり余裕を崩すことなく、穏おだやかに言った。

「帝国と王国の戦争は、感動の終幕フイナーレに向かうための必ひつ須すイベントだからね。悪いけど、君が歪ゆがめた展開は修正させてもらう。君のやったことは全すべて徒労になる」

　そう言って、フェロードが一歩前に出て。

「さて……舞台を乱す無ぶ粋すいな観客には、ご退場願おうか……」

　ジャティスに向かって左手を向けた……その瞬しゆん間かんだった。

「あっははははははははははははははははははははははーーッ！」

　ジャティスは突とつ然ぜん、さらなる高笑いを上げ──

「そう──〝読んでいた〟んだよッ！」

　歓喜と狂気に満ちた実に清すが々すがしい笑え顔がおで、そう宣言していた。

　ジャティスの意味不明な様子に、さすがのフェロードやパウエルも眉まゆを顰ひそめる。

「僕が君達の思おも惑わくを台無しにして、勝手に邪じや神しん招来の儀ぎ式しきを発動すれば、展開修正のために、その儀式の主導権を取り返そうと、必ずここに泡あわ食って現れる──現れざるを得ない──君達以外にこの儀式に干渉できる者がいない故に。そう〝読んでいた〟ッッッ！」

「……？　それがどうしたんだい？」

　嘆息するフェロード。

「読んでいようが、読んでいまいが、君の命脈が尽つきたのは変わらないよ。まさか、君程度の存在を、この僕が取り逃すとでも？」

「この期ごに及およんで、君はなんてズレているんだ、大導師ぃ!?　僕の命なんか、どうでもいいんだよ！　言ったろう!?　〝君達を炙り出した〟、と！」

「!?」

「まだ気付かないか!?　このミラーノの人間達が、ミラーノに集まった世界中の人間達がッ！　今、何を見ているのか──ッ!?　はははははははははははーーッ！」




　────。




　──自由都市ミラーノ。

　今、その場の人間達が全員、絶句と共に瞠どう目もくしていた。

　突然、ミラーノの霊脈レイ・ラインに介かい入にゆうして、空に映し出されていた映像に──

　それは──




「馬ば鹿かな……こんなことが……ッ!?」

　グレンは呆ぼう然ぜんとしながら、空に映し出された光景を睨にらみ付けていた。

「ジャティス、あの野や郎ろう……ッ!?　マジかよ……ッ!?」

　そこには、どこかの遺い跡せきの内部が映り──

　マリアを核かくに、奇き妙みような不定形の怪物が蠢うごめく祭さい壇だんが映り──

　ジャティスの姿が映り──

　そして、大導師フェロード＝ベリフと、パウエル＝フューネの姿が映っていたのだ。

　グレンは、映像の中のフェロードを凝ぎよう視しする。

　信じられない事が起きたのだ。間ま違ちがいなく、歴史が動いたのだ。

　帝国史上最大の謎なぞにして闇やみ。

　その正体どころか有う無むすら、伝説レベルで語られる存在。

　天の智慧研究会の最高指導者──

「あいつが……あいつが、大導師なのか……ッ!?」




　そして、一方──スコルフォルツ城の尖せん塔とう上にて。

「…………」

「…………」

　同じく、ミラーノ上空に映し出された光景を目まの当たりにした、クリストフとバーナードも、あまりのことに開いた口が塞ふさがらない。

　彼ら帝国軍最大の宿敵。

　もう千年以上続く歴史の中で、血で血を洗うような抗こう争そうを繰くり広げて、多大なる犠ぎ牲せい者しやを出し、それでも尚なお、掴つかめなかった敵組織の首しゆ魁かい。

　まさか、その正体を史上初めてあばく者が──帝国軍最大の汚お点てんであり、最悪の裏切り者たる《正義》のジャティス＝ロウファンだと、一体、誰だれが予想できたか。

　二重の驚おどろきで、何一つ言葉が出てこないのであった。

　そして、そんな二人を尻しり目めに。

　……ぎり。

　アルベルトが握にぎりしめる魔ま杖じよう《蒼の雷閃ブルーライトニング》が、軋きしみを上げる。

　その獲え物ものを狙ねらう鷹たかのような双そう眸ぼうを、いつにも増して鋭するどく冷たく研ぎすまし、上空に大導師と共に映る、とある人物を視線で突つき刺さしている。

「先の首脳会談でも、予感はあったが……確定だな」

　そして、アルベルトが静かな憤ふん怒ぬを漲みなぎらせ、ぼそりと呟つぶやいた。

「──見つけたぞ、パウエル……ッ！　我が宿敵……ッ！」




　────。




「はははははははははははーーッ！　ひゃはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははーーッ！」

　遺跡内に、ジャティスの高笑いが響ひびく。

「どうだい!?　今まで舞台裏で、謎の演出家気取りだった君達が、歴史上、初めて舞台に上がった感想は!?　ひゃははははははははははははははーーッ!?」

「…………」

「もう後には退ひけないぞ!?　自分達だけ、終幕フイナーレを楽屋裏でこっそり楽しもうだなんて無粋な真似まねは許さない！　君達も立派なこの荒唐無稽劇グラン・ギニヨールの登場人物だッ！　ほらほら、君達の脚きやく本ほん通り事が運ぶよう、修正してみろよ!?　もう君達は、舞台上のキャラとして動くしかないけどねぇ!?　ははははははははははははははははーーッ！」

　対し、大導師は嘆息して、目を閉じる。

　そう。首魁の正体がわからない。

　それが、天の智慧研究会の最大の優位点だったのだ。

　だが、ジャティスの悪あく魔まの策さく謀ぼうによって、自分達の正体が白日の下もとにさらされてしまった。

　あの映像は恐おそらく、ミラーノの霊脈レイ・ライン回線を通して、拡散されたものだろう。

　ならば、その霊脈レイ・ラインに残された記録から、自分達の魔ま力りよくや魂こん紋もん……個人を特定する全ての情報が、世界中にバラ撒まかれることになるのだ。

　さすがに、ここまで個人情報を特定された状じよう況きようで、歴史の裏に隠れながら大事をなせるほど……今の世界各国の軍の魔ま導どう技術は甘くない。

「やれやれ。僕としたことが、こんな罠わなにかかるなんて」

　大導師が、とん、と、つま先で地面を蹴ける。

　すると、ばちゅん！　と音を立てて、その場の霊脈レイ・ラインに密ひそかに張られていた、ジャティスの情報拡散の術式が破は壊かいされる。

「ははは、やられましたな。霊脈レイ・ラインに触ふれると、あの《法皇》のクリストフを筆頭とする、各国の情報系魔導士に、我らの動きを探知される恐れがあります。それゆえ、我々は霊脈レイ・ラインに触れぬよう隠おん密みつ行動をしていたのですが……それが裏目に出た形ですな」

　パウエルが顎あご鬚ひげを撫なでながら、感服したように言う。

　霊脈レイ・ラインにまったく触れない。それは現代の魔導技術水準からすれば、馬ば鹿かげているほど高度な技量ではあったが、逆にそのせいで、ジャティスの罠に気付けなかった。

　霊脈レイ・ラインに一触さわりでもしていれば、この術式に気付いたはずなのだ。

　彼らの怪かい物ぶつじみた魔術技量が──ついに彼らの正体を暴あばいたのである。

「あっはははははははははははははははははははははははははーーッ！」

　響く。響く。ジャティスの高笑いが、遺跡内に響く。

　だが、それでも──

「……で？　それがどうしたんだい？」

　大導師フェロード＝ベリフの余よ裕ゆうは崩くずれない。

「僕達を追い詰つめたつもりかい？　言っておくが、僕達の正体が割れたところで、ほとんど問題なんかないんだよ？

　こういう時に備えて、僕達は常に二重、三重の手を考えている。僕らの計画は、君のやけっぱちの横やりで頓とん挫ざするほど、薄うすっぺらいものじゃないんだ」

「ああ、そうだろうねぇ？　いやぁ、君が本格的に表立って舞台介かい入にゆうすることで、きっと近い将来、帝国と王国に大戦争が起きるんだろうねぇ？　……恐らくは今、こうしている間にも、すでにそれは動いている……それが歴史の覆くつがえしようのない流れだ」

「だったら──」

「──だが、勝負にはなる」

　ジャティスが勝ち誇ほこったように、フェロードへと突き返した。

「今までは勝負にならなかった。人類の敗北は必至だった。なにせ、敵の正体がわからない。自分達がなぜ、滅ほろびるのか……それすら理解できずに負けるしかない。君達の最終目的は、誰にも邪じや魔まされることなく達成され……全てが終わる」

「…………」

「だが──今、敵の正体が明らかになった。人類は〝自分達に仇あだなす敵〟が誰なのか……今、はっきりと認にん識しきした。ならば──戦える。抗あらがえる。勝負になる」

「……ジャティス……君は、まさか……？」

「君は人間という存在を過小評価してるんだよ。君達は、強大で崇すう高こうなる自分達の遥はるか下位に存在する弱き者が、人間だと思っている。自分達が本気を出せば、いつでも、どうとでもなる矮わい小しような存在だと思っている。ははははっ！　馬鹿がッ！　だから、あんな〝くだらない最終目的〟なんか、思いつくんだッッッ！」

　そして、ジャティスは凄せい絶ぜつに、勝ち誇ったように嗤わらい、親指で自分の喉のど元もとをカッ切るような仕草と共に堂々と宣言した。

「人間舐なめるなよ、魔王」

「ジャティス……ッ！」

　ついに、ジャティスに対する不快感が忍にん耐たいを超こえたのか。

　ほんの少しだけ語気を荒あららげ、フェロードが腕うでを振ふった。

　すると、その場に銀色の魔力が迸ほとばしり──

　その輝かがやきに照らし出された世界が、変わる。

　天てん井じようが消え、床ゆかが消え、壁かべが消え──全すべてが無限の虚きよ無むへと変へん貌ぼうする。

「──古代魔術エインシヤント【次元追放】。君を異次元へと追放する」

　どんっ！　ジャティスの身体からだが、何らかの不可視の力場によって吹ふき飛ばされる。

　無限無空虚無の彼方かなたへと、吹き飛ばされていく。

「……さようなら、だ。君がこの世界に帰き還かんすることはもう二度とない。永遠に異次元を彷徨さまよい続ければいい」

　そして、虚無の世界が閉じていく。

　再び、現実の世界によって塗ぬり潰つぶされていく──ジャティスごと。

　だが。

「はははははははははははははははーーッ！　ひゃははははははははははははーーッ！　あーっははははははははははははははははははははははーーッ！」

　完全に、虚無の世界が閉じきるまで。

　ジャティスの耳みみ障ざわりな高笑いが、大導師フェロードの鼓こ膜まくを不快に震ふるわせ続けるのであった──




　ジャティスを異次元の果てに消し去った後で。

「……やれやれ、参ったね」

　フェロードは、度が過ぎた子供の悪戯いたずらを目の当たりにしたような表情で肩かたを竦すくめた。

「実は、ジャティス＝ロウファン……かつて『封ふう印いんの地』で、彼と会った時にね……あの時の僕は〝影かげ〟だったけど……この〝鍵かぎ〟を渡わたそうと思ったんだよ」

　フェロードが懐ふところから何かを取り出す。

　それは一本の〝灰色の鍵〟だ。

「ほう？　《罪ざい刑けい法ほう将しよう》ジャル＝ジアの？」

「能力的に、彼にはその資格があると思ったからね。だから──彼に真理の一端を見せた……例の紋もん章しようでね」

「…………」

「でも……おかしいよね？　真理の一端を見せられた魔ま術じゆつ師しは、その神秘の深しん奥おうがもたらす多大なる誘ゆう惑わくに勝てないはずなのに。皆みな、その最終目的は違ちがえど、天の智ち慧え研究会に賛同して入会し、神を信しん仰こうするように真理を追い求めるはずなのに……あの時の彼は、僕の誘さそいを、意味不明なことを言って突っぱねたんだ」

「……ふむ？　恐れながら大導師様の見込み違い……真理の尊さすら理解できぬ、真性の狂きよう人じんだったのでは？」

「そう考えるしかないかな。ああ、そうそう。そう言えば、〝青い鍵〟……《雷らい霆てい神しん将しよう》ヴァル＝ヴォールを渡した彼、アルベルトにもフラれちゃったみたいだし……やれやれ、最近は、なぜか勧かん誘ゆうが上手うまくいかなくて困るなぁ」

「ふむ。真理を掴む好機を得ながら、つまらぬことに拘こだわり、尻しり込ごみし、それを見送る……所しよ詮せん、それまでの者ということでしょう……うーむ、私も少し残念ですな……」

　と、その時、パウエルは、フェロードが少し沈ちん思ししていることに気付く。

「……どうかなされましたかな？」

「や、たいしたことじゃないんだ。ジャティスにしろ、アルベルトにしろ……なんか、登場人物が僕の脚本と演出から外れることが、最近、多くなったな……と。うん、本来なら外れるはずがないのに一体、何が……いや、誰が原因なんだろうね？　ってね」

「はて、見当も付きませぬなぁ……ただの偶ぐう然ぜんなのでは？」

「そうだね。長い歴史上、そういうこともあるかな？　まぁ、それに容易に修正が可能な範はん囲い内だ。気にしても仕方ないよね」

　くすり、と。フェロードが微笑ほほえんだ。

「問題は、僕らがこれからどう動くか……だ」

「そうですな。一度、この儀ぎ式しきが始まった以上、後あと戻もどりはできませぬ。なにせ次の星せい辰しんが巡めぐるのは、千年後……これは計画を前まえ倒だおしにするしかありますまい」

「帝てい国こくと王国の戦争……自然に起きるのを待つのではなく、強ごう引いんに起こす……かな？」

「左様。そのためには……やはり、我々が表だって動く必要がありますが」

「うん。ジャティスの思おも惑わく通り、僕らは表おもて舞ぶ台たいに引き摺ずり出されたというわけだ」

「しかし……間に合いますかな？」

　パウエルが、少しずつ成長を続ける不定形の怪物を見上げながら言う。

「邪じや神しん降臨まで後一ヶ月というところです。その間に、あの聡そう明めいなるアルザーノ帝国女王は世界各国をまとめ上げ、我らへの反はん撃げき作戦を実行するでしょう。

　そうなれば、最終決戦地は、ここミラーノ……肝かん心じんの、帝国の地で大量の血を流すということはできますまい」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。人類の反撃作戦は遅おくれに遅れるから」

　余裕を感じさせる表情で、フェロードが微笑む。

「なにせ、帝国側にはイグナイト卿がいる。こういうことを見越して……僕は彼に〝赤い鍵〟を譲じよう渡としておいたのだからね」

「なるほど……このタイミング。彼なら〝動く〟でしょうな。結果、彼も我々に合流することになるでしょうし、一石二鳥ですな」

「僕は、しばらくの間、この杜ず撰さんな邪神招来の儀ぎ式しき制せい御ぎよと、降臨した邪神の制御権奪だつ取しゆの作業に専念するよ。パウエル、君は……」

「ええ、承知しております。シナリオルート１８＝６ですな？　さっそく、エレノアを動かしましょう……後の仔し細さいはこちらに一いつ切さいお任せあれ」

　パウエルは恭うやうやしく一礼して、呟つぶやくのであった。

「天なる知ち恵えに栄光あれ──」




　邪神降臨まで、一ヶ月。

　今、破は滅めつの時が刻一刻と近付いていた──








幕間Ⅰ　とある在りし日の惨さん劇げき









　それは今から、十年以上も前の話──




　燃えている。

　帝国軍の一隊がぐるりと囲む、とある辺境の農村が燃えている。

　家々も、畑も、村人も。その平へい穏おんな暮らしも。

　悲ひ哀あいも、激げき憤ふんも、慟どう哭こくも、その場にあった何もかもを燃やし尽つくしていく。

　全てが真っ赤に染まり、天は紅ぐ蓮れんの慟哭に焦こがされた。

　そんな、燃え落ちる村を囲む軍人達の中に──その男はいた。

（素す晴ばらしい）

　アゼル＝ル＝イグナイト卿だ。

　その手が握にぎり締しめているのは、〝赤い鍵〟。

　村を燃やす炎ほのおが強まれば強まるほど、その〝赤い鍵〟の輝きは増していく。

　その鍵は、とある術式によって、燃やされる村人達の命を吸っているのだ。

（力が漲みなぎる……自分自身が人間を超えた高次の存在へと生まれ変わっていく……ふん、まぁ、業ごう腹はらだが、あの男の助言の通り、この村の連中は、特別な古代人の血を引く末まつ裔えいだった……ということか）

　この燃え落ちる村の名は、グスタ。

　辺境にありながら、それなりの規模と人口を誇ほこっていたこの平和な村は、本日、地図から永遠に姿と名前を消した。

　……とある男の、下げ劣れつな野望と欲よく望ぼうの生いけ贄にえとなって。

（だが、私は決して、あの男には下らぬ。この力を利用し、あの男すら凌りよう駕がし、その思惑を超える。全ての頂点に立つ。……これはそのための準備なのだ）

　されど、その惨劇を引き起こした当の男に罪悪感はない。

　男にとって、周囲の全ては利用すべき駒こまであり、消しよう耗もう品に過ぎないからだ。

（目的は完かん了りようした。後は証しよう拠こを残さぬよう──）

　イグナイト卿が、部下達に号令を飛ばそうとした、その時である。

「父上──ッ！」

　空を一騎きの神鳳フレスベルクが矢のように過よぎり──

　その背から何者かが飛び降り、舞まい降りてくる。

　少女だ。真新しい魔ま導どう士し礼服に身を包んだ、十代半ばの少女。

　少女は軽かろやかに着地すると、その透すき通るように鮮あざやかな真しん紅くの長ちよう髪はつを棚たな引びかせ、イグナイト卿の下もとへと駆かけ寄ってくる。

　そして、その清せい廉れんなる紫し炎えん色を湛たたえた瞳ひとみで、イグナイト卿を睨にらみ上げた。

「なんだ、リディア。貴様には待機を命じただろう？」

「父上、お気は確かですか!?　本当に、あの作戦を実行してしまわれたのですか!?」

　不ふ機き嫌げんそうに睨み返してくるイグナイト卿に怯ひるまず、少女──リディアは、イグナイト卿へと食ってかかる。

「なんという……なんということを……ッ!?　父上はご自分の為なされたことを理解していらっしゃるのですか!?　グスタの人々に一体、どんな罪が!?」

「ふん。言っただろう？　グスタに未知なる〝疫えき病びよう〟が流行している、と」

　イグナイト卿が冷たく返す。

「ここで封ふうじ込めなければ、いずれ、多大なる犠ぎ牲せい者しやが帝国民に出るだろう。そうなってしまってからでは遅おそい。良いか？　これは必要な犠牲であり、正しい判断──」

「その〝疫病〟は、本当に実在したのですか!?」

　リディアがさらに反論する。

「私も多方面から調査しました！　ですが、その〝疫病〟が存在した証拠は──」

「ふん。未熟な貴様の、即そつ興きよう調査結果など参考にもならんな」

　が、イグナイト卿がリディアの言げんを鼻で一いつ蹴しゆうした、その時だ。

「父上……ッ！　イグナイトは、帝国の魔導武門の棟とう梁りようであり、力を持つ者の義務を背負う者！　持たざる弱き民たみを守る真の貴族です！」

　一ひと際きわ強き意志と瞳をもって、リディアが毅き然ぜんと訴うつたえた。

「その尊き魔導の灯ともし火びで暗き闇やみを払はらい、人々を守り、人々の行く先を明るく照らし導く者──それが《紅ロード焔・スカー公レツト》イグナイトの誇りではなかったのですか!?」

「…………」

「なのに……なのに……ッ！　その守るべき人達を、どうしてこんな──ッ！」

　と、その時だ。

　不意に、イグナイト卿が手を伸のばし、リディアの細い首を掴つかむ。

　そして、容よう赦しやなく首を絞しめ上げながら、そのままリディアを吊つり上げていた。

「か──ッ!?　ぁ──」

「口の利きき方に気をつけろ、我が娘むすめ」

　イグナイト卿の冷れい酷こくな目が、手の先で悶もだえ苦しむリディアを冷たく射い貫ぬく。

「貴様が、あの愚ぐ図ずのアリエスならば、この場で即そくくびり殺しているところだ」

　どさ！　と、イグナイト卿がリディアの身体からだを放ほうる。

「げほっ！　ごほ……ッ！　そんな……ッ！」

　リディアが地に這はいつくばり、咳せき込みながら、絞しぼり出すように言った。

「な、なんということを仰るのですか……ッ!?　妹も……アリエスも、父上の実の娘なのですよッ!?　なのに……ッ!?」

「ふん。あんな無能は私の娘ではない。私の血を受けていながら、なんてザマだ」

「もっと、あの子を見てあげてください！　確かに、炎の魔ま術じゆつの才能はありませんが……あの子には幻げん術じゆつの──」

「黙だまれ」

　ぴしゃり、と。イグナイト卿が切り捨てる。

　気付けば、その静かな佇たたずまいには、致ち命めい的な怒ど気きが漲っていた。

　その威いに気け圧おされて、リディアが押し黙る。

「リディア。貴様は、私の期待通り優ゆう秀しゆうだ。ゆえに、私はある程度の自由を許している。だが、貴様があまりにも逆らうようならば──」

　ぼっ！　イグナイト卿が指先に炎を灯ともし、それを蹲うずくまるリディアの眉み間けんへと突つきつける。

「……ッ！」

　だが、リディアは怯まず、その炎を、そして父親を睨み返す。

　しかし、歴代イグナイトの中でも、指折りの才に恵めぐまれたとはいえ、今のリディアはまだ未熟。父との力量差は歴然としている。

　そして、イグナイト卿は、やると言ったら、やる男。

　その相手が実の娘だろうが、肉親だろうが。誰だれであろうが、容赦しない。

　それはリディアが一番よく知っている。

「……く」

　リディアは思う。

　父は間ま違ちがっている。

　何か得体の知れない目的と理由で、この村を滅ほろぼしたことも。

　妹アリエスへの理り不ふ尽じんな冷れい遇ぐうと仕打ちも。

　だから、ここで自分を貫くことは、常に正しくあろうとするリディアにとって、やぶさかではない。実の娘である自分が、父の暴走を止めなければならない。

　だが……もし、自分がここで意地を張って、殺されたら──一体、誰がアリエスを守るのか？

　イグナイト秘伝の炎の魔術の才に恵まれなかった……たったそれだけで、父から蛇だ蝎かつの如ごとく嫌きらわれ、家から冷遇される妹を、一体、誰が──？

「……申し訳ありませんでした、父上」

　やがて、リディアは悔くやしげに頭こうべを垂れる。

「私が間違っていました。出過ぎた真似まねをお許し下さい……」

「ふん、分かれば良い。利口な者に、私は寛かん大だいだ」

　そう言い捨て、イグナイト卿きようが踵きびすを返す。

「撤てつ収しゆうだ。全すべての痕こん跡せきを消せ。さぁ、行くぞ──」

　……こうして。

　今となっては、誰も知らない物語が、密ひそかに幕を下ろすのであった──








第二章　燃え上がる反逆の炎









　──その日、自由都市ミラーノは、大混乱に陥おちいっていた。




「ジャティスの野や郎ろうは、本当にロクなことしねえな……ッ！」

　グレンが吠ほえながら、腰こし脇わきに構えた拳けん銃じゆうを乱射する。

　銃口から吐はき出された、鉛なまり玉だまが、前方で蠢うごめく不定形の怪かい物ぶつに悉ことごとく突き刺ささる。

『８あ４いおえｒｊｇｋもｆｌじゃおいｒｇｋんｒぎ７９ふいおｊｋ～～ッ！』

　だが、その不定形の怪物はうねり、蠢きながら奇き声せいを上げるだけ。

　まるで応こたえた様子を見せず、二匹ひきの不定形の怪物が恐おそろしい速度で地を這い、グレンに襲おそいかかってくる。

　だが──

「いいいいいやぁああああああああああああああーーッ！」

　蒼あおい閃せん光こうのようなリィエルの大たい剣けんが横一いつ閃せんし、左の怪物を上下に寸断し──

「《剣の乙おと女めよ・空に刃やいば振ふるいて・大地に踊おどれ》──ッ！」

　システィーナが唱えた、黒くろ魔ま【ブレード・ダンサー】、数十にも及およぶ真しん空くう刃じんが、右の怪物をバラバラの細切れにする。

　なぜか、リィエルに斬きられた怪物は、そのまま、ざぁ……と細かい塵ちりとなって霧む散さんしていくが……

『えいｇぢお３６ｔ２～～～ッ!?』

　システィーナが細切れにした怪物は、それでもなお活動を止やめない。

　そのそれぞれの細切れが蠕ぜん動どうし、蠢き、寄り集まって、再び元の不定形の怪物に戻もどろうとし始める。

「な、な、なによ、こいつら～～ッ!?」

　その不死性に、さすがに戦おののくシスティーナの前で。

　轟ごうッ！　凄すさまじき熱波と業ごう火かが上がり、戻りかけていた怪物の細切れを焼き尽つくす。

　イヴの炎ほのおの魔術だ。

　これでようやく怪物は沈ちん黙もくし、消しよう滅めつするのであった。

「グレン、システィーナ。炎よ」

　最さい後こう尾びで、冷静に戦せん況きようを窺うかがっていたイヴが、凜りんと告げる。

「色々試ためしたけど、あの怪物には、物理・魔術問わず、大おお凡よそあらゆる攻こう撃げきが効かない。でも、例外的に炎だけは効く」

「炎……ですか？」

「ええ。そういう概がい念ねんの存在みたい。こう見えて、案外、植物なのかもしれないわ」

「ちっ、炎えん熱ねつ系か……魔ま力りよく喰くうから嫌いなんだよな……」

　渋しぶ々しぶと、グレンが炎熱系呪じゆ文もんを唱える態勢に入る。

「でも、なんでリィエルだけは、剣であっさり滅ぼせるのかしら……？」

「ん。わたし、振ふるう剣先に、金色の光が見えるから」

「え？　金色の光……？」

「その子が、常に常識の埒らち外がいに居るのは昔からよ。考察は後になさい」

　システィーナ達のそんなやり取りを背中に聞きながら。

　グレンは、次から次へと湧わいてくる、不定形の怪物達と戦い続ける──




　ミラーノ上空に投射された衝しよう撃げきの映像が切れた後。

　異変はすぐに起こった。

　ミラーノ都市内のあちこちから、あの不定形の怪物が湧き始めたのだ。

　散発的で、数も然さ程ほどではないが──その怪物は、人を見かけ次し第だいに喰らい付き、吞のみ込んでいく。

　ミラーノ中が大混乱に陥るには、充じゆう分ぶんであった。




「くそ……マジで、なんなんだこいつら……ッ!?」

　グレンが、黒魔【ブレイズ・バースト】の爆ばく炎えんで怪物を吹ふき飛ばしながら、呻うめく。

「この怪物……アリシア三世の手記の中でも出てきた怪物ですよね？　ちょっと、性質が違ちがうみたいですけど……」

　ルミアが《ルミアの鍵かぎ》で、怪物を次元の亀き裂れつの狭はざ間まへ追い落としながら、言う。

「ひょっとして、あの儀ぎ式しきで呼び出されて、余った怪物達が漏もれて……？」

「あの映像見る限り、そうとしか考えられねーな」

　グレンは周囲を見み渡わたす。

　大混乱、半はん狂きよう乱らんで方々へ逃にげ惑まどう人々。耳をつんざくような大喧けん噪そう。怒ど号ごう。

　やはり、次から次へと、どこからともなく現れる怪物達。

　どうやら、怪物達は地下から湧いているようだが、詳くわしく確かく認にんしている暇いとまはない。

　この一帯の地区は、まだ怪物の数は少ない。

　だが、一気に大量出現してしまった地区もあるらしく、遠くからの喧噪と逃げ惑う人々の流れが、その事実を如によ実じつに伝えてくる。

　どう収しゆう拾しゆうつけたらいいのか、最も早はや、まったくわからなかった。

「ええい、俺達だけじゃ対処しきれねえぞ……ッ!?」

　それに、ホテルに待機させている学院の生徒達が心配だ。

　一刻も早く、戻らなければならない。

　生徒達を連れて、このミラーノを脱だつ出しゆつしなければならない。

　だが、こうして今、人々を襲っている、目の前の怪物達を無視するわけにもいかず──

　そんな焦あせりが、グレンの集中と注意力を散さん漫まんにさせていた。

「グレン！　後ろよ!?」

　イヴが警告を発した時は──遅おそかった。

「な──ッ!?　しま──ッ!?」

　いつの間にか、グレンの背後に超ちよう接近していた不定形の怪物。

　今、まさにグレンへ覆おおい被かぶさろうと、その身体からだを大きく広げていて──

「せ、先生!?」

「ちょっと──嘘うそでしょ!?」

　ルミアも、システィーナも、リィエルも。

　眼前の怪物の対処に手一いつ杯ぱいで、グレンへのフォローが間に合わない。

「くそ──ッ!?」

　グレンが為なす術すべも無く、怪物に吞み込まれようとしていた──その時だった。

　こうっ！

　真しん紅くに輝かがやく紅こう炎えんが、グレンを中心に弧こを描えがき、瞬しゆん時じに怪物を消滅させていた。

「な──ッ!?」

　凄まじい威い力りよくだ。今までイヴが振るっていた炎より数段、熱量が高い。

「今の、イヴか!?　悪わりぃ、助かった……」

　グレンが安あん堵どの息を吐ついて、礼を言う。

「ち、違うわ……」

　だが、当のイヴは呆ぼう然ぜんとそれを否定した。

「は？　バカ言え。あんな威力の炎、お前くらいしか──」

「私じゃ……ない……」

　気付けば、イヴは呆然と通りの向こうを見み据すえている。まるで、幽ゆう霊れいにでも出会ったかのような表情を、その顔に張り付けて。

　そんなイヴが見据える先に──左手に紅炎を宿した女が佇たたずんでいた。

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室の魔導士礼服に身を包んだ、二十歳はたち過ぎ程の女だ。

　燃え上がる炎のような長い赤あか髪がみ、優やさしげな紫し炎えん色しよくの瞳ひとみ。

　その精せい緻ちに整った容姿は、どこか──

（似てる……？　イヴに……？）

　グレンが、ちらりとイヴの横顔を盗ぬすみ見ているのを余所よそに。

「嘘……ね、姉さん……？　リディア姉さん……なの……？」

　イヴが、そんなことをぼそりと呟つぶやいた……その時だった。

　その女はさっと手を上げ、背後で隊たい伍ごを組む帝国軍魔導兵の小隊へ、号令をかけた。

「かかりなさい！　最優先は市民の救助！　安全を確保しながら、各隊随ずい時じ《根》を掃そう討とうするのです！」

「「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

　すると、魔導兵達が鬨ときの声を上げ、統とう率そつが取れた動きで散開、周囲に存在する怪物へ襲いかかっていく。炎の魔ま術じゆつを唱え、卓たく越えつした連れん携けいで怪物を押し返していく。

　それで、その場の趨すう勢せいは決したのであった。

「女王随ずい行こうの帝国軍が動いてくれたのか……ふぅ……助かった……」

　安堵の息を吐くグレン。

　この援えん軍ぐんに、システィーナも、ルミアも、リィエルもほっと胸をなで下ろしていた。

「……ん？」

　と、その時。グレンは、先さき程ほどの女がゆっくりとこちらに歩いて来ることに気付く。

　明らかに、グレンに用がある……そんな体ていだ。

　グレンが、思わず居住まいを正していると。

「ね、姉さんっ！」

　突とつ然ぜん、イヴがその女の下もとへと駆かけ出していた。

　その表情に、喜び、悔かい恨こん、悲ひ哀あい、懺ざん悔げ……様々な感情を複雑に浮うかべて──

「リディア姉さん……ッ！　わ、私……ッ！」

　だが──

「……え？」

　すっ、と。女は、イヴの脇わきを、ごく自然に通り過ぎる。

「…………ぁ」

　完全に無視されたイヴは、愕がく然ぜんと立ち尽くすしかなかった。

（え？　なんだ？　今の……？）
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　あまりにも、不自然だ。

　どういうことだと、グレンが目を瞬しばたたかせていると……

「どうも、ご協力ありがとうございます」

　グレンの前にやってきた女が、穏おだやかに一礼した。

「貴方あなた、元帝国宮廷魔導士団特務分室執しつ行こう官ナンバー０《愚ぐ者しや》のグレン＝レーダスさんですね？」

「あ、いや……なんで俺のことを知って……？」

「貴方は有名人ですから」

　くすくすと柔にゆう和わに微笑ほほえみながら、女が続ける。

「私は、今回の随行帝国軍、特別派兵師団司令官にて、帝国宮廷魔導士団特務分室室長、執行官ナンバー１《魔術師》のリディア＝イグナイトと申します」

「……ッ!?」

「我々が駆けつけるまで、よくぞ市民を守ってくれました。おかげで、この一帯の被ひ害がいは最小限に抑おさえられそうです。心よりお礼申し上げます」

　イグナイト。このリディアという女は、イグナイトを名乗った。

（つまり──）

　グレンがちらりと、前方のイヴを見る。

　イヴは呆然と立ち尽つくしたままだ。その背中はいつも以上に小さく見える。

　グレンに背を向けているため、今、どんな顔をしているのかは窺えない。

　どうにもイヴが気になるグレンに構わず、リディアは朗ほがらかに話を続ける。

「現在、帝国軍がミラーノ市内へ即そく時じ緊きん急きゆう展開し、市民の救出と、怪かい物ぶつの掃討作戦を行っています。どうかご安心を。後は私達にお任せください……」

「…………」

　そんなリディアの言葉も耳に入らず。

（イヴ……）

　グレンは、イヴの背中を見続ける。

　リディアがその場を去るまで、ついぞイヴが振り返ることはなかった──




　ルヴァフォース聖せい暦れき１８５３年、グラムの月９日。

　レザリア王国代表選手団全ぜん滅めつによる、魔術祭典中止。

　凄せい惨さんなるレザリア王国首脳陣じん暗殺事件。

　邪じや神しんの眷けん属ぞく招来の儀式発動。それに伴ともなう《根》の大発生。

　激動の一日から、一夜が明けて──




　ルヴァフォース聖暦１８５３年、グラムの月10日。

　自由都市ミラーノ、ティリカ＝ファリア大聖堂の大ホールにて。

　ミラーノに居合わせた各国首脳陣によって、緊きん急きゆう会議が開かれていた。

　だが、ことの重大さゆえに、首脳陣の雰ふん囲い気きは重苦しい。

　そんな会議の中に──

「はい。確かに連中は、マリア＝ルーテルのことを、ミリアム＝カーディスと、そう呼びました。俺がジャティスや第十三聖伐執行隊ラスト・クルセイダースについて知っていることは以上です」

　──グレンもまた、重要参考人として、召しよう喚かんを受けていた。

「ありがとうございます」

　満まん場じよう一いつ致ちで暫ざん定てい議長を務めることになったアリシア七世が、グレンの報告を労ねぎらう。

「次、ミラーノの状じよう況きようはどうですか？」

「はい、報告いたします」

　帝国宮廷魔導士団特務分室現室長《魔術師》のリディア＝イグナイトが、一歩前に出ると、穏やかに話し始める。

「件くだんの邪神招来の儀ぎ式しきによって、ミラーノの地下から無限発生し続ける不定形の怪物……前大戦に倣ならい《根》と呼びますが……《根》は、都市中の彼方此方あちこちに、地下から少しずつ溢あふれるような形で出現しています。

　この《根》は積極的に人間を喰くらう性質があるため、残念ながら、発生初期の段階でミラーノ市民に幾いくばくかの被害が出ました」

「──ッ!?」

「しかし、有事に備え、自由都市ミラーノ西域に待機していた、我が帝国軍一個師団を緊急再編制、ミラーノ全域に即そく時じ展開し、市民の避ひ難なん誘ゆう導どうと《根》の制圧、そして、断絶結界構築による《根》の発生ポイントと地下遺い跡せきの封ふう鎖さ作業をすでに完かん了りよう致いたしました」

　そして、リディアがその場の一同へ、ペコリと頭を下げる。

「緊急事態ゆえに、全すべて私の一存と独断です。許可なく有事協定ラインを越こえて都市内に軍を展開したこと、それが事後承しよう諾だくになってしまったこと、どうかご容よう赦しやください」

　確かに、リディアの行こう為いは、一軍の司令官を超えた多大なる越えつ権けん行為だ。平時ならば、さぞや大きな国際問題に発展することだろう。

　だが、唐とう突とつな事態に、各国の市内戦力展開がもたつきにもたつく中、リディアのこの迅じん速そくな決断と采さい配はいが、地下から湧わき出る《根》を封ふうじ込め、市民の被害と混乱を最小限に抑えたこと。

　そして何より、無限に発生する《根》によって、逃にげ場を失った各国首脳陣の命を守ったことに疑いようはなく。

「「「「…………」」」」

　その場からは、文句の一つも出ようはずがなかった。

（これが、特務分室の現室長、《魔術師》のリディア＝イグナイトか……）

　グレンが、リディアの横顔を流し見る。

　物もの腰ごし穏おだやかで優しげな、まるで地母神ような美び貌ぼうの女性。

　硬こう質しつなイヴと方向性こそ違ちがえど、その精緻に整った容姿は、やはり──

（似ているな、イヴに。やれやれ、姉し妹まいか……）

　グレンも、かつて、リディア＝イグナイトという女魔導士が、帝国軍に居たということは知っている。

　リディア＝イグナイト。イヴの母親違いの姉。

　つまり、帝国の魔導武門の棟とう梁りよう、イグナイト公こう爵しやく家の嫡ちやく子し。アルザーノ帝国女王府国軍大臣兼けん、国軍省統合参さん謀ぼう本部長、アゼル＝ル＝イグナイト卿きようの正室の娘むすめなのだ。

（……驚おどろいたぜ。過去に何らかの事故で、魔術能力を完全に喪そう失しつしたと聞いていたが……まさか、現場復帰していたとはな……）

　そして、グレンは、このリディアに、今や崇すう拝はいに近いほどの畏い敬けいを覚えていた。

　昨日の出来事を思い出す。

　ジャティスの仕し掛かけで突とつ如じよ発生した不定形の怪物《根》によって、ミラーノは一時期大混乱に陥おちいった。

　だが、リディアは独断で帝国軍を動かし、ミラーノ各地へ迅速展開、卓越した指揮能力で市民を救出、あっという間に《根》を押し返したのだ。

　さらには、《根》の発生ポイントに封鎖結界を展開して《根》を封じ込め、今は帝国軍の主導で市民達の避難を続々と行わせている。非常時において、現場判断による最良最高の一手を、リディアは粛しゆく々しゆくと打ったのだ。

　結果として、ホテルで待機していた生徒達の命も救われたのである。

（指揮官としては、俺が知る限り……世界で二番目にデキる女だな）

　そして、グレンはちらりと傍かたわらに目を向ける。

「…………」

　イヴが、リディアから隠かくれるように、グレンの後ろで小さく俯うつむいていた。

　グレンと共に諸処の報告にやって来たイヴだが、昨日、リディアの姿を見て以来、ずっとこんな調子だ。らしくないことこの上ない。

（どうしちまったんだ、こいつ？　……まぁ、色々と複雑な事情があるのは、想像に難かたくねえけどよ……）

　なにせ、イヴにとって、リディアは追放された自分の代わりに、再び次期当主の座に返り咲ざいた腹違いの姉だ。色々物思うことはあっておかしくない。

（しかし、このリディアはリディアで、何かおかしいしな……）

　グレンは、昨日、リディアがイヴをまるで空気のようにスルーしたことを思い出す。

　今も、イヴがここに居ることに気付いているはずなのに、イヴを気にしている様子が微み塵じんもない。

　まるで、赤の他人同士のようにも思えてくる無関心さ、淡たん泊ぱくさだ。

（やれやれ……なんか、面めん倒どう臭くせぇ予感がプンプンするぜ……）

　グレンが溜ため息を吐いていると、リディアの報告は《根》を封じ込める結界の概がい要ようへと移っていた。

「……《根》の発生ポイントは、提示された資料の通り、合計八カ所です。それが全て、ミラーノの地下に広がる遺跡空間と直結しています。

　件の邪神の眷属招来の儀式は、その遺跡の最深部にて行われており、《根》の発生はその儀式の副産物的なものであると予想されます。

　霊脈レイ・ライン回線を通して収集した情報によれば、現在、ジャティス＝ロウファンは行方ゆくえ不明。

　そして、現在の儀式の執行者は──天の智ち慧え研究会思考指導者、第三団《天位》ヘヴンス・オーダー【大導師ヘヴン】フェロード＝ベリフ」

　リディアの言葉に、一いつ瞬しゆん、その場がざわつく。

　ようやく判明した世界の敵──その名前に。

「ですが、その件の地下儀式場周辺は、儀式の魔ま術じゆつ的影えい響きようで空間が歪ゆがみ、現在、こちらからはまったく手が出せない状況です。ミラーノ地下区画には《根》の数も多く……現時点で、儀式場に潜ひそむ大導師を打だ倒とうするのは、ほぼ不可能と言っていいでしょう。

　幸い、大導師は儀式の完かん遂すいに専念するらしく、現状、主立った動きは見せません。

　データによれば、件の邪神がマリア＝ルーテルを核かくとして本格降臨を果たすのは、およそ一ヶ月後。……《根》を封ふう殺さつする結界も一時しのぎに過ぎません。早さつ急きゆうに何らかの対策を立てる必要があると具申します。私からの報告は以上です」

　報告を終え、リディアが一礼して下がる。

「ありがとうございます。次に、件のミラーノの地下に広がる遺跡についてですが……専門家の見識を聞きたく存じます。フォー……」

「ふっ！　待っていたぞッッッ！」

　ばんっ！

　女王に名前を呼ばれるのを待つまでもなく、壇だん上じように一人の男が上がっていた。

　獅し子しのたてがみのような頭とう髪はつ、頑がん健けんなる肉体。いかにも頑固で偏へん屈くつそうな造作の顔。

　アルザーノ帝てい国こく魔術学院魔導考古学者──フォーゼル＝ルフォイ＝エルトリアだ。

「あの遺跡が何か知りたいのだな!?　良いだろう、特別にこの偉い大だいなる魔導考古学者フォーゼル＝ルフォイが直々に語ってやろう！　件の遺跡『ナイアールの祭さい祀し場』を語るには、まず話は旧古代前期──それ即すなわち聖暦前８０００年ほど前まで遡さかのぼらなければならないな！　当時は、まだ超ちよう魔ま法ほう文明と呼べるほどの文明は築かれておらず、魔ま都とメルガリウスも魔法王国と呼べるものも存在しなかった！　だが、その頃ころから《天空の双生児タウム》と呼ばれる双ふた子ごの神しん性せいと共に、民たみを束ねて国を作らんと活動を続けるとある人物の記録が、各地の碑ひ文ぶんや伝承に残っているのだッ！　僕はこの人物こそが、後の旧古代中期において魔ま王おうと呼ばれた暴君『ティトゥス＝クルォー』と同一人物だと踏ふんでいてな！　何!?　時代と年代が全然違う!?　うるさいバカ！　ド素人しろうとは黙だまっていろッッッ！」

　あ、コレ、話長くなるヤツだ。

　グレンは、フォーゼルの話と存在を、完全に意識からシャットアウトした。

　ドン引きの各国首脳陣の前で、滾たぎる熱ねつ狂きようと共に延々語るフォーゼルを余所よそに、グレンは背後のイヴに声をかける。

「おい、イヴ……お前、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……え？」

　いかにも意外そうに、イヴが視線を上げ、グレンを見る。

「事情に深く突つっ込むような無ぶ粋すいな真似まねはしねえ。ただ、お前の顔色、相当悪いぞ？」

「…………」

「もし、キツいなら休んでいろ。後の報告は俺がやっといてやるから」

　いつもなら、グレンがこう言えば、〝余計なお世話よ〟だの、〝貴方あなたにこの私の代理が務まるわけないでしょう？〟だの、ツンケンした言葉が即そく座ざに飛んで来るはずだ。

　なのに……

「……ううん……大丈夫……」

　イヴは右手で左ひだり腕うでを押さえ、消え入るような声で呟つぶやくだけだ。

「私は……大丈夫……そう……大丈夫……だから……」

　そして、さらに自分の視界からリディアを外すように、顔を背そむけて俯いてしまう。

（……やれやれ……調子狂くるうぜ）

　せめてリディアからイヴがより隠れるように、グレンは立ち位置を変えながら、溜め息を吐つくしかなかった。

　そうしている間にも──

「──つまり！　当時の王には『力』が必要だったんだよ！　『力』が！　当時、人じん智ちを超こえた強大な力を持つ様々な原生生物や魔ま獣じゆうが跋ばつ扈こし、数多くの氏族や部族、蛮ばん族ぞくが麻あさのように乱れては混こん沌とんの争いを繰くり広げていた、まさにカオス＝ザ＝カオスワールドだった北セルフォード大陸北西岸一帯を統一し、平和と安あん寧ねいをもたらすには、とにもかくにも力が必要だった！　ゆえに！　《天空の双生児タウム》は貸かし与あたえたのだ！　《王》に邪じや神しんの眷けん属ぞく招来の術をッッッ！　そのために、星せい辰しんの巡めぐりに合わせた天てん球きゆう儀ぎ式場が必要であり、その一つがここミラーノにある儀式場だ！　ああああああああああっ、くっそ、腹が立つッ！　ここの儀式場に、最初に目を付けたのはこの僕だぞ!?　後でグレン先生と一いつ緒しよに調査する予定だったのに、あんな状況では調査できないではないかッッッ！　あの大導師とかいうバカ野や郎ろうッ！　誰だれだか知らんが、後でブン殴なぐってやるッッッ！」

　──フォーゼルの暴走は続いていた。

「え、ええーと……つまり一言でまとめると、あの儀式場は、古代に築かれた『邪神の眷属招来のための儀式場』……ということでいいのですね？」

　額に脂あぶら汗あせを浮うかべ、笑えみを引きつらせたアリシア七世が、まとめにかかる。

　が。

「一言で語ればそうなるが、当然一言で終わらせる気などないッ！　話は続くが、旧古代中期の末期にこんな話があってな、いわゆる『正義の魔法使い』の故郷は、魔王が操あやつるこの邪神の眷属──『邪神兵』によって滅ぼ……む!?　なっ、何をする貴様ぁ!?　話はまだ一割も終わってないぞ!?　放せぇええええーーッ!?」

　結局、フォーゼルは二人の帝国軍将校に両りよう脇わきを固められて、ずるずると引きずられながら、ホールから強制退出させられていく。

「はぁ～～……」

　グレンは、そんなフォーゼルを呆あきれたように見送るのであった。

「……こほん」

　そして、アリシア七世が咳せき払ばらいを一つして、気を取り直す。

「以上で、この自由都市ミラーノで起きた、大おお凡よその事態は判明しましたね」

　そして、事態を整理した各国首脳陣じんが、改めてことの重大さに頭を抱かかえ始めた。

「しかし、まさか、あの邪神の眷属が……ッ！」

「こ、これでは本当に、あの二百年前の魔ま導どう大戦の再来ではないか……ッ！」

「あの惨さん劇げきが、また繰り返されるというのか……ッ!?　冗じよう談だんではないぞ……ッ！」

　ざわざわと、ざわめく首脳陣。

　しばらくの間、アリシア七世は場が落ち着くのを待ってから、厳おごそかに発言した。

「では、最後に。そろそろ、避さけては通れぬ問題に触ふれましょう。ファイス＝カーディス司教枢すう機き卿きよう……いいですね？」

　アリシア七世の目が、会談の一席に腰こし掛かけるファイスを鋭するどく射い貫ぬく。

「卿の生家、カーディス家とは？　あの邪神といかなる関係が？　そして、アルザーノ帝国魔術学院の生徒マリア＝ルーテル……いえ、ミリアム＝カーディスとの関係は？」

「…………」

　ファイスはしばらくの間、手を組んで目を閉じ、沈ちん黙もくを保っていたが。

「わかりました。全すべてをお話ししましょう」

　やがて、覚かく悟ごを決めたように厳かに語り始めた。

「マリア……ミリアム＝カーディスは………私の実の娘むすめです」

　途と端たん、ざわつき始める一同を余所に、ファイスは淡たん々たんと言葉を続ける。

「そして、カーディス家は、古代文明において、邪神招来の儀を執とり行った神官家の末まつ裔えい……『無む垢くなる闇やみの巫女みこ』を輩はい出しゆつする血統の生き残りです。

　聖エリサレス教会教皇庁は、そんなカーディス家を、いざという時の軍事戦略的切り札……いわゆる『信しん仰こう兵器』にするために、己おのが陣じん営えいに囲っていたのです。

　もっとも、今となってはカーディス家の血は薄うすれて久しく、『無垢なる闇の印』を身体からだに持った『無垢なる闇の巫女』も、何世代かに一人生まれるか、生まれないか……という程度。……ですが、生まれる時は生まれます」

「まさか、二百年前の魔導大戦も!?　教会が……貴様ら一族がッッッ!?」

　誰かの糾きゆう弾だんが、会場内の空気を震ふるわせる。

「ええ、残念ながら、当時は『無垢なる闇の巫女』が生まれてしまった世代でした。ですが邪神招来の儀式法は、当家が教会に取り込まれた当初から失伝しています。なのに、なぜ、二百年前、邪神が招来されてしまったのか、当家最大の謎なぞでしたが……」

　まさか、あんな方法があったとは……と。ファイスが諦あきらめたように溜め息を吐つく。

（なるほど、皮肉な話だ）

　グレンはファイスの話を聞きながら物思う。

（お笑いだぜ。聖エリサレス教会……信仰上の〝唯一概念神ニセモノ〟を崇あがめ、他者にそれを強要しておきながら、その実、密ひそかに〝外宇宙の邪神ホンモノ〟を囲ってたなんてな。

　バレたら信仰崩ほう壊かいって、レベルの話じゃねえ。

　教会としてはひた隠かくしにしたかったはずだ。邪神の存在が大きく関かかわる古代文明の存在そのものを否定したかったはず……〝なかったもの〟にしたかったはずだ。

　だが、ロラン＝エルトリアが『メルガリウスの魔法使い』で古代文明を暴あばいた。おまけにカーディス家までつつき始めた。こりゃ確かに火か刑けい台ルート一直線だぜ……）

　グレンが『アリシア三世の手記』の内容と照らし合わせて考察している間にも、ファイスの話は続く。

「そして、ついに恐おそれていたことが起きました。ええ、私の世代になって……再び生まれてしまったのです……『無垢なる闇の巫女』……我が娘ミリアム＝カーディスが」

　ざわ、ざわ、ざわ……

　ファイスの明かす真実に、首脳陣がざわつき始める。

「ミリアムが誕生した時、私は思いました。魔導大戦……二百年前の悲劇だけは繰り返してはならないと。ゆえに、私は八年前、ミリアムを病死したことにし、マリア＝ルーテルとして、密かに帝国側へと亡命させたのです。

　その亡命の際、私に多大なる力を貸してくれた御お方かたが、フューネラル教皇猊げい下か……当時はまだ新任の枢機卿でしたが……」

　ファイスが頭を抱えて項うな垂だれたる。

「まさか、猊下が……あの聡そう明めいなる猊下が、天の智ち慧え研究会だったなんて!?　ああ、きっと、あの頃から、私は……いえ、教会の全てが、猊下の掌てのひらの上だったのでしょう」

　その顔には、今にも首を吊つりかねないほどの懺ざん悔げの表情が張り付いている。

　だが、人の心は醜みにくい。

　操られていた、知らなかった……それで済むはずもない。

「ふ、ふざけるなッ！」

　ファイスの告解に、各国の首脳達が口々に糾弾の声を上げ始めた。

「貴様ら、聖エリサレス教会の欺ぎ瞞まんがこのような事態を招いたのだぞッッッ!?」

「この責任はどう取るつもりなのかねッッッ!?」

　罵ば倒とう、罵倒、罵倒。

　様々な罵ば詈り雑ぞう言ごんが、ファイスを殴りつける。

「…………」

　当のファイスはただ、黙ってそれを受け止めるだけであった。

「そもそも、ファイス司教枢機卿！　貴様が天の智慧研究会に、ただ利用されていただけという話だって疑わしいッ！」

「そうですわ！　本当は裏で繋つながっていて、全てが予定調和なのではなくて!?」

「この責任は徹てつ底てい的に追つい及きゆうしてやるからなッ！　覚悟しろッッッ！」

　そんな無抵てい抗こうのファイスを、一方的に糾弾する各国首脳陣を前に……

（ああクソ！　どうして、どこもかしこもバカばっかなんだ！）

　今は傍ぼう観かん者しやに過ぎないグレンも、さすがに苛いら立だちを禁じ得ない。

（今は、責任の所在をゴチャッてる場合じゃねえだろ!?　世界の危機なんだぞ!?

　大体、ファイスさんがクロなら、なんで、こんなレザリア王国なんていう終わった沈ちん没ぼつ船に残ってるんだよ!?　わかれよ、そのくらい!?

　そもそも、今、ファイスさんがいなくなったら、レザリアはどうなるんだよ!?　他ほかに政治のできる指導者が、もう一人もいないんだぞ!?　レザリアが崩ほう壊かいしたら、お前らの国だってピンチなんだぞ、わかってんのか!?）

　レザリア王国は、強ごう引いんな宗教浄じよう化か政策で、国内外に多大なる不満を抱えていた国だ。

　崩壊すれば、その周辺一帯で未み曾ぞ有うの大紛ふん争そうが起き、莫ばく大だいな人口を抱える王国からは大量の難民が発生するだろう。

　となれば、周辺諸国の経済崩壊は必ひつ須す。世界的な大だい恐きよう慌こうは、さらなる紛争を呼ぶ。

　これは経済的な意味でも、世界存亡の危機であるのだ。

　だが、そんなグレンの心中とは裏腹に……

「どうしてくれる!?　どうしてくれるんだ!?　賠ばい償しようだ！」

「責任！　責任を取れ！　責任を取れ！　賠償しろ！」

「なんとかしろ！　なんとかしろ！」

　……糾弾と罵倒の嵐あらしが止やむことはなく。

　いよいよ、グレンが怒ど鳴なりつけてやろうと、大きく息を吸い込んだ……

　まさに、その時だった。




「静せい粛しゆくに」




　魂たましいを打つような、凜りんとした声がホール内に響ひびき渡わたった。

　アリシア七世だ。その声こわ色いろがあまりにも気高く、決然とした揺ゆるぎなき意志に漲みなぎっていたため、誰だれもが彼女を無視できない。

　あれだけみっともなく荒あれていたその場が、一いつ瞬しゆんで静まりかえっていた。

（……陛下!?）

　グレンが目を丸くして見守る中、アリシアが毅き然ぜんと立ち上がり、言葉を放つ。

「今は、責任の所在を問う時でも、不ふ手て際ぎわの賠償請せい求きゆうをしている場合でもありません。世界の危機に、共に立ち向かわなければならない時なのです」

「…………」

「最も早はや、これは帝てい国こく、王国間の国際紛争で収まる話ではないのです。

　理解されていますか？　かの有名な、国際的魔ま術じゆつテロリスト集団、天の智慧研究会。その首しゆ魁かいたる『大導師』が、ついにその正体を白日の下もとに晒さらし、かの二百年前の魔導大戦の引き金となった、邪じや神しん招来の儀式を執とり行っているのです。

　これを世界の危機と呼ばずして、なんと呼ぶのでしょう？　この世界に、長年煮にえ湯を飲ませ続けて来た、かの邪じや悪あくなる組織が強大な邪神の力を手にしたら……この世界の構造が確実に崩壊するであろうことは想像に難かたくないでしょう？」

　沈黙。

　誰もが、アリシア七世の言葉を傾けい聴ちようしている。

「そもそも、レザリア王国が崩壊するだけでも莫大な難民が溢あふれ、周辺諸国への多大なる被ひ害がいは免まぬかれません。最も早はや、どの国にとっても他人ひと事ごとではないのです。

　私達は手を取り合い、力を合わせなければなりません。

　この世界の危機を前に、常つね日ひ頃ごろの禍か根こんを忘れ、共に足並みを揃そろえ、共に立ち向かわなければならないのです！　今回、平和祭典そのものは悪あしき意思によって崩壊しましたが、その根底に通う理念だけは崩壊させてはならないのです！

　皆みなさん、どうか力を貸して下さい！　そして、共に輝かがやかしい明日と未来のために戦いましょう！　私達全員で、世界を救うのです！」

　やがて、アリシア七世の言葉が尽つきる。

　しん……最初は、圧あつ倒とう的な沈黙がその場を支配していた。

　だが。

　ぱちん、と。誰かが一つ、手を叩たたくと。

　ぱちん、ぱちん。……ぱち、ぱち、ぱち……

　それに追従するように、あちこちで拍はく手しゆが上がり始めて。

　それは、徐じよ々じよに強さと勢いを増していき──

　最終的には、洪こう水ずいのような拍手が、どっとホールを満たすのであった。

（ははっ、さすが陛下だ……俺とは役者が違ちがうぜ）

　ただ一度の演説で、見事その場の流れと空気を変えたアリシア七世の姿を、グレンは尊敬と畏い怖ふの目で見つめ続ける。

　きっと、あれこそが、生まれながらに人の上に立つことを運命づけられた、真なるカリスマの姿なのだろう。

（ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。女王陛下がいる限り、何も問題はない！）

　ならば──

（俺は、俺のすべきことをしねえとな。さて、どうするか……？）

　そんなことをぼんやりと考えるグレンを尻しり目めに。

　会議は、アリシア七世主導で、これからの各国の動きや方針をテキパキと決めていくのであった。




　そんな風に、会場が盛り上がる一方──

（ちっ……拙まずいな。アリシア七世……あの小こ娘むすめめ……ッ！）

　アリシア七世の独どく壇だん場じようとなってしまった緊きん急きゆう会議を、密かに抜ぬけ出したアゼル＝ル＝イグナイト卿きようは、大聖堂の通路を足早に歩きながら毒づいていた。

（くそ！　私はあの女を、少々過小評価していたらしい……ッ！）

　しょせん、女ゆえの惰だ弱じやくな弱よわ腰ごし穏おん健けん派だと思っていたが、実際はどうだ？

　この有事の際に、顕けん然ぜんと見せつけたあの大器、あの手しゆ腕わん、なにより、あのカリスマ。

　あの女は覇は王おうだ。平時の飾かざらない立ち居振ふる舞まいが、ごく自然と他者を跪ひざまずかせる。

　アリシア七世は、野心がないだけで、〝その気〟になれば、世界の全すべてを吞のみ込み、従え、支配することができる、最強の覇王だったのだ。

（……否いな。違うッ！　あの小娘如ごときに帝国は……世界は救えぬ……ッ！　この世界を救えるのは、頂点に立つのはこのアゼル＝ル＝イグナイト、ただ一人……ッ！）

　そう、自分は違う。

　自分はそこいらの凡ぼん俗ぞくとは違い、もっと遥はるか高みにいる存在なのだ。

（そうだ……何しろ、私は〝選ばれた〟のだ！　選ばれし存在なのだ！）

　イグナイト卿は、懐ふところから一本の〝赤い鍵かぎ〟を取り出し、それを凝ぎよう視しする。

（自分は凡俗どもとは違う。確かに、この〝鍵〟は受け取ったが、決して、かの大導師の膝しつ下かに屈くつしたわけではない！　私は逆に大導師を利用しているのだッ！

　かの大導師の目もく論ろ見みを崩くずし、この私が世界を救うためになッ！

　そう、イグナイトこそが世界の支配者であることを、私は証明するのだッ！）

　そのために、自分は今まで暗あん躍やくし、こつこつと準備し、力を蓄たくわえてきたのだ。

　そのために、知る人ぞ知る『グスタの悲劇』も起こした。人間も辞やめた。

（だが……今、私が長年築き上げてきた盤ばん面めんが、根本からひっくり返されようとしている……ッ！　あの、小こ癪しやくなジャティス＝ロウファンによって……ッ！）

　今の流れのまま行けば、この難事を乗り越こえた時──帝国の頂点に燦さん然ぜんと輝き立ち、全世界の崇すう敬けいを一身に集めているのは、確実にアリシア七世だ。

　そうなれば、もうどこをどうやっても、下げ克こく上じようは叶かなわないだろう。

（拙い……今のままでは……ッ！）

　焦しよう燥そう感かんが、イグナイト卿の身を焦こがす。

　だが、不思議と不安と迷いはない。

　今、一つの結論に向かって、イグナイト卿は至し極ごく冷静に冷れい酷こくに思考を重ねていた。

　手持ちのカード。現在のミラーノの状じよう況きよう。己おのが膝下の軍の配備状況。各国の状況。

　そして──

「いや──むしろ、これは好機なのではないのか？」

　それに思い至った時。その結論に達した時。

　イグナイト卿の全身は、静かな興奮と高こう揚ように燃え上がっていた。

　それは、決して消し得ぬ大火勢の野心となって、激しく焦しよう熱ねつする。

（そうだ……ッ！　他の凡俗どもならば、愚おろかにも、この絶大なる好機を前に尻しり込ごみするのだろうが……このイグナイトである私に、それはない！

　今だ……むしろ、今だからこそなのだ！　今こそが、この私が全ての頂点に立つ、絶好の好機！　私の人生の全ては、今、この時のためにあったのだ──ッ！）

　そして。

「イリア＝イルージュよ。居るか？」

「はーい、ここに！　我が愛しのマイ・あるじ様ロード！」

　イグナイト卿の傍かたわらに、一人の少女がまるで蜃しん気き楼ろうのように現れる。

　後ろでまとめた明るい亜あ麻ま色いろの髪かみ。人ひと懐なつっこくもどこか薄うすら寒い微笑ほほえみ。

　元・帝国宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団特務分室執しつ行こう官ナンバー18《月》のイリアであった。

「どうかされましたかー？　なんでもご下命、どうぞどうぞ！」

　いつものように、どこか道どう化けじみた様子で応じるイリアへ。

「動くぞ」

　イグナイト卿は短く、決然と告げた。

「え？」

　途と端たん、イリアが硬こう直ちよくする。その道化じみた笑えみが凍こおる。

　そんなイリアに構わず、イグナイト卿はさらに続ける。

「リディアと軍へ、秘ひ密みつ裏りに通達しろ……〝大義を成す〟とな」

「え？　あの……い、今ですか!?」

　途端、あの人を食ったようなイリアが、目に見えて狼狽うろたえ始める。

「こ、このタイミングで……ですかッ!?　だ、だって、まだ……」

「なんだ？　貴様、この私に逆らうのか？」

「い、いえ！　そんなことは！　……わっ、わかりました！　リディア様に、卿の意向をお伝えしてきます！」

　苛いら立だちと怒ど気きを向けられ、イリアが慌あわてて幻まぼろしのように姿を消す。

　イグナイト卿はそんなイリアを尻目に、低く、昏くらく嗤わらい始める。

「ふっ……ついに……ついにだ……」

〝赤い鍵〟を握にぎりしめ、野心に燃える表情で凄せい絶ぜつに嗤うのであった。

「この私が頂点に立つ時がやって来たのだ……むしろ、遅おそすぎたくらいだ……ククク……ふははははは……ふはははははははははははははははーーッ！」

　そんなイグナイト卿の歓かん喜きの哄こう笑しようを聞く者は、誰もいなかった──




　ごと、ごと、ごと……

　自由都市ミラーノ中央区三番街のメインストリートにて。

　四頭馬仕立ての豪ごう奢しやな馬車数台が、縦列でゴトゴトと石いし畳だたみの道路を行く。

　今回、首脳会談に出席した帝国政府側の要人達が乗る馬車であり、その列中央の一台はアルザーノ帝国女王、アリシア七世の王室馬車だ。

　そして、その周囲を、馬に乗った女王直属の親衛隊がぐるりと隙すきなく固めている。

　先刻、会議を終えた女王陛下は、このミラーノでの活動拠きよ点てんである帝国領事館への帰路の途と上じようであった。

　ごと、ごと、ごと……

　様々な宗教建築物と美しい水路、橋に飾られた都市、ミラーノ。

　つい先日まで、何十年ぶりかの魔術祭典を祝う人々で賑にぎわいに賑わっていた面おも影かげが見えないほど、その区画は閑かん散さんとしていた。

　この中央区画は《根》の発生地の一つが近かったため、帝国軍主導による市民達の緊きん急きゆう避ひ難なんが早々に行われたのだ。

　無論、ミラーノのような大都市の市民全員が、ミラーノを脱せたわけではない。

　東西南北の区画では、今も大混乱の最中、避ひ難なんの真っ最中だ。

　帝国軍はミラーノ全域に広く薄く展開し、今も厳げん戒かい態勢を敷しいている。

　この中央区の静けさは、仮かり初そめの静せい寂じやくに過ぎない。

　そんな寂さびれた街中を行く、女王陛下の馬車の中に……

「ええと……本当にいいんですかね？　俺みたいなのが、陛下と一いつ緒しよで……」

「いいんですよ」

　グレンは馬車内のシートに、アリシア七世と二人きり。並んで腰こし掛かけていた。

　さすがに女王陛下の隣となりのためか、グレンは背筋を伸のばして恐きよう縮しゆくしており、アリシアはいつものように気品に満ちた佇たたずまいでリラックスしている。

　先の会議の終しゆう了りよう後ご、とりあえず、グレン達がアルザーノ帝てい国こく代表選手団の待つ公営ホテルまで戻もどろうとした時、なんと、女王の方から、声がかかったのである。

〝よろしければ……道中、ご一緒しませんか？〟と。

（知らん仲じゃないとはいえ、相手は女王陛下だし……しかも、今や世界の行く末を左右する超ちようＶＩＰ様だ……うう、緊きん張ちようするぜ）

　どこまでも小市民なグレンであった。

　ちなみに、イヴはフォーゼルと一緒に、後続の馬車に乗車している。

　フォーゼルと相席すると決まった時、イヴのもの凄すごく嫌いやそうな顔が印象的だった。

　が、それはともかく。

「はぁ……」

　どうにも、グレンが緊張を隠かくしきれないでいると。

「ふふ、どうか、そう硬かたくならないでくださいな」

　不意に、アリシアがグレンに話しかけてくる。

「実は、貴方あなたと少しお話がしたかったのですよ、グレン」

「俺と？　ですか？」

「ええ」

　目を瞬またたかせるグレンへ、アリシアがこくりと頷うなずく。

「うーん、光栄っちゃ光栄っすけど……俺はもう軍を抜けてますし、陛下にこう特別声をかけてもらえるようなヤツじゃないんすけどねぇ……ははは」

　意外なアリシアの言葉に、グレンがそうおどけていると。

「……いえ、貴方だからこそ、話せるのです」

「陛下？」

　グレンが首を傾かしげ、アリシアの横顔を見る。

　すると。恐おそらく、たった今、アリシアは何らかの心の回路を切り替かえたのだろう。

「……本当に……大変なことに……なってしまいましたね」

　今のアリシアの横顔に、世界を堂々と相手取っていた辣らつ腕わんの女王の姿はなく──ただただ、激動の混こん沌とんを前にして不安と困こん惑わくに揺ゆれる、一人の疲つかれきった女がいた。

「……陛下……？」

「ごめんなさい、グレン。各国首脳陣じんの前であれほどの大言を叩たたいておいて……私は不安なのです。不安で、不安で、仕方ないのです……」

　アリシアの花弁のように可か憐れんな唇くちびるから、溜ため息が漏もれる。

　こんな弱々しいアリシアは、先の会談で見せた威い風ふう堂どう々どうたる姿からは想像できない。

「考えても、考えても、悪い想像しか浮うかばないんです。天の智ち慧え研究会……大導師……魔導大戦……邪じや神しんの眷けん属ぞく……良き未来がまったく描えがけないのです。このまま世界は混沌と災さい厄やくの渦か中ちゆうに吞のみ込まれ、永遠の暗黒に閉とざされてしまうのではないのかと……」

「……ッ!?」

「私はアルザーノ帝国女王。民たみを、国を、そして世界を守る義務があります……でも、同時に、このまま目と耳を塞ふさぎ、娘むすめ達と共に世界の果てまで逃にげ出したい……そんなことを心のどこかで考えている弱い自分が嫌になります……」

　この時、グレンは自分の蒙もう昧まいさと脳天気さを、否いや応おうなく悟さとった。

　超ちよう人じんと思われる女王陛下とて人間。一人の女。一人の母だ。

〝この人さえ居れば大だい丈じよう夫ぶ〟。〝全て、この人に任せれば上手うまくいく〟。

　一体自分は、たった一人の女性に重責を勝手に押しつけて、持ち上げて、何を勝手に安心していたのだろうか？　バカにも程ほどがあるだろう？
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「こんなこと……グレン、貴方にしか話せないのです。もう、私の家臣でなくなってしまった、貴方にしか……」

　そう、話せない。家臣や部下には決して話せない。

　アリシアは女王なのだ。その弱気や愚ぐ痴ちは全体の士気や求心力に関かかわる。

　国家を背負う女王は、決して人前で弱さを見せてはならないのだ。

「……愚痴を聞いてくれて、ありがとうございます、グレン」

　やがて、アリシアは再び思考回路を切り替えたのか、晴れ晴れとした表情で言った。

「少しだけ、楽になりました。私は戦えます」

「…………」

「グレンは、エルミアナを……帝てい国こくの未来を担になうアルザーノ学院の子供達を、どうかよろしくお願いします。貴方が彼女らを守ってくれるなら……私は心置きなく、未来のために戦えますから……この命の最後の一ひと滴しずくまで」

　と、その時だった。

「陛下」

　グレンはアリシアを真っ直すぐ見つめ、宣言した。

「帝国軍を抜ぬけた俺が、今さら一体、何を吐ぬかすんだと思われるかもしれませんが……俺は貴方の味方です」

「グレン……？」

「軍時代、陛下はこんなどうしようもないクソガキの顔と名前を覚えてくださり、優やさしい言葉をくださり、そして……色々と良くしてくださいました」

　いつになく、柄がらにもなく、かしこまった台詞せりふが、グレンの口から次々と出る。

　言わなければならないと思った。

　伝えなければならないと思ったのだ。

「今は一教師に過ぎない俺ですけど……その大恩は忘れてません。今の俺に何ができるかはわかりませんが……必ずや、俺なりのやり方で、陛下と陛下が愛する帝国に貢こう献けんすることを俺は誓ちかいます。だから──……」

　……だから、なんだ？　グレンがふと我に返る。

　こんな何の力もない一教師に、三流魔ま術じゆつ師しに、一体、何ができるんだ？

　陛下から、少々目をかけてもらえたくらいで、俺は何をのぼせ上がっているんだ？

　何を勘かん違ちがいしているんだ？

「……いえ、すんません。俺ごときが過ぎた口を……」

　たちまち、グレンは自己嫌けん悪おに陥おちいるが。

「ありがとうございます、グレン」

　アリシア七世は、にっこり朗ほがらかに微笑ほほえむのであった。

「貴方のような民がいる国の元首であることを、私は誇ほこりに思います」

「へ、陛下……」

　そして、アリシアはグレンの心中を見み透すかすように、くすくす笑いながら言う。

「それと。あまり自分を卑ひ下げしては駄だ目めですよ？」

「え？」

「気付いてないかもしれませんが……グレン、貴方は貴方が思っている以上に、周囲の人々に大きな影えい響きようを与あたえ、動かすことができる人なのですから」

　それ、どういう意味っすか？

　グレンが、そう問い返そうとした──まさに、その時であった。




　どんっ！




　その周囲一帯が、まるで大おお地じ震しんのように震ふるえたのだ。

「きゃっ!?」

「な──ッ!?　なんだ!?」

　馬車が数十センツ程ほど、上下し、激しい震しん動どうがグレン達を襲おそう。

「なんだッ!?　何が起きた!?」

　ただ事ではない気配を察したグレンが、馬車の扉とびらを蹴けり開けて外へ飛び出すと……

　そこには信じられない光景が広がっていた。

「な……なんだよ、これ……？」

　街が──様変わりしていたのだ。

　周囲の建物が無む惨ざんに崩くずれ、燃え上がり、まるで地じ獄ごくの底のような様相を呈ていしている。

　恐らく、軍用攻性呪文アサルト・スペルの一いつ斉せい掃そう射しやが、この馬車を目め掛がけて襲ったのだろう。

　周囲の王室親衛隊が咄とつ嗟さに展開した魔ま力りよく障しよう壁へき結界の表面に、激しい攻こう撃げき的な魔力が未いまだバチバチと音を立てて爆はぜていた。

　そして、親衛隊員達は、完全臨戦態勢で馬車を守るように身構えている。

「う、嘘うそだろ……まさか、今のって……ッ!?」

　間ま違ちがいなく──攻撃だ。

　移動中の女王アリシア七世を狙ねらっての狼ろう藉ぜきだ。最も早はや、疑いようもない。

（し、信じられねえ……このタイミングでだとぉ!?　一体、どこの誰だれが……ッ！）

　グレンが、あまりの急転直下の事態に唖あ然ぜんとしていると。

「グレン！　敵よッ！」

　そんなグレンの前に、後続馬車に搭乗していたイヴが駆かけ寄ってくる。

「構えて！　女王陛下を守るの！」

「マジかよ、クソッたれ──ッ！」

　イヴの切せつ羽ぱ詰つまった表情から、逼ひつ迫ぱくした状じよう況きようを察したグレンが、腰の拳けん銃じゆうを引き抜きながら、イヴと背中合わせに周囲を警けい戒かいする。

「イヴ、敵はどこのどいつだ!?　天の智慧研究会か!?　レザリア王国の残党か!?　それとも帝国に敵対するどっかの国か──ッ!?」

　すると、イヴが一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまり……答えた。

「敵は──…………」

「……なんだと？」

　イヴの言葉自体は、はっきりと聞き取れたし、聞き慣れた言葉でもあった。

　だが、まったく意味がわからなかった。

　というより、頭が理解を拒きよ否ひしていた。

　なぜ？　どうして？　そんな疑問ばかりが渦うず巻まき、グレンに理解を許さなかった。

　そして、戸と惑まどうグレンを置いてけぼりに、周辺一帯に次々と人の気配が出現する。

　女王と親衛隊達を、ぐるりと包囲するように、次々と現れる。

　その連中は──なんと、帝国軍の軍服に身を包んでいたのであった。

「……は？」

　あまりにも想像の外ほかを行くその光景に、グレンが呆ほうけていると。

「……聞こえなかったの？　グレン」

　背後のイヴが、いつになく緊きん張ちように満ちた声で、低くはっきりと、もう一度告げる。

「敵は──アルザーノ帝国軍よッッッ！」

　そして、その瞬しゆん間かん。




　ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーッ！




　周囲を囲む帝国軍将兵から、鬨ときの声が上がり──

　魔導兵達が一いつ斉せいに、呪文を唱えながら、突とつ撃げきを開始してくるのであった──




　～～～




　ルヴァフォース聖せい暦れき１８５３年、グラムの月10日。

　その日、アルザーノ帝国軍一個師団総兵力約５０００は、邪神の眷属招来の儀ぎによって発生する《根》への対処と、ミラーノ市民の避ひ難なん誘ゆう導どう、都市内警備のため、ミラーノ全域に薄うすく広く展開していた。

　しかし、これは完全にアルザーノ帝国軍の独壇場スタンドプレイであり、このままでは各国の面メン子ツが立たない。

　よって、アルザーノ帝国軍は、ミラーノ都市外で待機する各国の随ずい行こう軍と、警備範はん囲いの分担と引き継つぎを行うこととなっていた。

　が、その引き継ぎの際、唐とう突とつにアルザーノ帝国軍が武力蜂ほう起き。

　アルザーノ帝国軍と都市警備を入れ替わろうとしていた各国軍へ、大打だ撃げきを与える。

　不意を打たれた各国軍は、為なす術すべ無くミラーノ都市外へ敗走。

　同時に、アルザーノ帝国軍は、ミラーノ市内における各国の領事館を襲しゆう撃げき、各国首脳陣の身み柄がらを、電でん撃げき的に拿だ捕ほ・拘こう束そくしてしまう。

　首脳陣が人ひと質じちとして抑おさえられてしまった各国の随行軍は、完全に機能停止。

　ミラーノ都市外がい縁えん部に展開する帝国軍と、睨にらみ合いの形となる。

　さらに──ミラーノ都市内部に展開された帝国軍は、己おのが主君、アルザーノ帝国女王アリシア七世へと牙きばを剥むくのであった──
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「一体、どうなっているんじゃ!?　なぜ、帝国軍がアリシアちゃんを!?」

「わかりません！　ですが──ッ！」

　駆ける、駆ける、駆ける──

　混乱しきったミラーノ都市内を、バーナード、クリストフ、アルベルトの三人が《疾風脚シユトロム》で駆ける。

　建物の屋根伝いに、壁かべ伝いに、飛ひ翔しようするように駆け抜ける──

「各国随行軍への引き継ぎを狙った電撃作戦、各国首脳陣の身柄を次々と取り押さえていくこの手て際ぎわ……この洗練された軍行動は最早、人間業わざじゃない！」

「なんと……ッ!?」

「余よ程ほど、前々から準備されていたのでしょう……クソッ！　僕としたことが、これほどの大それた計画が軍内に進行していたことに気付かなかったなんて……ッ！」

　普ふ段だん、温厚で穏おだやかなクリストフにしては、珍めずらしい悪態が口を突ついて出る。特務分室内では情報を担当するクリストフにとって、この状況は屈くつ辱じよくの極きわみなのだろう。

「陛下が……僕のせいで、陛下が……ッ！」

「違ちがうな」

　すると、最さい後こう尾びを駆けるアルベルトが、冷静に淡たん々たんと言う。

「お前が察知できぬのも無理はない。なにせ、これは以前からの計画ではない。恐おそらく、今回の反乱の首しゆ謀ぼう者しやが、何らかの事情で、やむなく行った突とつ発ぱつ的な行動だ」

「え!?」

「遠見の魔術で確かく認にんしたが、今、女王陛下に向かって攻撃を仕し掛かけている賊ぞく軍ぐん……〝あまりにも感情がなさすぎる〟」

「……どういうことじゃ？」

「一見、何らかの大義のために迷いなく戦っているように見える。だが、その実、陛下への反逆行こう為いに対する、微かすかの迷いも動どう揺ようもなく、あまりにも精密で人形的な組織行動を行っている。ミラーノ各地に展開している帝てい国こく軍も同様だ」

「つまり、〝何かされている〟……〝操あやつられている〟ということですか!?」

「それを差し引いても、賊軍の司令官の采さい配はいは神がかっているがな」

　クリストフの問いに、アルベルトが静かに頷うなずく。

「しかし、あれだけ大勢の人間を操るなんて、誰が、一体どうやって……？」

「方法は不明だ。だが、今回、女王陛下に護衛随行した戦力の大半が、主に誰の統制下にあった師団かを考えれば、首謀者は恐らく……」

「おいおい、まさか……ッ!?」

　アルベルトの分ぶん析せきに、バーナードがギョッとしながら応じる。

「いやいやいや！　いくら、あやつとて、まさか……こんな状況で、こんな大それたことするわけが──ッ!?」

「ああ、するわけない。……誰もがそう思っていた。女王陛下も……恐らく、当の反乱首謀者本人もな。……だが、そこを突かれた」

「今は、首謀者や動機、カラクリを論じている場合ではありませんね。……先を急ぎましょう、二人とも。今は一刻も早く、陛下の下もとへ──」

　クリストフが、急ぐことを促うながした……その時だった。

「お前達！　九時の方向だ！　よけろッ！」

　突とつ然ぜん、最後尾を飛んでいたアルベルトが鋭するどい警告を発する。

　途と端たん、素す早ばやく反応し、三人がその場から散開する。

　刹せつ那な──その区画一帯が、崩落した。

　大気を震わせ、耳を劈つんざくような大轟ごう音おんと共に、その一帯に超ちよう重力がかかったのだ。

　沈しずむ、沈む、沈む。

　全すべてがぐしゃぐしゃに拉ひしやげ、砕くだかれ、沈んでいく。

　まだその区画には逃にげ遅おくれた人々も居ただろうに、全てが粉々に押し潰つぶされ、地の底へと沈んでいったのである。

　出来上がった広大なクレーターの中央には、拗ねじくれた牛のような怪かい物ぶつが青い炎ほのおの鼻息を吹ふき上げながら佇たたずんでおり──ゆっくりと消えていく最中さなかであった。

「あれは、ソロームの三十六悪あく魔ま将しようが一柱《梃て子こ》のハゲーネ……ッ!?」

「悪魔召しよう喚かん術じゃとぉ!?」

　辛かろうじて逃げ切ったバーナードとクリストフが、一瞬で凄せい惨さんな大破は壊かいを引き起こした悪魔に戦せん慄りつしていると──

「《雷らい光こうの戦神よ・其その猛たけき怒いかりを振ふるい・遍あまねく全てを滅ほろぼせ》！」

　アルベルトが咄とつ嗟さに呪じゆ文もんを放っていた。

　その左手から、極ごく太ぶとの収束電らい砲ほう撃げきが、大気を引き裂さき灼やいて飛ぶ。

　雷砲撃は、とある建物の屋根上に現れていた人ひと影かげに──直ちよく撃げき。

　だが、城じよう壁へきをブチ抜ぬく威い力りよくの電砲撃の方が、逆に弾はじかれて四散してしまう。

　そして──

「いやはや、こうして会うのは何年ぶりですかな、アベル」

　雷砲撃の超威い力りよくを難なく払はらったその人物は、にこりと微笑ほほえんでいた。

「……パウエル……ッ！」

　その瞬間、アルベルトの総身に、凄すさまじい憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おが燃え上がる。

　だが、そんなアルベルトの激情を涼すずしげに受け流しながら、その人物……元聖エリサレス教会教皇庁教皇にて、天の智ち慧え研究会第三団《天位》ヘヴンス・オーダー【神殿の首領マジスタ・テンプリ】──パウエル＝フューネは、実ににこやかに微笑むのであった。

「う……ッ!?」

「マジかいな……」

　その瞬間、クリストフとバーナードが、身体からだの芯しんから戦慄する。

　対たい峙じしただけで悟さとったのだ。このパウエルという男の規格外さを。

　パウエルは最も早はや、徳厚き司祭の仮面などとうに脱ぬぎ捨て、本ほん性しようを隠かくす気もない。

　その悍おぞましき本性に向き合った二人の全身に、怖おぞ気けがくまなく走り、魂たましいそのものが戦せん闘とう行動を激しく拒きよ絶ぜつする。

　パウエルがその身に纏まとう圧力、魔ま力りよく、存在感、威い厳げんすらあるその様──その全てが、未いまだかつて経験したことのない高異次元の領域のものなのだ。

　まさに、魔ま人じん──最さい凶きよう最悪の壁が、自分達の前に現れたのである。

「ふむ……思えばかれこれ、八年ぶりですな。健勝そうでなによりです、アベル」

「黙だまれッ！　俺をその名で呼ぶなッ！　貴様が奪うばった俺の家族と姉ッ！　忘れたとは言わさんぞッ！」

　激情のままにアルベルトが吠ほえかかるが──

「ええ、もちろん覚えてますよ？　まるで春の暖かな日だまりのように」

　パウエルは飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさない。

「ああ、あの頃ころは子供達がいて……そして、貴方あなたの姉君アリアがいて……皆みな、幸せで……ええ、あの頃は実に良かったですな。かくいうこの私も、家族とは本当に良いものだと、がらにもなく思ったものです」

「それを下げ劣れつで邪じや悪あくな欲よく望ぼうのままに奪い、壊こわしたのは何処どこの誰だれだ!?」

「仕方ないことだったのですよ、アベル。全ては大導師様のため、全ては大いなる真理……天なる智慧のため。必要な犠ぎ牲せいだったのです」

「俺をその名で呼ぶなと言っているッ！　俺の名は、アルベルト＝フレイザーッ！　貴様を地じ獄ごくへ叩たたき落とすために、地獄から舞まい戻もどってきた戦せん鬼きだッッッ！」

　アルベルトから噴ふき上がる憎悪と憤怒は、いよいよ際限がなくなる。

　その激しさは、それだけで自身を焼き尽つくしてしまいそうなほどだ。

「ふふ、いいですね、その強い情念……激情……アベル、やはり貴方は……」

　そんなアルベルトの姿に、パウエルは満足げに顎あごを撫なでるが……

　すっ……と。

　不意に、まるで憑つき物が落ちたように、アルベルトに普段の冷静さが戻る。

「おや？　どうしましたか？　アベル」

「……今は貴様に付き合っている暇ひまは無い」

　不思議そうなパウエルへ、アルベルトが突き放すように吐はき捨てる。

「退どけ。退かぬなら押し通る。それだけだ」

「ほう？　意外ですなぁ」

　そんなアルベルトを前に、パウエルが小首を傾かしげる。

「存外と冷静のようだ。貴方ならば、もっと逆上するかと。さては……もう、あの日の怒りも、憎にくしみも忘れましたかな？」

「…………」

　パウエルの言葉に、ふと、アルベルトの脳のう裏りに蘇よみがえる懐なつかしい光景──




　自分がまだ、アベルと名乗っていた、無知な少年だったあの頃。

　最愛の姉、アリアが常に傍そばに居たあの頃。

　孤こ児じ院いんの子供達が、いつも楽しそうに笑っていたあの頃。

　脳裏に鮮せん明めいに浮うかぶそれらのイメージが、がしゃんと硝子ガラスのように砕け散っていく。

　あの頃の自分は、なんと愚おろかで、盲もう目もくで、幸せだったことか──




「無論、忘れた日などない。実際、先刻、俺は貴様を見た瞬しゆん間かん、無様に我を失いかけた」

　そう、普段、あれほど冷静沈ちん着ちやくで、氷のような判断力を持つアルベルトが。

　この時ばかりは、激情を制せい御ぎよできなかったのである。

「だが……俺は、ある男から教わった」

　先刻と変わらぬ憤怒に燃えた瞳ひとみでパウエルを睨みながら、アルベルトが告げる。

「ある男……？」

「あの男ならば、今、己が為なすべきことを間ま違ちがえない。……迷いながらもな」

「…………」

「……翁おきな。クリストフ」

　アルベルトが、一歩前に出て、言った。

「構えろ。女王陛下の危機だ。俺達は一刻も早く戻らなければならない」

　そんなアルベルトの静かだが、力強い叱しつ咤たに。

　ようやくパウエルの存在感に吞のまれていたクリストフとバーナードが、こくりと頷き、身構える。

　さすがは歴戦の魔ま導どう士し、もうすでに臆おくする心も迷いもなかった。

　だが、仲間を叱咤するそんなアルベルトの姿を見たパウエルは──

「はぁ……アベル。貴方は存外、つまらぬ男に成り果てましたなぁ」

　どこか落らく胆たんしたように呟つぶやく。

「成る程ほど、惰だ弱じやく。我が欲よくと渇かつ望ぼうを押し通してこそ魔ま術じゆつ師しでしょうに。嗚呼ああ、道理であの〝青い鍵かぎ〟を恐れ、拒絶したわけです。

　このまま、私に対する激情と、昏くらい復ふく讐しゆうの渇望に身を任せ、問答無用で殺しにかかって来てくれるようであるならば、まだ、〝見込み〟があったというのに」

「何とでも言え。貴様の見込みなど糞くそ喰くらえだ。反吐へどが出る」

「うーむ……ですが、貴方ほどの才を此方こちら側へ引き込めぬのは、あまりにも惜おしい……さて、どうしたものか……？」

　パウエルが指輪のついた腕うでを掲かかげる。

「実はですね、私の役目は、貴方達三人の足止めだったのです」

「……？」

「なにせ、貴方達三人は〝英えい雄ゆう〟と呼べる逸いつ材ざいですからね……早々に女王の下へ馳はせ参じれば、折角のこの騒そう乱らんが早期に解決してしまう可能性があります。だから、適当に貴方達を痛めつけ、盤ばん上じようから追い払うだけのつもりだったのですが……」

　パウエルの禍まが々まがしい造形の指輪が黒い光を放ち──周囲一帯に、奈な落らくのような巨きよ大だいな悪魔召喚法ほう陣じんを展開していく。

「良い機会です、アベル。貴方に再教育を施ほどこして差し上げましょう……貴方が、私を師父と呼んでいた、懐かしきあの頃のように」

　そして、身構えるアルベルト達三人の周囲に、次々と召喚される無数の悪魔達。

　形容するのも悍ましい、様々な造形の悪魔達が隊たい伍ごを組み、アルベルト達を吞み込もうと押し寄せてきて──

「《金色の雷らい帝ていよ・地を悉ことごとく清め・天に哭なきて貫つらぬけ》！」

　アルベルトが胸むな元もとの銀十字聖印を掴つかみ、それを一つの触しよく媒ばいとして呪文を唱える。

　黒くろ魔ま改【パニッシュメント・ホライゾン】。

　Ｂ級軍用魔術【プラズマ・フィールド】を、アルベルトが独自改良し、最近、ついに完成したアルベルトだけの魔術式。

　悪なる魔の者を滅ぼす──聖なる裁きの雷いかずちの術だ。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　数十条を超こえる聖なる稲いな妻ずまが、一いつ斉せいに天より乱らん舞ぶ飛来し──

　迫せまり来る悪魔達を打ち付け、刺さし穿うがち、貫く。

　そして、その場を大音おん響きようと共に極光が白熱させ、視界を灼き尽くすのであった。
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「俺達は、一体……何をやってるんだぁあああああああーーッ!?」

　グレンが吠えながら、腰こし脇わきに構えた拳けん銃じゆうを連続掃射フアニングする。

　咆ほう哮こうする銃口。吐き出される無数の死し棘びよう。

　それが、前方から襲おそいかかってきた帝てい国こく魔導兵を穿つ。

　どう、と。血ち飛沫しぶきを上げて撃ち倒たおされる魔導兵達を尻しり目めに──

「《白銀の氷ひよう狼ろうよ・吹雪ふぶき纏いて・疾駆かけ抜けよ》──ッ！」

　グレンは、黒魔【アイス・ブリザード】の呪じゆ文もんを叫さけぶ。

　左手から放たれた、強きよう烈れつな凍気と氷ひよう礫れきの嵐あらし。

　それが、左方から隊伍を組んで【ライトニング・ピアス】を掃射しようとしていた、魔導兵の一隊を吹ふき飛ばす。

「くそぉ……クソ、クソ、クソォオオオオオオオオーーッ！」

　だが、そんなグレンへ。

「ぉおおおおおおおおおおーーッ！」

　魔力の漲みなぎった細剣レイピアを腰こしだめに構えた三人の魔導兵が、容よう赦しやなく突とつ進しんしてきて。

「く──ッ!?」

　呪文の終つい、マナ・バイオリズムのカオス状態を突つかれたグレンが、それに対たい抗こうする術すべなく歯は噛がみして身構えていると。

「《鋭するどく・吠えよ炎えん獅じ子し》──《吠えよ》、《吠えよ》ッ！」

　轟ごうッ！　弧こを描えがいて飛来する超ちよう熱火球、三発。

　爆炎と爆熱の渦うずがグレンの周囲に上がり、襲いかかる魔導兵を吹き飛ばしていた。

「嘆なげいている場合じゃないでしょう!?　しっかりしなさいッ！」

　イヴだ。

　右手に魔術の炎ほのおを宿したイヴが、グレンの背後を守るように立っていた。

「わかってる！　わかってんだよッ！　だがよ、……だがよッッッ！」

　グレンが、ぎり、と歯噛みしながら周囲を見回し、再度吠える。

「こんな理り不ふ尽じん──あっていいのかよッッッ!?」

　そこは──地獄の戦場だった。

　血の池が地に広がり、燃え上がる炎が天を焦こがす。

　闘とう争そう。喧けん噪そう。断だん末まつ魔ま。命と命の激げき突とつ。刻一刻と散さん華げする無数の命達。

　女王を守るように展開する帝国王室親衛隊、女王直属指揮下にある官軍と、何者かに統制権を握にぎられた帝国軍師団の賊ぞく軍ぐん。

　同じ国に属する両軍が、真っ向からぶつかり合い、壮そう絶ぜつに殺し合っている。何百という兵達が入り乱れて剣を交え、魔術と殺さつ戮りくの限りを尽くして、すり潰つぶし合っている。

　同じ、帝国民が──つい先日まで、味方同士であったはずの者達が。

「なんでだ……ッ!?　なんだって、こんなバカな事になってんだ……ッ!?」

　人殺しが嫌いやだとか。大好きな魔術で人を殺したくないとか。そんな甘っちょろい感傷を差し挟はさむ余地など、微み塵じんも存在しないこの残ざん酷こくな現実。

　守るために、生き残るために、戦わなければならない。

　今は殺さなければ、ならないのだ。

「うぉおおおおおーーッ！　《猛たけき雷帝よ・極光の閃せん槍そう以もちて・刺し穿て》ッ！」

　グレンが、呪じゆ文もんを叫ぶ度たびに命が消えていく。

　誰かが呪文を唱える都つ度ど、誰かが消えていく。

「女王を討うち取れッ!?　討ち取るのだぁああああーーッ!?」

「守れッ！　死守しろッ！　己おのが命を燃やし尽くしてもぉおおおーーッ！」

「「「「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

　集団と集団が激しくぶつかり合い、剣けん戟げきが交こう錯さくする度──

「ぐぅ──ッ!?」

「がっ……はぁ……ッ！」

　人が、ボロボロと死んでいく。散っていく。

　死神が旋せん風ぷうとなって戦場を渦うず巻まき、死の鎌かまを敵味方等しく振ふるっていく。

　無む惨ざんに、無意味に、残酷なまでに儚はかなく。




　どおおおおおんっ！




　グレンの傍かたわらで炸さく裂れつする、賊軍の爆ばく炎えん魔ま術じゆつの咆哮。

「ぐわぁああああああああああーーッ!?」

「ぎゃああああああーーッ!?」

　空にちりぢりに吹き飛んでいく友軍の親衛隊達。

「おいッ！　しっかりしろッ！　おいッ!?」

　グレンが、名も知らぬ友軍の親衛隊衛士を抱だき起こすが──

「へ、陛下……へい、かを……、頼……」

　虚うつろな目でそんな事を呟いて……血ち塗まみれの衛士は、ガクリとこと切れた。

「クソッ！」

　──と、その時。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　フォーゼルが、迫り来る賊軍兵数名を軽かろやかな身のこなしで殴なぐり倒し、グレンの傍らへ飛び下がってくる。

「グレン先生。死者を悼いたむのは生者の特権だ。先まずは生き残ることを考えろ」

　なぜか、意外なほど戦力になっているフォーゼルに、突っ込みを入れる暇ひまはない。

「だが、どうすりゃいいんだ!?　押し潰されるのは時間の問題だぞ!?」

「……ええ、そうね」

「ああ、拙まずいな」

　イヴもフォーゼルも、その一点に関してはグレンと同意見らしい。

　その表情には、はっきりと焦しよう燥そうが浮うかんでいた。

　そして、ちらりとグレンが中央へ目を向ければ……

「…………ッ！」

　そこでは親衛隊に守られたアリシアが、悲ひ壮そうな顔で戦せん況きようを見守っていた。

　アリシアは女王の名の下もとに、賊軍に何度も呼びかけたが、誰だれも聞く耳を持たない。

　敵に回った帝国軍が、なんらかの洗脳系魔術の影えい響きよう下かにあることは明らかだ。

　そして、そんなつまらないことで、何の罪もない自国民が互たがいに殺し合っているのだ。

　女王を守るために、あるいは女王を殺すために。

　その女王の胸中──さすがのグレンも察するに余りあった。

（クソが──クソクソクソがぁあああああああああああーーッ！）

　だが、グレンにも、まったくどうしようもなかった。

　そして、賊軍は圧あつ倒とう的だ。

　倒しても倒しても、後から後から押し寄せる。

　女王を守るのは、帝国軍の中でも精せい鋭えい中の精鋭、剣と魔術を究きわめし王室親衛隊だ。

　平時ならば、並の魔ま導どう兵へいなど相手にもならないが、今回は数が違ちがい過ぎる。一方的に押し負けるしかない。

　市街戦のため、地形的に賊軍が数の差で一気に押し切る作戦ができないから、辛かろうじて均きん衡こうを保っているだけで、結局のところジリ貧ひんだ。

　友軍が全ぜん滅めつするのは、最も早はや時間の問題であった。

「くそ……どうする!?　どうする……ッ!?」

　このどうしようもなく詰つんだ状じよう況きように、グレンが歯噛みしていると。

「……グレン殿どの。イヴ殿。最早、ここまでです」

　現王室親衛隊、総隊長と思われる歳とし若い男が、グレンの前に現れる。

「まもなく、賊軍包囲線は我らの防衛線を押し破るでしょう」

　イヴはともかく、なぜ俺のことまで知っているんだ？　と聞いている暇などない。

「隊長さん!?　なんとかならねえのかよッ!?」

　グレンが脊せき髄ずい反射でそう返す。

　すると、総隊長が覚かく悟ごを決めたように応じた。

「包ほう囲い網もうの南側が、都市構造と配置の関係で唯ゆい一いつ薄うすいです。私を先頭に、我ら王室親衛隊が総力を挙げて、そこを一点突とつ破ぱすれば、あるいは──」

「…………ッ!?」

「その先に、ミラーノ脱だつ出しゆつの活路があるかどうかはわかりませんが……今は、それしかありません……ッ！」

「待って。貴方あなた……死兵になるつもり!?」

　総隊長の意図に気付いたイヴが、悲痛な声を上げる。

　活路を開くためとはいえ、あんな激げき闘とうの最前線に突とつ撃げきすれば──特に先せん陣じんを切った者はその殆ほとんどが生きて帰ってこられないだろう。

　だが、これしかないと総隊長は清すが々すがしい笑えみを浮かべ、応じた。

「この場で前線指揮を務められる将兵は、もう軒のき並なみ倒されました。ならば、私自ら、先陣を切らねば、この死中に活は求められないでしょう」

「待って！　総隊長の貴方が死んだら、部隊指揮は……女王陛下はどうするのよ!?」

　すると、総隊長はグレンとイヴを交こう互ごに見て……

「イヴ殿、部隊指揮は貴女あなたに……そして、グレン殿、貴方は女王陛下の護衛を」

「……ッ!?」

「後は二人にお任せします。貴方達二人ならば、残った兵達も納なつ得とくするでしょう」

「ちょ、ちょ──待て!?」

　グレンが、総隊長に詰め寄り、肩かたを掴つかむ。

「元・特務分室室長で百ひやつ騎き長ちようのイヴはともかく、なんで俺なんだよ!?　俺なんか──」

「貴方だからこそ、ですよ」

　総隊長はどこまでも清々しい笑みを返す。

「実は、私……ずっと、貴方に憧あこがれていたのですよ。元・執しつ行こう官ナンバー０《愚ぐ者しや》のグレン＝レーダス正せい騎き士し」

「な……ッ!?　お前、軍時代の俺のこと知って……ッ!?」

「それだけではありません。実は、半年前の……魔術学院での魔術競技祭の時も、貴方のご活かつ躍やくは、刮かつ目もくさせていただきました」

「……ッ!?」

「軍時代も、軍を抜ぬけてからも……貴方が打ち立てる数々の〝武勇伝〟に、私はいつも心躍おどらせていました。貴方は私にとって憧れであり、希望だったのです、英雄殿」

　貴方にとってはいい迷めい惑わくかもしれませんが……と苦く笑しようする総隊長。

　だが、確かにグレンが打ち立てた伝説を心の支えに、今まで、数々の苦難を乗り越こえてきたのだと……そんな、感謝に満ちた穏おだやかな笑みであった。

　そんな総隊長の笑みに、グレンが絶句していると。

　総隊長は抜ばつ剣けんし、高らかに宣言した。

「誇ほこり高き、王室親衛隊よッ！　今こそ我らが女王陛下の大恩に報むくいる時ッ！　陛下を守らんと最さい期ごまでその志を貫つらぬかんたる勇者は、この私に続けぇえええええええええええええええええええええええええーーッ！」

「「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

「「「「女王陛下ぁーーッ！　ばんざぁああああああああああああいッッッ！」」」」

　そして、一ひと際きわ高い鬨ときの声があがり──

　王室親衛隊達が、隊たい伍ごを組んで突撃を敢かん行こうする。

　当然、賊ぞく軍ぐん攻性呪文アサルト・スペルの激しい斉せい射しやが、王室親衛隊達に浴びせかけられるが──

　彼らは止まらない。

　吹ふき飛び、ぼろぼろになりながらも、敵軍最前線へ斬きり込み──切り開いていく。

　名も知らぬ英えい雄ゆう達が、文字通り、壮絶なる〝血路〟を切り開いていく。

「隊長さん……」

　あの覚悟を、決意を、そして託たくされたものを無む駄だにするわけにはいかない。

「イヴ、残存兵力の部隊指揮を頼たのむ。俺は……女王陛下を守る」

「ええ、……わかったわ」

　こうして、女王陛下を守りながらの、絶望的な包囲網突破劇が始まるのであった──




　王室親衛隊の乾けん坤こん一いつ擲てきの突撃が、流れを変えた。

　南側の賊軍戦線を崩ほう壊かいさせ、隙すきを作ったのだ。

　この一撃で、王室親衛隊の総隊長及および隊長格数名が、壮そう絶ぜつな討ち死にを果たすが──彼らの魂たましいの咆ほう哮こうが、確かに道を切り開いたのだ。

　そして、成り行きといえど、部隊指揮を引き継ついだイヴの采さい配はいは見事だった。

「一番隊、二番隊、残存兵力の報告！　三番隊と五番隊は東の街路を抑おさえて！　七番隊構え！　九時敵軍前衛に面制圧攻性呪文アサルト・スペル斉射ッッ！　射てッッッ！」

　最早、イヴ以外に指揮官を務められる者が一人もいない──そんな状況で。

　イヴは魔術で全部隊と全戦場の状況を把は握あくし、的確な軍采配を振り続ける。

　普ふ通つうの将官ならば、とっくに容量オーバーとなる情報量と戦況を一人で捌さばき続ける。

　徐じよ々じよに包囲網を狭せばめていく賊軍を押し返し、脱出ルートを切り開いていく。

「ぉおおおおおおおおおおおーーッ！」

　そして、グレンも、いつも以上に研とぎ澄すまされた動きで獅し子し奮ふん迅じん。

　イヴが敷しいた防衛ラインを突破してくる賊軍魔導兵から、女王を守って戦い続ける。

「──ここは、通さねえッッッ！」

　魔術、拳けん銃じゆう、帝てい国こく式軍隊格かく闘とう術、ありあわせの魔道具。

　己おのれの全すべてをフル動員し、群れなす賊軍の牙きばから、女王を守る、守る、守る──

「グレン!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?　ああ、酷ひどい怪け我がを……ッ!?」

「俺は大丈夫です、陛下！　さぁ、早く、こちらに！　走って！」

　そして、女王を守り固めながら、一同はぎりぎりで包囲網から逃のがれる、逃れ続ける。

　だが、そんなグレンやイヴの奮ふん闘とうも虚むなしく。

　女王側の友軍は、徐々に消しよう耗もう疲ひ弊へいし、追い詰められていく。

（クソ……このままじゃ……ッ！）

　と、激戦の最中さなか、グレンが芳かんばしくない戦況に歯は噛がみするしかなかった、その時だった。

（……ん？）

　グレンはポケットに、とある違い和わ感かんがあることに気付いた。

　そのポケットには、ある物が入っている。それがグレンに伝える違和感だ。

（なんだ、こんな時に……？　まさか……？）

　正直、薄々その予感はあった。多分、そういうことだ。

　だが、それを手にとって良いものか。

　それを手に取るということは、つまり──

（……俺は……）

　グレンは暫しばらくの間、逡しゆん巡じゆんしていたが。

　やがて躊躇ためらいながらも、決意したように。

　ポケットの中から、それを取り出し、耳に当てるのであった。




（……駄だ目めだわ……ッ！）

　的確に軍の采配をしつつ、自身も前線で炎ほのおの魔術を振ふるいながら、イヴが歯噛みする。

（元々、戦力差があったけど、それ以上に賊軍の司令官が上手うま過ぎる！）

　そう。

　即そつ興きようながら、イヴも的確に友軍を指揮してはいたが、賊軍の司令官はそれ以上だ。

　イヴの采配の一手、二手先を常に読んだ、余よ裕ゆうある軍隊捌きをしてくるのだ。

　イヴも意地で、盤ばん面めんの詰みを避さけてはいるが──最早、時間の問題であった。

（相手がこの司令官じゃなかったら、ミラーノから脱出できたかもしれないのに！）

　そして──イヴは、この軍隊捌きの手しゆ腕わんと呼吸に覚えがあった。

　何度も何度も、兵へい棋ぎ演習で手合わせしたことがある指し手だ。

　そして──この状況が、全てを雄ゆう弁べんに物語っている。

　こんな状況で、こうも鮮あざやかな作戦行動を取れる者など、あの人しかいない。

（まさか……そうなの？　本当にそうなの？　この裏切りの賊軍は……ッ!?）

　深く考えている暇ひまは……ない。

　イヴは矢や継つぎ早ばやに炎の呪じゆ文もんを唱えながら、軍を指揮していく──




　女王陛下を守る友軍は、ミラーノ脱出をかけて必死に戦った。

　西に、南に、また西にと、都市中を転戦しながら、必死に活路を求めた。

　だが、賊軍はそんな友軍を嘲あざ笑わらうように先回りし、圧力をかけ、少しずつ少しずつ、すり潰つぶしていき──

　やがて──




「万ばん事じ休すか……ド畜ちく生しようが」

　グレンは呆あきれたように天を仰あおぎながら言った。

　ここは、ミラーノ西地区にある聖ポーリィス聖堂前広場。

　そこに女王や、グレン、イヴ並び、友軍の生き残りが身を寄せ合うように集つどい──

　そして、その区画一帯を、大きくぐるりと取り囲むように、賊軍が包囲している。

　女王を守る友軍残存兵力は、僅わずか１５０余名。当初の約半数まで激減。

　対する、都市内に広く薄うすく展開された賊軍の残存総兵力は、約４５００。勝負など考えるのもおこがましいほど、酷い戦力差だ。

「申し訳……ありません……陛下……」

「いえ。本来、私に尽つくす義理などすでにないというのに……貴女はよくやってくれましたよ、イヴ」

　悔かい恨こんの表情でうなだれるイヴに、アリシアが優やさしげな言葉をかける。

「ったく……そういや、お前もなんで、律りち儀ぎにここまで付き合ってるんだよ？」

　グレンは隣となりに堂々と佇たたずむフォーゼルを流し見ながら、呆れたように言う。

「お前こそ、まったく関係ない部外者だろ。さっさと逃にげりゃよかったろうに」

「何を馬ば鹿かな。遺い跡せき探たん索さくに付き合ってくれるんだろう？　まさか、君は約束をすっぽかすつもりか？　絶対に許さんぞ、そんなことは！」

　義ぎ理り堅がたいのか、ただの空気読めないアホなのか。

　どうにもよくわからないフォーゼルに肩を竦すくめつつ、グレンはイヴに問う。

「おい……なんとか、ならんのか？」

「ならないわ」

　イヴが悔くやしげに呟つぶやいた。

「……〝詰つみ〟よ。もう、私が打てる手は……ない」

　ならば。

　後は、最後の一兵となるまで戦うか。

　あるいは、そろそろ来るだろう、何らかの降こう伏ふく勧かん告こくを受け入れるか。

　いずれにせよ、グレンにできることは、もう何もないというわけだ。

「クソったれめ……」

　力なく、疲つかれ切ったように毒づくグレン。

　そんな風に、友軍と賊軍が最後の激げき突とつに備えて、緊きん張ちように張り詰めていると。

　複数の護衛に守られた二人の人物が──広場に現れていた。

　その人物とは──

「イグナイト卿きよう……ッ！」

「父上……姉さん……ッ！」

　アゼル＝ル＝イグナイト卿とその嫡ちやく子し……リディア＝イグナイトであった。

　イヴは愕がく然ぜんとしながら、現れた二人を見つめていた。

　そうじゃないか……と、思っていたのだ。

　この状じよう況きようで、こんな大それたクーデターを実行できる力と能力を持つ者……そんな者は消去法で考えれば限られている。ゆえにわかっていた。確信していた。

　だが、それでもなお、イヴにはこの現実が信じられない。

「ち、父上……」

「お、おい……イヴ……？」

　ふらふら、と。

　イヴが何かに取り憑つかれたように、一歩、二歩と前に出る。

「なぜ……どうして……ッ!?」

　この一言を言ってしまえば、イグナイトは決定的に終わる。

　それを理解していながらも、イヴはその真意を問わずにはいられない。

「どうして、帝国を裏切ったのですか!?　なぜ、クーデターなど起こしてしまったんですか!?　そんなことをすれば、イグナイト家は──一体、なぜ!?」

「黙だまれ」

　そんな取り縋すがるようなイヴの言葉を、イグナイト卿はぴしゃりと突つき放す。

「貴様はいつまでそう志が低いのだ？　さすがは穢けがれた下げ賎せんの血を引く女だ。一度二度、勘かん当どうされたくらいでは、まだ理解できぬと見える」

「そ、そんな、私は……」

「まだわからないのか？　まだ読めぬのか？　この激動の時代の趨すう勢せいを」

　イグナイト卿が、狼狽うろたえるイヴを冷たく睨にらみ付け、とうとうと語る。

「ついに、私が危き惧ぐしていたことが起きた。この世界に未み曾ぞ有うの危機が訪おとずれたのだ。

　この艱かん難なんと辛しん苦くの混こん沌とんに満ちた時代、我がアルザーノ帝国を……そして、世界を良き方向へと導くには、強力な指導者が必要なのだ。己おのが手を血で汚よごしてでも、毅き然ぜんと前に進む決断が出来る真に強き支配者が、今、この世界には必要なのだ。

　そして──我らイグナイト家こそ、その全ての頂点に立つ支配者に相応ふさわしい」

「ち、父上……何を言って……？」

「わかるか？　今回の私の挙兵は大事の前の小事。真なる大義を為なすための、必要悪の犠ぎ牲せいに過ぎぬのだ。わかったのならば、黙っていろ」

　取りつく島もない。

　イヴは、今度は最後の砦とりでに縋るように、リディアへと訴うつたえかける。

「姉さん！　いいんですか!?　今、ご自分がなさっていること、理解しているんですかッッッ!?」

「おい、イヴ！　落ち着け！」

　今にもリディアに向かって飛び出して行きかねないイヴの腕うでを、グレンが掴つかむ。

　だが、イヴの叫さけびは、縋るような訴えは止まらない。

「イグナイトは、帝国の魔ま導どう武門の棟とう梁りようであり、力を持つ者の義務を背負う者！　持たざる弱き民たみを守る真の貴族じゃなかったんですか!?

　その尊き魔導の灯ともし火びで暗き闇やみを払はらい、世の人々の行く先を明るく照らし導く者……それが《紅ロード焔・スカー公レツト》イグナイトの名が示す誇ほこり高き意味だったのでは!?」

「…………」

「姉さんは──今のご自分の行いを、本当に正しいと思ってらっしゃるんですか!?」

　だが、そんなイヴの必死な問いかけに。

「ええと……貴女あなた、誰だれでしょうか？」

　リディアは穏おだやかに微笑ほほえみながら、さらりとそう応じた。

「姉、姉、と、気持ち悪いったらありませんね。私の妹はアリエスだけです」

「……え？　……ね、姉さん……？」

「私を〝姉〟と呼ぶ貴女が誰だか知りませんけど。

　お父様の……イグナイト卿の仰おつしやることは、絶対的に正しいのですわ。

　それに、私はお父様の娘むすめ。娘ならば、お父様に忠誠を誓ちかい、絶対的に従うのは当然のことでしょう？　そして、それこそが、私の最高の喜びなのです」

　そんなことを。

　半ば、本当に嬉うれしそうに、幸福そうにのたまうリディア。

　今、ようやく、イヴは悟さとった。ナニカが違ちがう。ナニカがズレている。

　かつての姉は、こんな人ではなかった。

　穏やかでありながら、茶目っ気に溢あふれ、優しさと正義感に溢れていた姉。

　かつての姉と、今の姉が、イヴの中でまったく微み塵じんたりとも重ならない。

　その姿形、声こそリディアと寸すん分ぶん違たがわぬが……アレは最愛の姉に似た、別のナニカだ。

　一体、なぜ、どうしてこんなことになってしまったのか。

　一体、何がこれほどまで、姉を変えてしまったのか。

　イヴには、想像すらつかないが──

「…………」

　今、イヴの中で、何かが決定的に折れた。

　イヴは、がくりと膝ひざを折り……虚うつろな目で地面を見つめ始めるのであった。

「イグナイト卿……」

　そして、アリシア七世が厳おごそかに問いかける。

「私では……駄だ目めですか？　私には帝てい国こくを任せてはおけないほど……私は頼たよりなく、王の器うつわに相応しい存在ではありませんか？」

「結論を言えば、まったくその通りだ」

　イグナイト卿が見下したように返す。

「貴女が今まで辛かろうじて国を回せていたのは、仮かり初そめにも平和であったからだ。平和な世の中であったからこそ、貴女程度の女でも王が務まっていた」

　その平和を、今まで必死に守っていたのは誰だと思っていやがる？

　グレンの胸中も露つゆ知しらず、イグナイト卿が淡たん々たんと続ける。

「だが、これからは貴女では無理だ。この激動の時代、帝国は貴女を担かつぎ上げて、泳ぎ切ることはできない。国を憂うれうならばこそ──ここで退場願いたい。

　私とて、辛つらいのですよ、敬愛なる女王陛下。だが、これが大義のためなのだ」

「それでも、筋ややり方というものがあるでしょう？　イグナイト卿」

　この状況に於おいて、尚なお、毅然とした態度を崩くずさず、アリシアが応じる。

「こんな火事場のどさくさに紛まぎれるような強ごう引いんなやり方……必ずや、より大きな波乱と混乱を生むでしょう。無意味な犠牲も一体、どれほど出るか。

　それに、このようなやり方で、帝国の民や各国の首脳が納なつ得とくすると思いますか？」

「納得するしないではない。させるのだよ。そのための方法は、すでに幾いくらでもある」

「貴方あなたの膝しつ下かの将兵を……なんらかの手段で〝操あやつる〟ようにですか？」

「…………」

　アリシアの指し摘てきに、無言を貫つらぬくイグナイト卿。

「イグナイト卿……以前より懸け念ねんしていましたが……貴方は、常に自分一人の考えが最も正しいと考え、それ以外の考えを全すべて頭から拒きよ絶ぜつし、否定する。視野が狭せまい。

　自分以外の存在を常に見下し、全てに唾だ棄きする。自分以外の全てを、自身にとっての都合のよい駒こまか道具のようにしか考えていない。顧かえりみることすらない。

　確かに、貴方の能力は卓たく越えつしています。数十年に一人の傑けつ物ぶつと言えるでしょう。

　ですが、他者をまるで顧みない貴方のような人に、一体、誰が従うというのですか？

　結局、貴方は──人間というものを、何一つ理解していないのです」

「ふっ……だから、貴女はそこまでなのだよ。

　そもそも、私が誰よりも優すぐれているのは、ただの厳然たる事実に過ぎぬ。

　そして、その不可能を可能となせるのが、この私であり──イグナイトなのだ」

「……イグナイト卿……ッ！」

「もう、筋書きは出来ている。女王、貴女は愚おろかにも世界征せい服ふくを目もく論ろみ、今回、各国首脳陣じんを捕とらえるという暴挙に出た。そして、この私に誅ちゆう伐ばつされるのだ。

　暗君の汚お名めいを被こうむり、時代の礎いしずえとなるがいい、蒙もう昧まいの女王よ」

　話は終わりだとばかりに、イグナイト卿が手を掲かかげる。

「さて……最後の号令の前に、貴様に最後のチャンスをやろう、イヴ」

「……ッ!?」

　そして、唐とう突とつに話を振ふられ、イヴがはっと顔を上げた。

「先さき程ほどの女王軍の采さい配はい……貴様だな？　リディアの采配を、あれほどまでかわすその手しゆ腕わんは見事だと褒ほめてやろう。どうやら、貴様にはまだ利用価値があったようだ。ここで散らすのは、少々惜おしい」

「……ち、父上……？　何を……？」

「良いだろう、イヴよ。我が膝下に帰参することを、許す」

「は……？」

　イグナイト卿の言葉に、イヴが思わず間ま抜ぬけな声を上げる。

「聞こえなかったのか？　再びイグナイトの末席に加えてやるというのだ」

「…………」

「戻もどって来い、イヴ。命令だ」

「…………」

「それとも、命令に……この私に逆らうのか？　イヴ」

（何を……言っているのだろう？　この父は。この男は）

　……有り得ない。イヴが呆ぼう然ぜんと考える。

　この状況で、いくら命が惜しくたって、ここで父親に屈くつするなど……有り得ない。

　仮に、全てがイグナイト卿きようの目論見通りになったとして、それでどうなる？

　帝国は、もう滅め茶ちや苦く茶ちやになることが目に見えている。

　なにせ、イグナイト卿の醜みにくい野心は、留とどまるところを知らないのだ。トップに立てば、必ずや混乱と戦争が起きる。世界を巻き込む大戦争だ。

　今のイヴの唯ゆい一いつの居場所であるアルザーノ帝国魔ま術じゆつ学院の生徒達も、容よう赦しやなく軍に徴ちよう兵へいされ、他国との戦争に駆かり立てられ──その殆ほとんどが、生きて帰ってこないだろう。

　イヴの脳のう裏りを──教え子達の顔が、走そう馬ま燈とうのように浮うかんでは消えていく。

　こんな自分を、先生、教官と慕したってくれた子供達の顔が。

（私が、そんなことに荷担する……？　有り得ない……ッ！　いくらなんでも……そんなの、死んでも有り得るわけないじゃない!?）

　そう、有り得ない。有り得るはずがないのだ。

　なのに──

（なのに、なんで……なんで、私は……ッ!?）

　ふらり、と。イヴが立ち上がり……

　一歩、また、一歩と。イグナイト卿の下もとへと歩いて行こうとしているのか。

　あの膝下に跪ひざまずきに行こうと……しているのだろうか？

（ああ、駄目だ……私……やっぱり、全然、駄目だ……ッ！）

　身体からだが、思考が言うことを聞かない。

　逆らえないのだ。どうしたって、父親の言葉に逆らえない。

（……どうして……どうして……ッ!?）

　イグナイト卿のあの冷たい目で見つめられると、あの言葉を聞くと。

　イヴは、まるで呪のろいのように逆らうことができないのだ。

　怖こわいのだ。逆らうことを考えただけで、変な汗あせと過呼吸が止まらない。

　心臓の動どう悸きが、総身の震ふるえが収まらない。

「さぁ、来い、イヴ。命令だ。貴様は大人しく我が命めいを聞いていれば良いのだ」

「……ぁ……ああ……ああああ……」

　最も早はや、決着はついた。上下関係は確定となった。

　この時、イヴの心は、完かん膚ぷなきまでにイグナイト卿に屈していた。

　──だが。

　イヴが、最早、後あと戻もどりできぬまで、イグナイト卿へ歩み寄ろうとしていた……

　その時であった。

　がっ！　イヴの肩かたを、背後から力強く掴む手。

「……えっ？」

　そして、その誰かの手はそのまま、ぐいっと、イヴの身体を後方へと引き寄せて……

　がしっと。

　その誰かは、イヴの身体を、その肩をしっかりと抱き止める。

　背中に感じる温かな誰かの体温。

　イヴが、恐おそる恐る自分を抱き止める者を見上げる。

　それは……

「……ぐ、グレン……？」

「あんなやつの言うこと、聞くな」

　静かな怒いかりに燃えた目でイグナイト卿を突つき刺さしながら、グレンがイヴを叱しつ咤たする。

　ただ、決して行かせまいと力強くイヴの肩を抱いたまま。

（……ぁ……）

　途と端たん、イヴを支配していた恐きよう怖ふが吹ふき飛ぶ。

　身体の震えが止まる。過呼吸が収まる。

（嘘うそ……？　あんなにどうしようもなかった震えが、どうして……？）

　そんなイヴを尻しり目めに。

「おい、そこの反逆野や郎ろう」

　グレンが拳けん銃じゆうを構えながら、吠ほえる。

「クソくらえだぜ。俺の仲間に変な粉吹っかけてんじゃねえよ。どうしてもってんなら、俺をぶっ倒たおしてからにしやがれ」

　と、その時。

「あ……」

　イヴの脳裏に閃せん光こうのように蘇よみがえる、いつかの、誰だれかの懐なつかしい言葉──




　──クソくらえだわ。

　──私の妹に手を出す輩やからは許さない。

　──もし、やるというなら、代わりに私が相手になるわ──




「貴様……誰かと思えば、グレン＝レーダスか」

　そして、そんなグレンを。

　イグナイト卿は、何か忌いま々いましいゴミを見るような目で、流し見た。

「数日ぶりだな。人生の敗北者、女一人のために全てを捨てた愚かな負け犬よ」

「はははっ、光栄だなぁ？　まさか、帝国軍のトップ、統合参さん謀ぼう本部長様にまで、名が通っているたぁなぁ？　俺も捨てたもんじゃねーな、おい」

　冷ややかなイグナイト卿へ、グレンが精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張って応じる。

「ふん。しかし、貴様も残ざん酷こくな男だな」

　イグナイト卿がグレンを鼻で笑う。

「なぜ、そんな沈しずみかけた船にイヴを引き留める？　俺の仲間……と言ったな？　仲間を思えばこそ、送り出してやるべきではないのかね？」

「はは、沈みかけた船……ね？　どっちがだよ、ボケ」

　グレンも凄せい絶ぜつに片かた頬ほおを吊つり上げ、皮肉げに笑う。

「言っておくが……俺達はまだ負けてねえぞ？」

「下らぬ、精神論だ。現実がまるで見えていない」

「そもそも、それ以前に、誰がてめえに、イヴを任せておけるかってんだ」

「ほう？」

「そりゃあな、イヴが望んで、てめえの下に行くってんなら止めはしねえよ？　自分がどっちにつくか……そら選ぶ権利があらあな」

「ならば、なおのこと解げせぬな。今、イヴは自らの意志で……」

「ああッ!?」

　ぬけぬけとのたまうイグナイト卿へ、グレンが激しく凄すごんだ。

「だから、てめえには任せられねえんだよッッッ！　自分の意志でだと!?　ふざけんじゃねえよ!?　少しはこいつの顔を見てから物言えッッッ！」

「──ッ!?」

「こんな……泣いて震える女を引き留めねえやつが、一体、どこの世界にいるってんだよッッ!?」

「ぐ、れん……」

　そんな激情を吐はき出すグレンの横顔を、イヴは呆ほうけたように見つめる。

　だが、イグナイト卿は──

「くく、ははは、ふははははははははッ！　グレン＝レーダスよ、貴様、随ずい分ぶんと我が娘むすめに入れ込むではないかッ!?」

　ただひたすら、高らかに嘲あざ笑わらう。グレンの全すべてを嘲ちよう笑しようする。

「イヴよ、どうやってその男を誑たらし込んだ!?　よもや、その母親譲ゆずりの美び貌ぼうと肢し体たいで籠ろう絡らくしたか!?　貴様も下げ賎せんな母親と同じだな!?」

「て、てめぇ……ッ!?」

　グレンは思う。一体、なんなんだ、この男は？

　これほど、不快極きわまりない吐き気のする男が、この世界に存在していいのか？

「娘の〝具合〟はどうだったかな、グレン？　その様子だ、よほど良かったと見える」

「黙だまれッ！　それ以上口を開くなッ！　こいつを侮ぶ辱じよくするんじゃねえ……ッ!?」

「ふっ、事実なのだろう？　なぜなら、その女は貴様にとって憎にくい仇かたきのはずだ！　貴様はかつて、その女の采配で最愛の女を失ったのだからな！」

「────ッ!?」

　その瞬しゆん間かん、グレンの脳裏に、セラの面おも影かげが浮かんで──そして消えていく。

「なのに、貴様はなぜそこまでその女に肩入れする!?　ははははッ！　ならば、そうと考える他ほかあるまい!?」

　イグナイト卿はただひたすら、全てを唾だ棄きするように高笑いを続け──

「～～～ッ！」

　イヴはその身に受けた酷ひどい侮辱に、ただ声を押し殺して涙なみだするしかない。

「……て、てめぇ……ッ！　それでも、本当に人の親か……ッ!?」

　駄だ目めダ。コイツニ人ノ言葉ヲ吐カセテハナラナイ。

　黙ラセナケレバ、頭ガ、オカシクナリソウダ。

　真っ赤に染まっていくグレンの視界。

　グレンの憤ふん怒ぬが限界を振ふり切って、暴発しそうになった──その時だった。

　グレンの心のどこかで、穏おだやかに、見守るように微笑ほほえむセラの姿が。

　土ど壇たん場ばで、ふと──それをグレンに気付かせたのだ。

「待て……なんでだ？　なぜ、お前がそれを知っている？」

「む？」

「なんで、てめえが、あの時、イヴの采さい配はいでセラが死んだことを知っているんだ？」

　押し黙るイグナイト卿へ、さらにグレンがまくし立てる。

「おかしいだろ。それを知っているのは、当時、現場で戦った特務分室の連中くらいのもんだ。報告書上では、あの時のイヴの采配は多少強ごう引いんだが、至し極ごく合理的なもので……イヴのせいで、セラが死んだなんて発想には、誰も中々至らねえ……」

　そう。だからこそ、グレンのことを、〝よくわからない理由で逃にげた裏切り者〟、〝仲間が死んで、臆おく病びよう風かぜに吹かれた卑ひ怯きよう者もの〟と思っている軍の連中が多いのだ。

「なのに……なぜ、お前がイヴの采配でセラが死んだことを知っているんだ……？」

　そんなグレンの疑問に。

「ふん、決まっているだろう？　私の指示だったからだ」

　イグナイト卿きようは、特に隠かくすこともなくあっさりと答えた。

「な……ッ!?」

「ジャティス事変の最終局面……その愚おろかな娘は、貴様とセラ＝シルヴァースの援えん護ごのために、あろうことか前線の戦力を割さこうとした。不合理な真似まねをして、自ら得られる戦果を減らそうとした。ゆえに、この私が正しただけだ。合理的にな」

「…………」

「まぁ、セラ＝シルヴァースには、この私も前々から目を付けていたからな……是ぜ非ひとも我が膝しつ下かに加えたかったが……少々惜おしいことをしたとは思っている」

　グレンは……呆けたように、腕うでの中のイヴを見下ろす。

　当のイヴは、その視線から逃のがれるように俯うつむき……無言で小さくなっていた。

　恥はじるように、悔くいるように、その身体からだを小さく震わせながら無言で。

　ひたすらグレンと目を合わせないように……懺ざん悔げするように。

　ゆえに──グレンは全てを悟さとる。全て真実なのだと。

　そして、迷いなく決意する。

　イグナイト卿を穿うがつように睨にらみ付け──宣言する。

「イグナイト卿。……てめえは俺が倒す」

　自分でも、ぞっとするほど底冷えする声であった。

「ふん。雑魚ざこがよく吠える。状じよう況きようをわかっているのか？」

　もう話はうんざりだとばかりに、イグナイト卿が手を上げる。

　すると、傍かたわらに控ひかえるリディアから包囲する賊ぞく軍ぐんへ伝令が飛び──

　再び、包囲する魔ま導どう兵へい達が臨戦態勢となる。

「わからないのか？　勝負はすでに決している。貴様にできることは何一つない」

　女王を守るように囲む生き残りの親衛隊達が、最後の戦いと覚かく悟ごを決めたように展開する。

「そもそも、貴様にできることなど、最初から何一つなかったのだ、グレン＝レーダス。この世界には抗あらがえぬ流れというものがある。それに逆らい、流れを変えることができるのは、私のようなごく一部の選ばれた人間だけだ」

「…………」

「貴様のような、ただの凡ぼん俗ぞくはその大いなる流れに吞のみ込まれるしかない。貴様は一人では何もできぬのだよ」

　そんなイグナイト卿の嘲ちよう弄ろうするような言葉に。

「ああ、そうだな……情けねーが、俺は一人じゃ何もできねえ。今も昔もな」

　意外にも、グレンは素す直なおに肯こう定ていしながらポケットに手を入れ、何かを取り出す。

　そして、その何かを──親指で弾はじいて頭上に放った。

　それは、半割れの宝石──通信の魔導器だ。

　一体、いつの間に、誰と通信していたのか……その通信はオンになったままだ。

「だから、全員で力を合わせんだよ。今も、昔もな──」

　グレンが不敵にそう宣言した──その時だった。




「《我に従え・風の民たみよ・我は風統すべる姫ひめなり》──ッ！」
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　凜りんとした少女の声が──響ひびく。

　その刹せつ那な。

　まるで、直下型嵐あらしが一度に何十も局地的に発生したかのような暴風が、その場に吹ふき荒すさび──包ほう囲い網もうを嵐の外側へと吹き飛ばし、その一角を完かん膚ぷなきまでに崩ほう壊かいさせる。

「なん──だと……ッ!?」

　イグナイト卿やリディアなど、咄とつ嗟さに魔ま術じゆつ障しよう壁へきを展開できた一部の実力者を除のぞいて、その竜たつ巻まきの龍りゆうが激しくのたうち回るような嵐には、誰だれもが抗えない。

　そして、疾しつ風ぷうを纏まとって空から舞まい降りたのは──

「先生ーーッ！　お待たせしましたッ！」

「──準備できました！　行けます！」

　システィーナとルミアであった。

　二人は手を繋つないでおり、ルミアは《王者の法アルス・マグナ》を、システィーナへしっかりと発動させている。

「ああ、サンキューだッ！　お前らが力貸してくれるってんなら、百人力だッ！」

「でも、先生、急いでください！　こんな一軍を押さえつける広こう範はん囲い大出力じゃ……いくらルミアの能力アシストがあっても、術は一分も保もたないから！」

「上等ッッッ！」

　地を蹴けって、グレンが駆かける。

　駆けざまに手を、ルミアが伸のばす手とぱんと合わせて──

　そのまま、イグナイト卿を目め掛がけて──電でん撃げき的に、真っ直すぐ駆ける。

「させませんわ」

　当然、リディアが動く。

　グレンの突とつ撃げきを、炎ほのおの魔術で迎げい撃げきしようとする。

　──だが。

「いいいいいいいいやぁああああああああああああああああああーーッ！」

　そんなリディアへ、青い閃せん光こうと化した少女が弾だん丸がんのように突つっ込む。

　リィエルだ。

「────ッ!?」

　リィエルが振るう大たい剣けんが──リディアを襲おそう。

　無論、咄嗟に炎の魔ま力りよくを漲みなぎらせた腕で受け止め、防ぐが。

　さすがに、このような暴嵐の中では踏ふん張りが利きかず──

「ぁああああああああああああああああーーッ！」

「く──ッ!?」

　リィエルが力ちから業わざで振り抜ぬいた大剣に吹き飛ばされ、リディアがシスティーナの【ストーム・グラスパー】に捉つかまる。

　リディアは嵐の中に翻ほん弄ろうされる木の葉のように、大きく後退する。

「やりますね……ッ!?」

　それでもこの暴風乱らん舞ぶの中、即そく座ざに体勢を立て直し、リィエルへ反撃の炎を放つのは見事だが──

「ぉおおおおおおおあああああああああああああああああーーッ！」

　その隙すきに、グレンがイグナイト卿へ肉にく薄はくしていた。

　先さつきのルミアと手を合わせた一いつ瞬しゆんで、グレンの拳こぶしに宿った《王者の法アルス・マグナ》が。

　イグナイト卿へと迫せまり──

　全ぜん霊れいで打ち放った拳が、イグナイト卿の障壁を叩たたき割って──

「だぁああああああああああああああああーーッ！」

「ぐおわぁああああああーーッ!?」

　イグナイト卿の顔面のド真ん中を捉とらえる。

「お、おのれ……おのれぇええええーーッ!?」

　吹き飛ばされたイグナイト卿は、やはり【ストーム・グラスパー】に捉まり、翻弄されるように後退していく。

「まずは一本ってとこかな？　へっ……てめぇ一人で散々ズルしてんだ……ッ！　こっちだって、少しくらいチート使ったっていいだろ!?」

「グレン＝レーダスゥウウウウウウーーッ！　貴様ぁあああああーーッ!?」

　顔を真っ赤にして喚わめき散らしながら、イグナイト卿が風に流されていく。

　グレンは、それを中指を立てて見送るのであった。

　そして、何が起きたか理解できないアリシアや護衛の友軍達の前へ。

「陛下！　こちらです！」

　エルザを筆頭に、レヴィンやリゼなどの帝てい国こく代表選手団の生徒達も現れる。

「こちらに、当面、安全に立てこもれる場所を用意してあります！」

「さぁ、早く！　時間がありません！」

「どうか、今は我々を信じてください、陛下！」

　だが、困こん惑わくは一瞬、アリシアは即座に決断する。

「わかりました。ありがとうございます。そこへ案内してください」

「はいっ！」

「そして、動ける者は動けない者を補助しなさい！　なるべく全員でこの場を撤てつ退たいするのです！　早く！」

「「「「はっ！」」」」

　吹き荒ぶ嵐の中、女王の指示を受け、今まで死しに体たいだった生き残りの将兵達が、テキパキと水を得た魚のように動き出す。

　周囲の包囲網は、なんとかそれを阻はばもうとするが──

　システィーナの【ストーム・グラスパー】の猛もう烈れつなる嵐がそれを許さない。

　今、ようやくここに活路が生まれたのだ。

「お前のお陰かげだ、イヴ。お前がここまで粘ねばったから、間に合ったんだ」

「……グレン……」

　グレンが、地面にぺたんと座って、呆ほうけているイヴへ手を差し伸べる。

「さぁ、行こうぜ？　俺達はまだ終わりじゃない。そうだろう？」

　そんな風に言って、力強い笑えみを向けてくるグレンを。

　イヴはしばらく呆ぼう然ぜんと見つめて……やがて、力なくその手を取るのであった──
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　唐とう突とつだが、私──イヴは、九歳の時、イグナイト家に連れてこられた。

　それまで平民の母に育てられてきた私にとって、私がイグナイトの血を引いていたなど青せい天てんの霹へき靂れきであり──

　当然、私が、母親違ちがいの姉リディア＝イグナイトと出会ったのもその頃ころだった。

「来たか。リディア」

　その日、父アゼル＝ル＝イグナイト卿きようによって、私はリディアと引き合わされた。

　当時のリディアの歳としの頃は、十四、五歳ほど。その燃え上がる炎のような長い赤あか髪がみ、紫し炎えん色しよくの瞳ひとみ──一目で私との血の繋がりを感じさせる、その容姿。

　初めて私を見たリディアは、驚おどろいたように目を丸くしていた。どうやらリディアにとっても、自分に母親違いの妹が居たなど、寝ね耳みみに水であったようである。

「……父上、この子は……？」

「今日から、当家の末席に加えることにした」

　リディアの質問には直接答えず、父は一方的に用件を告げる。

「戯たわむれに作った混じり者とはいえ、曲がりなりにも我が血を引きし者だ。この娘むすめの教育と面めん倒どう見みは貴様に任せる。精々、使い物になるよう仕上げろ」

　それだけ言い捨てて。

　父は、さっさと執しつ務む室を出て行く。

　私を一度たりとも、振ふり返ることなく。

「…………」

「…………」

　しばらくの間、取り残された私とリディアの間に沈ちん黙もくが漂ただよう。

「ええと……初めまして……かな？」

　やがて、沈黙に耐たえきれなくなったリディアが、私に声をかけた。

「ええと、貴女あなた……父上の娘ってことは、私の母親違いの妹ってことになるのかな？」

「…………」

「あはは、びっくりしちゃった……そんな話、私、聞いたこともなくて……」

「…………」

「でも、これから、よろしくね。私は……」

　早さつ速そく、打ち解けようと朗ほがらかに話しかけ、手を差し伸べるリディアへ。

「どうでもいいわ」

　私は、ぴしゃりとその手を払はらい、刺とげ々とげしい言葉で突き放す。

「貴女達のことなんか、どうでもいい。私には何も選せん択たく肢しはなかった。母が死んで……この家に来る以外の道なんか、私には……」

　私の冷え切った態度に、リディアは息を吞のみ──やがて、その表情を憐れん憫びんに染める。

「貴女が、リディアっていう人でしょう？」

　構わず私は、リディアを見上げ、どろどろと濁にごった心から呪じゆ詛そを吐はき続けた。

「私、貴女の〝予備〟にならないといけないみたい。先月、病死したんでしょ？　貴女の実の妹……アリエスだっけ？　その子の代わりにね」

　そう、私はそのアリエスという子の代わりを務めるため、唐突にここに連れて来られたのだ。先日、事故死した母親の死を悼いたむ暇ひまもなく──

　そして、アリエスという名前を、私が出した瞬しゆん間かん。

「……ッ！」

　なぜか、リディアの表情が大きく哀かなしげに歪ゆがむ。悔かい恨こんと苦く悩のうに満ちていく。

　だが、私は構わず淡たん々たんと言葉を吐き捨て続けた。

「ふん……好きに使い潰つぶせばいいわ。だって……私には……もう、何も……何もないし……私……は……」

　不意に、鼻の奥がつんとした。

　身体からだが瘧おこりのように震ふるえ始め、目め頭がしらが熱くなって決けつ壊かいする。

「ぐすっ……ひっく……お、お母さぁん……」

　整理がまったくつかない心から溢あふれ出すまま、私は不安と悲ひ哀あいを涙なみだに変えて、泣きじゃくるしかなかった。

　そして、そんな今にも消えてなくなってしまいそうな私を。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　リディアは優やさしく、ぎゅっと抱だきしめてくれたのだ。

「……え？」

「何もなくなんてない。今日からは私がいるから。私は、貴女のお姉ちゃんだから」

「…………」

「これからは、私が貴女を守るから……今度こそ守るから。だから、安心してね？　……今は、ゆっくりと心を休めて……ね？」

「………ぅ……ぁ……」

　私は涙を一いつ杯ぱい浮うかべながら、リディアに抱かれるままになっていた。

　リディアはそんな腕うでの中の少女へ、そっと告げる。

「貴女の名前……教えてもらってもいいかな……？」

　すると。

「……イヴ……私、イヴ……」

「そう……よろしくね、イヴ。……私の新しい妹」

　リディアはすすり泣く私を、抱きしめ続ける。

　いつまでも、いつまでも、優しく抱きしめ続けるのであった──




　それが、私とリディアの最初の出会いだった。

　今思えば、それは私の人生において、不幸中の幸いであったとしか言い様がない。

　なにせ、イグナイト家での新たな生活は辛つらいことばかりだった。

　平民の血を引く私への、一族の冷れい遇ぐう。

　私をひたすら予備の駒こま、道具としてしか見ていない父の仕打ち。

　イグナイトの名がもたらす多大なる重責と重圧、周囲の過大な期待。

　でも、姉が……リディアが居てくれたから耐えられた。救われたのだ。




　──イヴ、私はイグナイトを信じている。今は誰だれもが忘れてしまった、イグナイトの正義と理想を、いつか復活させてみせる。




　姉は、どこまでも気高く、誇ほこり高く……




　──イヴって本当に凄すごいわ。将来は、私を超こえる魔ま導どう士しになるかもね。

　──貴女と一いつ緒しよなら……私はいつかイグナイトを変えられると信じてる。私に力を貸してくれないかしら？




　いつだって、私を認めてくれて……




　──クソくらえだわ。私の妹に手を出す輩やからは許さない。

　──もし、やるというなら、代わりに私が相手になるわ。




　──大丈夫よ……イヴ……

　──貴女は……私が守るから……私は……イグナイト……だから……




　いつだって、私の味方でいてくれて、守ってくれて……




　──イヴ。優しい子。……貴女は、私の誇りよ。




　そして、どこまでも優しかった。




　──イグナイトが示す真の魔導の道は……自分が正しいと信じる道を歩むこと……

　──本当はね、家なんか関係ないの……

　──貴女自身がどう生きるか……それが重要なのだから……

　──どうか、それを忘れないで……




　姉からは、本当に色んなことを、大事なことをたくさん教わった。

　私はいつだって、姉の背を見ていた。

　姉は立派な魔導士だった。誇り高き、真の貴族だった。自じ慢まんの姉だった。

　だから、私は姉に憧あこがれて。

　いつか、姉のようになりたいと願って──

　だから、あの時、私はこう願ったのだ。




　──私が姉さんが託たくしてくれたものを繋つなぐから……ッ！

　──私が姉さんと同じくらい立派な魔導士になって……真のイグナイトになるから……ッ！　だから……ッ！




　──なのに。

　私はいつの間にか、そんな大事なことすら忘れてしまっていて──




「……………………」

　今は一人、とある暗い部屋の片かた隅すみで、ただ膝ひざを抱かかえて無気力に腐くさっている。

　何をするでもなく、ただ過去の残ざん滓しを、走そう馬ま燈とうのように女め々めしく眺ながめている。

　ああ、思いも、憧れも、何もかも。今となっては、全すべてが。

　なんて……遠い、遠い、昔話、だ──
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「ふむ……どうやら、盤ばん面めん調整は終わったようですな」

　空を見上げながら。

　パウエルが不意にそんなことをぼやき、全身に漲みなぎらせていた魔ま力りよくを収める。

「しかし、アベル。貴方あなたには、やはり少々失望しましたよ。……あれから八年もの歳月があって……まだ、その程度なのですか？」

「……ッ！」

　パウエルが目を向ける先には……アルベルトがいる。

　酷ひどい有様だ。まさしく満まん身しん創そう痍いといった体ていである。

　全身は深く斬きり刻まれ、焼け焦こげ、傷のない部位がまるでない。

　そして、右みぎ腕うでが折れ、右みぎ眼めが完全に潰れている。その右眼はもう、たとえ法医呪文ヒーラー・スペルを施ほどこしたとしても、二度と光を取り戻もどすことはないだろう。

　片手片膝をついて、なんとか地面に倒たおれ伏ふすのを堪こらえているが、誰の目から見ても戦せん闘とう不能であることは明らかだ。

　残った左眼だけは、未いまだ揺ゆるがぬ闘とう志しと戦気に燃えているが……この状態となっては虚むなしい抵てい抗こうに過ぎなかった。

　少し離はなれた場所には、クリストフとバーナードが、やはり瀕ひん死し寸前の満身創痍で倒れ伏している。

　対するパウエルは──無傷。

　身体に煤すす一つつくどころか、息の一つすら乱していない。

　三人。特務分室の精せい鋭えい三人が、手段問わず全力でかかり、この結果だ。

　強すぎる。何もかもが桁けた違ちがいで、格違いで、圧あつ倒とう的で、ただただ強すぎる。

　まさに、魔ま人じん──最も早はや、パウエルを表現する言葉は、これ以外になかった。

「どうですか？　悔くやしいですか？　口くち惜おしいですか？　私にまるで届かず、八年の研けん鑽さんが一いつ瞬しゆんで水すい泡ほうに帰す気分は、いかなるものですかな？」

「……」

「貴方は弱いですよ、アベル。そんな有様では到とう底てい、私の喉のど元もとに刃やいばを届かせることなどできません。そう……〝人間〟である貴方にはね」

　かみ殺すような視線で睨にらみ上げてくるアルベルトへ、パウエルが諭さとすように告げる。

「しかし、私は何度でも貴方に言いますが、貴方の才は素す晴ばらしい。人の身でよくぞそこまで練り上げました。やはり、貴方には〝資格〟がある」

「……ッ！」

「聡さとい貴方のことだ。理解しているのでしょう？　私を超えるには、あの〝鍵かぎ〟を手にするしかないということを。

　恥はじることはありません。それで良いのです。ああ、もっと己おのれの渇かつ望ぼうに素直になりなさい。私を超え、私を滅ほろぼし、愛する者達の仇あだを討うつことに、より真しん摯しとなるのです。さすれば、貴方の前に〝真理〟の道は開かれる……」

　そう言って。

　パウエルの身体が、ゆっくりと浮ふ遊ゆうしていく。

「……何処どこへ行く……ッ!?　パウエル……ッ！」

「いやはや、私は忙いそがしいのですよ。次なる予定の舞ぶ台たいシーンの準備にね。貴方達三人をここまで足止めしておけば、後はイグナイト卿きようが上手うまくやってくれるでしょう。

　ですから、今日のところはこれまでです。私がこれ以上、この盤面に関かかわることはありません。そして、次回、再び貴方と会う、その時こそは──」

　にこり、と。

　父親が愛いとしき息子むすこへ心からの慈いつくしみの笑え顔がおを向けるように。

「貴方の色良い返事を、貴方が此方こちら側へ来ることを……期待していますよ？」

　そう言い残し、パウエルの姿は空に溶とけるように消えていく。

「…………」

　残された重苦しい沈ちん黙もくと静せい寂じやく。

　やがて、パウエルの気配が完全に去ったことを確信すると。

「……くそッ！」

　アルベルトは、忌いま々いましそうに左拳こぶしで焼け焦げた地面を叩たたくのであった。

「げほ……ごほ……まぁ……そう悲ひ嘆たんするな……アル坊ぼう……」

　そんなアルベルトへ、バーナードがよろよろと身を起こしながら言う。

「ありゃ、本物の怪かい物ぶつじゃ……あんなやつと戦やり合って……命拾えただけでも……儲もうけもんじゃわい……ごほっ、ぐふっ！　げぇ、きっつぅ……」

「…………」

　だが、アルベルトは険しい表情のまま押し黙だまるだけだ。

　まぁ、仕方ないとバーナードは、クリストフへ声をかける。

「……おーい……クリ坊……生きとるかぁ……？」

「…………なん……とか……ええ……」

　どうやら、今の今まで意識を完全に飛ばしていたらしい。

　クリストフがようやく反応し、よろよろと身を起こす。

「ぐ……アルベルトさん、申し訳……ありません……足を引っ張って……しまって」

「気に病やむな。お前の防ぼう御ぎよ結界がなかったら、俺達はやつの初撃で塵ちり一つ残ってない」

「で、ですが……ッ！　アルベルトさん……僕を庇かばって眼を……ッ！」

「この程度、問題ない。俺はまだ戦える」

　そう言って、アルベルトは未だ身体からだに力が入らないらしいクリストフに肩かたを貸し、立ち上がる。

「おいおい、無茶するな、アル坊。今のわしら全員、法医呪文ヒーラー・スペルが効かん……とっくに治ち癒ゆ限界じゃ。こりゃ、自然回復を待つしかないわい」

「……わかっている。だが、女王陛下は未だ窮きゆう地ちの渦か中ちゆうにある。……行くぞ……俺達は、俺達が今、為なすべき事を為すしかない」

「……ああ、そうじゃな……」

「はい……」

　敗北の屈くつ辱じよくと、傷ついた誇ほこり。満身創痍の心と身体を引き摺ずりながら。

　三人はフラフラと行動を開始するのであった。




　────。




　ルヴァフォース聖せい暦れき１８５３年、グラムの月10日。

　アルザーノ帝てい国こく女王アリシア七世の呼びかけにより、邪じや神しんの眷けん属ぞく招来という世界滅めつ亡ぼうの危機を前に、世界各国が力を合わせて立ち向かおうと団結した──その束つかの間ま。

　アルザーノ帝国王座簒さん奪だつを狙ねらう、アルザーノ帝国国軍省統合参さん謀ぼう本部長、アゼル＝ル＝イグナイト卿が、この混乱を好機と見たか、突とつ然ぜんの武力蜂ほう起き。クーデターを強行する。

　イグナイト卿麾き下かの智ち将しようリディアの巧たくみな采さい配はいによって、クーデター軍は各国随ずい行こう軍を敗走させ、各国首脳陣じんを捕縛し、ミラーノ一帯を完全に支配下に置いた。

　首脳陣を人ひと質じちに取られた各国は手出しができず、首しゆ謀ぼう者しや側の声明と要求を待つのみとなり、その対応は混乱のまま遅おくれに遅れる。

　その一方。

　クーデターの首謀イグナイト卿は、この武力蜂起と各国首脳陣の拘こう禁きんを、アルザーノ帝国女王アリシア七世の暴走と陰いん謀ぼうであると仕立て上げるため、女王の身み柄がら拘こう束そくを狙うも、後一歩のところで届かず、女王は忽こつ然ぜんとミラーノから姿を消す。

　だが、間ま違ちがいなく女王はミラーノのどこかに潜せん伏ぷくしている……そう確信するイグナイト卿が、ミラーノの完全封ふう鎖さを解くことはなく。

　状じよう況きようが動かぬまま、ただ、貴重な時間だけが無む駄だに出血していく。

　日ごと徐じよ々じよに、そして確実に湧わき出つつある《根》。

　都市封鎖されたため、未だ脱だつ出しゆつできず、《根》の恐きよう怖ふに怯おびえるミラーノの市民達。

　血ち眼まなこで、女王の行方ゆくえを捜そう索さくする帝国軍。

　そして──その眼を欺あざむき潜伏を続ける女王。

　今、自由都市ミラーノはまさに、混こん沌とん色の暗黒が支配する動乱の坩堝るつぼと化しているのであった──




　ティリカ＝ファリア大聖堂。

　現在、イグナイト卿率いるクーデター軍の軍事拠きよ点てんと化した場所。

　その地下に築かれた地下牢ろう獄ごく施し設せつには、クーデター軍が身柄を拘束した各国の首脳が、薬で眠ねむらされて幽ゆう閉へいされている。

　そんな地下牢の一室にて。

「くどいです。何度言われても、私は貴方に従う気はありません」

　冷たい石いし壁かべに鎖くさりで拘束されているファイス＝カーディス司教枢すう機き卿きようは、鉄てつ格ごう子しごしにイグナイト卿へ向かって吐はき捨てていた。

「卿も頑がん固こな御お方かただ」

　そんなファイスを見下すように、イグナイト卿が返す。

「まだ、この状況が理解できないか？　すでに趨すう勢せいは決した。潜伏した女王はいずれ捕とらえられる。時間の問題だ。全すべてが私の掌てのひらの上なのだ」

「…………ッ！」

「女王は、この世界の危機に乗じて、世界征せい服ふくなどという大それた野心を燃やし、世界を混乱に貶おとしめた歴史上類を見ない〝悪〟として後世に名を残すだろう。

　そして、私はそんな女王に天てん誅ちゆうを下し、世界各国の首脳陣を救った英えい雄ゆうだ。

　その絶対的な功をもって、私はアルザーノ＝レザリア統一帝国の初代皇こう帝ていに君臨し、ゆくゆくは世界を主導する第一人者となる。

　女王か、私か……どちらに付くのが得か、聡さとい貴方なら理解出来よう？」

「馬ば鹿かな……ッ！　そんな全てが貴方の都合通り、上手くいくものか……ッ！」

「いく。残念ながら、いくのだよ。私には〝楔くさび〟があるのだからな」

「〝楔〟……ですって……？」

　ファイスには信じ難がたいが、イグナイト卿の自信に満ちた表情が物語っていた。

　イグナイト卿は、その不可能を可能にする何かがあるのだと。

「そして、じきに招来する邪神など問題にもならぬ。私には、『Projectプロジエクト : Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』の最終進化形──【英えい霊れい再臨の儀ぎ】がある。邪神の眷属など物の数ではない」

「何を馬鹿な……ッ!?　二百年前の魔ま導どう大戦でどれだけの被ひ害がいが……ッ!?」

「想像力が足りぬな。よろしいか？　邪神の相手など、かつて、邪神を倒した連中に任せれば良いのだよ。世界が協力する必要など、ありはしないのだ」

「そんな、こと……ッ!?」

　ひたすら圧倒されるしかないファイス司教枢機卿へ。

　これが最後通つう牒ちようだとばかりに、イグナイト卿が告げる。

「ファイス司教枢機卿。私は卿の能力を買っている。様々な政敵、妨ぼう害がいを潜くぐり抜ぬけて女王と手を組み、首脳会談まで漕こぎ着けた……卓たく越えつした手しゆ腕わんを持つ貴様の力をな。

　ここで失うは惜おしい。どうだ？　大人しく私の麾下に──」

「断るッッッ！」

　だが、ファイスは毅き然ぜんと叫さけんでいた。

「貴方あなたの自信の秘密はわからないし、確かに貴方の能力は優すぐれている！　だが、これだけはわかる……ッ！　貴方に従えば、世界は間違いなく終わる……ッ！」

「ふん、頑固さもここまで来ると笑えぬな。そういうことならば、当初の予定通り、貴様は全世界の人間が見守る中、女王と共に公開処しよ刑けいだ。帝国と共きよう謀ぼうし、全世界を混乱と滅亡の危機に陥おとしいれた罪を、その一身に負ってな」

「それでも私は、貴方にだけは従えない」

　対するファイスは、どこまでも毅然とした態度を崩くずさない。

「貴方に一つだけ言っておきましょう。貴方は、人間を、世界というものをあまりにも過小評価している」

「過小評価？　違ちがうな。私の能力は、世界を支配するに相応ふさわしい──……」

「予言しますよ。貴方は、自分が神の如ごときに万ばん能のうであると思っておられるのでしょうが、それは思い上がりだ。きっと貴方は、貴方が見下し、切り捨ててきたものに足を掬すくわれて、無様に地に落ち、地を舐なめる最さい期ごを遂とげるでしょう」

「ふん。妄もう言げんを」

　話にならぬな、と。

　どこか悟さとりきったように穏おだやかな笑みを浮うかべるファイスへ背を向けて。

　イグナイト卿きようはその場を後にするのであった。




「……で？　状況はどうなっている？」

　大聖堂の通路を歩きながら、イグナイト卿は音もなく寄り添そい歩く二人の少女──リディアとイリアの二人へ問う。

「女王の行方は、依い然ぜんとして掴つかめません」

　イグナイト卿の右側を歩く娘むすめ──リディアが粛しゆく々しゆくと答えた。

「魔ま術じゆつ的調査の結果、ミラーノの霊脈レイ・ラインに、局所的な次元断層と負荷を計測しました。恐おそらく、霊脈レイ・ラインを利用した『異界』を何らかの手段で即そつ興きよう構築し、女王とその一派は、その『異界』内に隠かくれ潜ひそんでいるものと思われます」

「ならば、早くそれを破れ。『異界』から女王を引き摺ずり出せ」

「近代の魔術的手段では不可能です。どうやら、魔術を超こえた何らかの〝魔ま法ほう〟によって、構築された『異界』だと思われます」

「ちっ……悪あがきを……」

　忌々しそうに吐き捨てるイグナイト卿。

「『異界』は空間転移とは違う。その場から移動することは不可能だ。『異界』内に潜む限り、女王がミラーノから脱出することはない」

「はい、その通りです、お父様。それに霊脈レイ・ライン調査の結果から、『異界』形成による次元断層の歪ひずみは、時間経過と共に解消方向へと向かっています。つまり、永遠に『異界』に籠ろう城じようできるわけではありません」

「いつか、必ずボロを出して、現れる……現れざるを得ないわけだな」

「はい、そうですわ」

　リディアがにっこりと笑った。

「ふむ……各国の動きは？」

「本国含ふくめて、完全に混乱状態にあります。幾いくつか帝国に対する糾きゆう弾だん声明が出てはいますが、それは全てアリシア七世女王陛下に向けてのもの。我々の情報操作は完かん璧ぺきです」

　そして、リディアは隣となりのイリアへと穏やかに問いかける。

「そうですよね？　イリアさん」

「は、はい……そうです……」

　イリアは、なぜか、しどろもどろに、そう応じた。

「ふむ、良い手て際ぎわだ、お前達。褒ほめてやろう」

　万事が概おおむね思おも惑わく通りなことに、イグナイト卿が満足そうに頷うなずく。

「し、しかし、我が愛しのマイ・あるじ様ロード……ほ、本当に上手うまくいくのでしょうか？」

　すると、イリアがどこか困こん惑わくを隠せぬ表情で、進言する。

「我々には【英霊再臨の儀】があるとはいえ、その稼か働どう状況はまだ不十分……おまけに、復活させた英霊達も微び調ちよう整せいのためイグナイト領に置いてきています。

　確かに、現在は命令系統の混乱と情報統制が利きいていますが、このような大それた事件の真相をいつまでも隠しきれるほど、各国の諜ちよう報ほう機関もバカではありません。

　やっぱり、私は、いささか時じ期き尚しよう早そうだったかと──……」

「なんだ……貴様？　この私に逆らうのか？」

「い、いえ……ッ！　わ、私はただですね──」

　イリアが慌あわてて弁明を重ねようとした、その時だった。

　ぱぁん！　一際高く耳をつく殴おう打だ音が、通路の空気を震ふるわせ──

　どっ！　吹ふき飛ばされたイリアが壁かべに叩たたき付けられ、ずるりと尻しり餅もちをつく。

　イリアが真っ赤に腫はれた頬ほおを手で押さえ、恐る恐る顔を上げると……

「……り、リディア……さん……？」

　そこには、聖母のような微笑ほほえみを浮かべたまま、容よう赦しやなく平手を振ふり抜いたリディアの姿があった。

「イリアさん。貴女あなた……私のお父様に、何を意見しているのですか？」

「そ、そんな……意見だなん……てぇ……ッ!?」

　みしり。リディアがイリアの手を、やはり笑顔のまま踏ふみつけていた。

「ぁ……ぁあああッ!?」

　みしみしと、手の骨が軋きしみを上げて、イリアが苦く悶もんの悲鳴を上げた。

「お父様の仰おつしやることは全て正しいのです。お父様の言う通りにすれば全て上手くいくのです。つまり、お父様こそ至高の存在であり、世界の全てはお父様の膝しつ下かに傅かしずくべきものなのです。それを理解して、貴女はそんな口を利いているのですか？」

「痛っ……痛い……ッ！　ごっ、ごめんなさ──すみませんッ！　ぁああああッ！」

「許しません。これは罰ばつですよ、イリアさん。噛かみしめなさい」

　めきめき、ばきり！

　笑顔のリディアが足にかける壮そう絶ぜつな力圧に屈くつし、イリアの手が砕くだける。

「～～～～～～ッ!?」

　イリアは声にならない悲鳴を上げ、目め尻じりに涙なみだを浮かべて悶もだえるのであった。

「ふん、そのくらいにしておけ、リディア」

　イグナイト卿が冷れい笑しようしながら言葉を挟はさむ。

「その女は、まだ利用価値がある駒こまだ。仕置きで壊こわされたらかなわん」

「ああっ！　そんなっ！　私ったら、お父様の大事な駒になんということを！」

　途と端たん、イリアから離はなれ、滑こつ稽けいなまでに恐きよう縮しゆくし、涙混じりに許しを乞こうリディア。

「申し訳御ご座ざいません、閣下！　どうかお許しを！　お許しを！」

「……ッ！」

　イリアが、そんな異様なリディアを卑ひ屈くつな眼めで見上げる。

　やはり、リディアという娘は何かがおかしい。見み目め麗うるわしく、聖母のように穏やかで親しみやすいのに、どこか根底部分がおかしいのだ。不自然なのだ。

「……リディア……さん……貴女は……やっぱり、もう……」

　何事かをぼそぼそと呟つぶやき、がくりとうなだれるイリア。

　そんな彼女を見向きもせず、リディアはイグナイト卿へひたすら平へい伏ふくしていた。

「もう良い。それよりも期待しているぞ、リディア」

「はい！　お父様！　私は、私の全てをかけて、必ずやお父様に勝利と栄光を！」

　すると、リディアは一転して花のような笑えみを浮かべ、獅し子し奮ふん迅じんの健けん闘とうを誓ちかう。

　だが、次の瞬間、リディアの表情に不安が差した。

「ところで、あの……お父様。一つだけ、つかぬ事をお伺いしてよろしいでしょうか？」

「なんだ？」

「私は先に誓ったとおり、私の全てをかけて、お父様に尽つくします」

「うむ、大儀である。で？　それがどうした？」

「だから……その……私は……ちゃんと、お父様の娘……ですよね？」

　不思議なことを問うリディアに、イグナイト卿が一いつ瞬しゆん、押し黙だまる。

「私はこんなに、お父様のために、お父様に尽くしているのですから……私は、お父様の娘ですよね？　そうですよね？　ね？」

「……当然ではないか、我が娘よ。随ずい分ぶんとおかしなことを問うものだ」

「そ、そうですよね！　いえ、その……なんでもないんです」

　イグナイト卿の答えに、何かを満足したのか。

「それでは、私はこれで」

　リディアはイグナイト卿に敬礼をし、意気揚よう々ようとその場を去って行くのであった。

　そんな、どこか不自然で歪いびつなリディアの後ろ姿を。

「…………」

　イリアはただ、ぼんやりと見つめ続けるのであった。




　──同時刻。

　アルザーノ帝てい国こく代表選手団が宿しゆく泊はくしていた、公営ホテル。

　そのイメージを投とう影えいして、現実世界の裏側に構築された『異界』。

　その大広間ホールに当たる場所にて──

「やはり、状じよう況きようは芳かんばしくありませんね……」

　重苦しい空気を纏まとい、長机についたアリシア七世が溜ため息を吐ついていた。

　机の上には、ミラーノの戦術状況図。

　そして、アリシアの周囲の席には、未いまだ傷の癒いえぬ生き残りの将兵達が、ああでもないこうでもないと議論を続けているが……建設的な意見は皆かい無むのようだ。

「……陛下……」

　グレンは、そんなアリシアを見守ることしかできない。




　──二日前。

　グレン達が、クーデター軍にギリギリまで追い詰つめられた時。

　システィーナら生徒達と連れん携けいし、その場を辛かろうじて脱だつ出しゆつし、ルミアの《鍵かぎ》による空間操作能力で構築したこの『異界』に、グレンらと友軍は緊きん急きゆう避ひ難なんしたのだ。

　だが、あの急場を凌しのぐことはできたが、それは一時しのぎに過ぎない。

　ルミア曰いわく、この『異界の隠れ家』は、一週間しか保もたないという。

　それ以上は、世界が次元間の歪みを強制的に修正し、異界内の者達を外界へと排はい出しゆつしてしまうらしい。

　それまでに、なんとかしてミラーノ脱出の算段を立てなければならないのだが……




「兵力の復帰状況はどうです？」

　アリシア七世の問いに、周囲の杖つえをついた将兵達が重苦しく応じる。

「アルザーノ帝国魔術学院の生徒達が協力し、昼夜問わず、懸けん命めいに法医治ち療りようを行ってくれていますが……何分、負傷者の数が多くて捗はかどりません。残存兵力１５６名のうち、万ばん全ぜんの状態で戦える者は２／３程ほどです」

「……イグナイト卿の……クーデター軍の状況は？」

「ミラーノ市内の厳げん戒かい態勢を解く様子はありません。おまけに、この異界周辺地域に重点的に兵力が展開されています。恐おそらくは、リディア＝イグナイト千せん騎き長ちようの判断でしょう……我々の潜せん伏ぷくに関する絡から繰くりは、ほぼ割れていると判断できます」

「本国との連れん絡らくはつきますか？」

「駄だ目めです。通信魔ま術じゆつは、完全に妨ぼう害がいされています」

「……別働隊の特務分室……《星》、《法皇》、《隠いん者じや》の行方ゆくえは？」

「音信不通です。なんらかの事故に巻き込まれたか、あるいは──」

「……………」

　兵力の不足、前線指揮官の不足、情報の不足、地の利の不足……

　何もかも足りなくて、まるで話にならない。

「不ふ甲斐がいない……成り行きとは言え、子供達まで巻き込んで、私は……」

　組んだ手に頭を押しつけて項うな垂だれるアリシア。

　彼女の重苦しい溜め息を背に、グレンは、そっとその場を後にするのであった。




　この『異界』は、元のホテル内部構造を完全に投影している。

　容量こそ段だん違ちがいだが、内装そのものは完全に高級ホテルそのものだ。

　ただ、窓の外だけは、まるで大宇宙のような不思議な空間になっていて、どこまでも無限の奈な落らくと星空が広がっている。

　そんなホテル内の廊ろう下かに出たグレンが、しばらく歩いていると。

「……あっ、先生っ！」

　グレンの姿を見つけた三人の少女達が、駆かけ寄ってくる。

　システィーナ、ルミア、リィエルだ。

「ええと……どうでしたか？　女王陛下達……」

「芳かんばしくねえな。さしもの女王陛下も、今回ばかりは打つ手なしだ」

　グレンが肩かたを竦すくめる。

「そもそも、あの人、政治家であって軍人じゃねえしな」

「そう……ですか……」

「お母さん……」

　不安げにシスティーナが目を伏ふせ、ルミアが心配そうに呟く。

　リィエルがそんな二人をきょろきょろ見比べながら、キョトンとしていた。

「……すまねえな。お前らまで巻き込んじまって」

　グレンがバツが悪そうに謝る。

「だから、謝らないでくださいって」

　システィーナが、グレンを励はげますように明るく言った。

「私達は、他ほかの誰だれの命令でもない、私達自身の意志で参戦したんですから」

　グレンは、先の激戦の最中さなか、自身の通信魔ま導どう器きの宝石に入電した、システィーナ達の勇気ある申し出を思い出す。

「私達も戦うって、先生に伝えた時……先生、こう言ってくれましたよね？　〝お前らの中に一人でも関かかわりたくないって言うやつがいたら、動かなくていい〟って」

「そうですよ。それでも、私達は動いたんです。女王陛下のために」

「ん。みんな……アリシアのために戦いたいって、そう言った」

　システィーナ、ルミア、リィエルが口々に言う。

「私達だって子供じゃありません。今、この状況で女王陛下が倒たおれられたら……私達の国が取り返しのつかないことになるくらい、わかってます」

「運命の悪戯いたずらか、あの時、何かできたのは、奇くしくも私達だけだったんです」

「ん。多分、わたし達が動かないといけなかった。わたしにはよくわからないけど」

「お前ら……」

「それに、ほら……」

　システィーナが、グレンの手を引いて客室のある階層へと連れて行く。

　ゆっくりと、その階層を歩き回る。

　そこには──

「よっしゃ！　魔ま力りよくが回復してきたぜ！　俺も法医治療に協力するかぁ！」

「ふん、気をつけてくれよ？　君は魔力の回し方が雑だからな。また、回復痛で兵士達をのたうち回らせるなよ？」

「うっせ、わかってらぁ！」

　溌はつ剌らつと法医治療で働いているカッシュにギイブル。

「ふん、このベッドはあっちの部屋に運べばいいんだな？」

「凄すごい……一人で楽々と……あ、ありがとう……ございます……」

「ああ、力仕事なら任せとけって！」

　黙もく々もくと雑事に専念するジャイルにリン、コレット。

「そ、それにしても、ジニーさん……貴女あなた、凄いですわね……皮ひ膚ふを切って異物を取り出したり、傷口を縫ぬったり……」

「それに、何か凄く手慣れているようで……」

「あー、ぶっちゃけ、私、法医呪文ヒーラー・スペルよりそっちの方が得意なんで」

　手て際ぎわ良く負傷兵の手当てをして回るウェンディにテレサ、ジニー。

「２０４号室の方、容態急変しました。緊急法医手術しますわ。レヴィンさん、フランシーヌさん、エレンさん、ハインケルさん。……ご協力を」

「ふっ。まぁ、僕を指名するのは良い選せん択たくです。行きましょう」

「は、は、はいですのっ！　だ、大だい丈じよう夫ぶ！　落ち着いてやれば私でも……ッ！」

「早速、諸処準備します。リゼさん、メイン施せ術じゆつ法医、よろしくお願いします」

「……了りよう解かいした」

　リゼ、レヴィン、フランシーヌ、エレン、ハインケルも。

　巻き込まれただけのはずの生徒達誰もが、何一つ不平不満をもらさず働いている。

　諦あきらめたり、絶望したりしている者は、誰一人いない。

「ここには居ませんが……エルザさんも特務分室の一人として、今、この『異界』から密ひそかに抜ぬけ出し、必死に外の情報を収集しています」

「ん。エルザ、すごい。わたしより隠かくれるの、すごく上手」

「皆みな、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばっているんです。誰に強制されたわけでもない、自分の意志で」

「確かに、不安に思うことはたくさんあります。マリアのこととか……邪じや神しんのこととか……それに、あの天の智ち慧え研究会の大導師……、……大導師……」

「……白しろ猫ねこ？」

　なぜか、奇き妙みようなタイミングで押し黙るシスティーナに、グレンが訝いぶかしむ。

「ううん、そんなの気のせい……気のせいよね？　だって、有り得ないし……」

「……大導師が、どうかしたか？」

「えっ!?　な、なんでもないの！　なんでも！」

　ぶんぶんっと雑念を払はらうように、頭かぶりを振ふって。

　システィーナはグレンを真っ直すぐ見つめる。

「とっ、とにかくですね！　話を戻もどしますが、私達は私達の意志で戦っているんです！　だから、先生が気に病やむ必要なんて何もないんです！」

「…………」

　グレンは、自分が為なすべき事を必死に為す生徒達を、何か遠く眩まぶしいものを見るような目で見つめる。

（ああ、そうだな。もう、今さら保護者面づらしてガキ扱あつかいなんざズルいよな。ったく、なんなんだよ、こいつら……俺なんかより、よっぽど大人なんだもんなぁ）

　かつて感情のままに喚わめき散らし、全すべてを捨てて逃にげ出した自分よりも、よほど……

　そう。あらゆる苦難と恐きよう怖ふを理性で飼い慣らし、あらゆる智と手段を尽つくして為すべきを為し、活路を切り開く。彼らは、もう立派な魔術師だったのだ。

（……俺が教師として教えるべきことは、もう何もないのかもな。俺はもうこいつらには必要ないのかもしれない……）

　感動と喜び、そして、どこかに覚える寂さびしさ。

　遠く憧あこがれるような目で、グレンは生徒達を一人一人見ていく。

（だが、俺がやるべきことは、まだあるはずだ。こいつらの未来のために……な）

　ぱぁんっ！

　グレンが唐とう突とつに、己おのれの頬ほおを両手で挟はさむように張り、気合いを入れる。

　びっくりした生徒達の何名かが、グレンを振り返る。

「せ、先生……？」

「グレン、何やってるの？」

　それはシスティーナ達も同じらしく、目をぱちくりさせていた。

「なーに。ちょいと手て強ごわい敵と戦ってこようと思ってな」

　グレンが不敵に笑い、システィーナ達を残して歩き始める。

「匙さじを思いっきりブン投げたくなるような詰つんだ状じよう況きようで、お前らが歯ぁ食いしばって頑張ってんだ……それに応こたえてやるのが、俺達の役目だからな」

　そう言い残して。

　グレンは、上階にあるとある一室を目指して、階段を上っていくのであった。




　コン、コン、コン。がちゃ。

「入るぞ、イヴ」

　ノックはしたものの、返事も待たずに入室する。

　デリカシーの欠片かけらもないことをやらかしながら、グレンはその部屋に入る。

　部屋の中は照明が灯ともされておらず、真っ暗だ。

「……ったく」

　グレンがぼそりと呪文を唱え、左手の指先に魔術の光を灯す。

　そして、その光を奥へと向けると……

「…………」

　部屋の隅すみに、イヴがいた。

　両手で膝ひざを抱だきかかえるように、小さくなって座り込み、うな垂れている。

「なーに、やってんだ？　お前。らしくねーな」

「…………」

　呆あきれたようなグレンの言葉に、イヴは無言で応じる。

「俺達がここに立てこもってからこっち、お前はずっとそんなだ。どうした？」

「…………」

「なぁ、頭の良いお前のことだ。状況わかってんだろ？」

「…………」

「賊ぞく軍ぐんの物量は圧あつ倒とう的だ。対して友軍の兵力は初期段階で圧倒的に劣おとり、その半数近くが未いまだ満足に戦えない状態だ。頼たのみの綱つなのアルベルト達とも連れん絡らくが取れねえ」

「…………」

「おまけに、こっちは指揮官や隊長格が軒のき並なみ倒されている。専門外のわりには、女王陛下も軍略と戦術に長たけているが、この絶望的状況をひっくり返せるほどじゃない」

「…………」

「そして、この籠ろう城じようはいつまでも続かない。近く限界がくる。おまけに、この籠城中に都合良く援えん軍ぐんが来てくれる可能性など、絶望的なまでに皆かい無むだ」

「…………」

「なぁ、どうしたらいい？　この状況を打破するには。……わかるだろう？　俺達には必要なんだよ。とびきり優ゆう秀しゆうな指揮官がな」

「…………」

「そうだ、お前だよ。帝国宮きゆう廷てい魔導士団特務分室室長、執しつ行こう官ナンバー１《魔ま術じゆつ師し》のイヴ＝イグナイト。この状況をなんとかできるのは、もうお前しかいねえんだよ」

「…………」

「なのに、なんでだ？　なんで、お前はウジウジ引きこもってんだ？　なんで何もしねえんだよ？」

「…………」

「……いや、わかるさ。敵はお前の親父おやじと姉貴だ。戦いたくねえ気持ちはわかるし、俺だって強要したくねえ。でも、いいのか？

　本来、こんな政争にまったく関係ねえ生徒達ですら、国のために、陛下のために、何か為そうと頑張ってるんだぞ？　お前、あれ見て、なんとも思わねえのかよ？

　俺達が、戦うしかねえじゃねえか……

　なぁ、お前がやらずして、誰がやるんだよ!?　お前は──……」

　と、その時だった。

「……元、よ」

　何が撃げき鉄てつとなったのか。

　今まで、グレンが何を言っても無反応だったイヴが、ぼそりと呟つぶやいていた。

「今の私は……室長でも執行官でもないわ。……それに……イグナイトじゃない」

「……イヴ？」

「今の私は……イヴ＝ディストーレ……よ……」

　そんなイヴの力ない返しに、グレンが頭をガリガリと掻かく。

「……は？　何言ってんだ？　そこじゃねえよ。俺はお前がイグナイトだろうが、ディストーレだろうが、どーでもいいんだが？　俺が言いたいのは──」

「どうでもよくない」

　なぜか、イヴがムキになって、否定してくる。

「……何がだ？」

　今、自分は、何かイヴの葛かつ藤とうの核かく心しんを衝ついている。

　デリカシー皆無ながらそう感じたグレンが、静かに問い返す。

　すると、しばらくの沈ちん黙もくの後。

「……思い出したのよ」

　イヴがぼそぼそと、話し始めた。

「ああ、思い出しちゃった……なぜ、私が魔術師をやっていたのか……」

「……？」

「どうして、今まで忘れていたんだろう……そうだ……私、リディア姉さんみたいになりたかった……真に、イグナイトの名を背負う者になりたかったの──」




　イヴは物思う。

　なぜ、今になって、思い出してしまったのか。

（ああ……なんとなく……わかるけど）

　つと、視線を上げて、グレンを流し見る。

　当のグレンは、意味がわからず奇妙なマヌケ顔で目を瞬しばたたかせていた。

（……結局のところ……コイツだけだったのよ……本当の意味で、私に味方してくれる人……姉さん以外で……）

　あまりにも卓たく越えつした能力を持つ才さい媛えんイヴは、常に孤こ高こうで孤こ独どくだった。

　誰だれかの力になってやることこそあれど、なってもらったことなど、ほぼ皆無である。

　おまけにイヴ自身、他人に対して壁かべを作り、常に一歩引いている。力になってもらったとしても、それはあくまで上司と部下の割り切った関係だ。

　そう。結局、グレンだけだったのである。

　上下関係をまるで無視しては、不ふ遜そんにも対等にぶつかってきたのは。

　人が作ってる壁を勝手に越こえてきては、無ぶ遠えん慮りよに人の懐ふところで喧けん嘩かを売ってくるのは。

　そして──本当の意味で、味方になってくれたのは。

（ああ、そうだわ……悔くやしいけど、似てるのよ、こいつ……姉さんに……）

　ちょっと無神経なところも。空気読めないところも。強ごう引いんなところも。

　いつだって、打算なしで味方してくれるところも。

　そして、自分が正しいと思えることのために戦う真っ直ぐさも。

　よくよく考えれば、グレンは何もかもが、かつてのリディアにそっくりではないか。

「……グレン、聞いて。私の姉……リディア姉さんのことを……そして、イグナイトのことを……」

「リディア……？　ああ、あの……？」

　戸と惑まどうグレンの前で、イヴはとうとうと語り始めた。

　自分の半生を。

　姉リディアのことを。

　イグナイト家のことを。

　自分の母親は、平民の娘むすめシェラ＝ディストーレ。イグナイト卿きようの妾めかけ。

　平民の血を引くがゆえに、自分はイグナイト家に居場所がなく、肩かた身みの狭せまい思いをしていたこと。

　そんなイヴを、母親違ちがいの姉リディアが常に守ってくれていたこと。

「姉さんは本当に凄い人だったわ……私なんか、足あし下もとにも及およばないくらいに……」

　リディアはいつも心優やさしく、真っ直すぐで、イヴにとって理想の姉であったこと。

　そんな姉から教わった、イグナイトの名の意味。

　弱きを守り、正義を尊ぶその名。その尊き魔ま導どうの灯ともし火びで暗き闇やみを払はらい、世の人々の行く末を明るく照らし導く者──《紅ロード焔・スカー公レツト》イグナイト。

　姉は、常に正しき《紅ロード焔・スカー公レツト》たらんとし、自分はそんな姉に憧れて、姉のような魔導士になりたいと思って。

　そして、とある事故の際、自分のせいで姉が魔術能力を失い、家から追放されて。

　だからせめて、自分は姉の代わりに真の《紅ロード焔・スカー公レツト》になろうとして。

　だからせめて、自分が姉の想おもいを継つごうとして──

「それで……挫ざ折せつしたわ」

　イヴが皮肉げに鼻を鳴らす。

「真の《紅ロード焔・スカー公レツト》になるために、家から認められようとして、いつしか私は、手て柄がらと名めい誉よにばかり拘こだわる、全然、違うものに成り果てていたわ。

　バカな話。いつの間にか、こんな大事なこと、すっかり忘れてたんですもの」

「イヴ……」

　グレンが一つ息を吐はいて、口を挟はさむ。

「しかし、信じられねえな。あのリディアって女……お前が語る姉貴像がちっとも掠かすらなかったぞ？　むしろ、何か変な……とてつもなく不自然な……」

　そんなグレンの疑問に。

「わからないわ」

　イヴは力なく頭かぶりを振ふって、溜ため息を吐ついた。

「なぜ、もう二度と戻もどらないはずの魔術能力が復活したのか。なぜその性格が、かつての姉から豹ひよう変へんしているのか……そもそも……」

　どうして、私のことを覚えていないのか。

「まるで、あれじゃ……」

　──別人。ニセモノ。

　そのような単語を口にしかけて、イヴは口を噤つぐむ。

　かつて、姉は私のせいで魔術能力を失ったのだ。それを恨うらみに思って無視しているとするなら……それも当然の話だ。いずれにせよ、今は考えても詮せん無なきことだ。

「まぁ、とにかく。大体わかった」

　押し黙だまるイヴに、グレンが肩を竦すくめて話の先を促うながす。

「で？　それがどうして、お前がそうやって腐くさってることに繋つながるわけだ？」

「……わからないの？　私には資格がないのよ」

　イヴが悔しげに、吐き捨てるように言った。

「覚えてないの？　先日、私が父上に誘さそわれた時……私は父につきかけた」

「…………」

「あの時、貴方あなたが止めてくれなかったら……間ま違ちがいなく、私は父についた。今いま頃ごろ、父に命じられるまま、女王や生徒達をこの手にかけるために……動いていた」

「…………」

「わかってる、わかってたのよ……そんなの間違ってるって……でも、逆らえないの！　父上が怖こわい……ッ！　怖くて怖くて仕方ないの……ッ！」

「…………」

「あの目で睨にらまれるだけで、言葉を浴びせられるだけで、妙みような震ふるえと動どう悸きが止まらない……頭が真っ白になって、わけがわからなくなる……ッ！」

「…………」

「私は……イグナイト失格だわ」

　イヴが、悔しげに、哀かなしげに呟く。

「ううん、今までだって、失格も失格だったけど……もう、今度こそ本当に駄だ目め……本当に、私はただの無能だった……

　だから、私に期待しないで……どうせ、私には何もできない……何かやろうとしたところで、こんな無能が姉に勝てるわけもない……もう、いいのよ……もう……」

　話はもう終わりだと。

　再びイヴが、がくりと頭こうべを垂れ、膝ひざと膝の間に顔を埋うずめる。

　そんなイヴに。

「ふーん？　まぁ要するになんだ？　イグナイトの資格がどうとか言うが……結局のところ、親父が怖い、姉貴に勝てねえ、だから嫌いやだって……そゆことか？」

　グレンがまるで空気の読めない言葉を突きつけてきた。

「…………は？」

　すると、あまりにもあんまりな言葉に、呆あつ気けに取られるイヴの前で。

　グレンがふるふると震えだして……そして……

「ぶはーーーーッ!?　ちょ、おま──ぎゃははははははははははは!?　そりゃあねえだろう!?　だーっはははははははははははーーッ！　親父が怖いとか！　お姉ちゃん凄すごすぎるから嫌だとか！　一体、お前、歳としは幾いくつだよ!?」

「んな──ッ!?」

　なんという男だろう。笑うか？　ここで？

「うるさいッ！　貴方に何がわかるっていうのよ!?」

　激げき昂こうしたイヴが、グレンに涙なみだ混じりに吠ほえかかる。

「いや、だって……文面通りじゃねーか？　これ以上どう解かい釈しやくしろと？」

「違うわよ！　私にはイグナイトの資格なんかない……ッ！　人の上に立つ資格なんかないって言ってるの！　だから──」

　そんな風にまくし立てるイヴだったが。

「しゃらくせえ。イグナイトだの、ディストーレだの。それ以前に、お前は〝イヴ〟だろうが」

「……は？」

　そんなグレンの指し摘てきに、イヴは思わず言葉を失う。

「本っ当に頭の良いやつってのは、面めん倒どう臭くせぇな。ゴチャゴチャガチャガチャ余計なことばっか考えやがる……さっきも言ったろ？　俺は、お前がイグナイトだろうが、ディストーレだろうが、どーでもいいんだよ」

「…………」

「お前自身の……〝イヴ〟の本音は、どこにあんだよ？」

　そんなグレンの真っ直ぐな問いかけに。

　途と端たん、イヴが狼狽うろたえ始めた。

「だって……でも、私は……女王陛下に逆らおうとして……こんな、私が……ッ！」

「騒音ノイズだ。気にするな」

「わ、私は父が怖くて……何もできなくて……ッ！」

「それも騒音ノイズだ。気にするな」

「で、でも、私なんかが、姉さんを相手に何かできるとは思えない！　私は……ッ！」

「全部、騒音ノイズだ。無視しろ」

「……ッ!?」

　グレンが立て膝をついて、膝を抱かかえるイヴに視線を合わせる。

　イヴの両りよう肩かたに手を置いて、イヴの目を正面から真しん摯しに覗のぞき込む。

「なぁ、イヴ。お前はどうしたいんだ？　そこに家とか資格とか関係あんのか？　本当に大事なのは、お前が何をするか、どう生きるか……そこじゃねーのか？」

「～～～ッ！」




　──イグナイトが示す真の魔導の道は……自分が正しいと信じる道を歩むこと……

　──本当はね、家なんか関係ないの……

　──貴女あなた自身がどう生きるか……それが重要なのだから……

　──どうか、それを忘れないで……




　しばらくの間。

　イヴは呆ほうけたように、グレンを見つめて。

「ふん、忌いま々いましい」

　やがて、ふいっとふて腐れたように、目を逸そらす。

「そんなところまでそっくりなのね。……忌々しい」

「イヴ？」

「貴方って、本当に酷ひどい男……普ふ通つう、傷心の女を、実の父親と姉との戦いに駆かり立てようとする？　もっと優しくするものじゃないの？」

「なんだ？　優しくして欲しかったのか？」

「冗じよう談だん。貴方に優しくしてもらうなんて、死んでもごめんだわ」

「…………」

「少し……考えさせて」

　最後にそう言い捨てて。

　イヴは再び、深くうな垂れ、沈ちん黙もくするのであった。

「……ああ」

　これ以上尽つくす言葉はない。

　そう感じたグレンは、イヴを残して退室した。




「…………」

　暗くら闇やみの中、イヴは静かに考える。

　今、自分がすべきことは何か。どうすべきか。それをぼんやり考える。

　父親は──やはり、怖い。

　そして、最愛の姉と戦い──殺し合わなければならないことを考えると、震える。

　そんなの割り切れるわけがない。さっさとこの場から逃にげ出したい。

　それは確かに、正しよう真しん正しよう銘めいのイヴの本音の一つだ。

　だけど。

　今、自分がなすべき正しい道とはなんだ？　自分にしかできないことは？

　自分はどう生きる？　どう生きたい？　何を守りたい？　何のために戦いたい？

　あの学院で、自分は一体、何を見て、何を培つちかってきたのか──

「…………」

　イグナイトが示す真の魔ま導どうの道は──自分が正しいと信じる道を歩むこと。

　家なんか関係ない。どう生きるか、それが重要なのだ。

　ならば、グズって逃げるのは……正しいことか？

　自分が、真なるイグナイトたるには、どうしたらいいのか？

　今、何をすべきか？　それは──

　…………。




　──まったく先行きの見えない軍議が行われ続ける、大広間にて。

　最も早はや、将兵達が議論をし尽くし、無言でうな垂れる最中さなか。

「そろそろ、決断をしなければなりませんね」

　アリシア七世は、溜め息交じりにそう結論した。

　そう。状じよう況きようは詰つんでいる。どこをどうやっても勝ち目はない。

　せめてもの抵てい抗こうとして一兵残らず玉ぎよく砕さい……将兵達はそう覚かく悟ごを決めている。

　だが、ここにはアルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の生徒達がいる。

　ならば、投降もあり得るだろう。子供達を巻き込むわけにはいかない。

（結局、私は国を……民たみを守ることができませんでした……ならば、子供達だけでも救わなければ……私の命と引き替かえにしても……）

　ついに、女王が最終判断を下そうとした──その時だった。

　ばたん！　会議室の扉とびらが力強く開かれる。

　その開かれた扉の向こう側に立っていたのは──

「失礼します」

「イヴ＝イグナイトッ!?」

　途端、将兵達が色めき立つ。

「貴様、何しにここへやってきた!?」

「よくもまぁ、陛下の前に姿を現せたな!?　恥はじを知れッ！」

　イヴが、反逆者イグナイト卿きようの実の娘むすめであること。そして先日、公衆の面前で、イグナイト卿へ寝ね返がえりかけていたこと。

　その事実を知っている将兵達が、口々にイヴを罵ば倒とうする。

「…………」

　だが、イヴは構わず、アリシアへ向かって歩いて行く。

「き、貴様ぁ!?　止まれッ！」

「陛下、どうかお下がりを……ッ！」

　たちまち、将兵達がアリシアの守りを固め、イヴの行く手を阻はばもうとするが。

「いえ、構いません」

　アリシアは将兵達を手で制し、イヴの前へ出る。

「……イヴ」

　アリシアは、自分の前に毅き然ぜんと立ったイヴを真っ直すぐ見つめる。

　対するイヴは、一同が見守る中、アリシアの膝しつ下かに跪ひざまずき、頭を垂れる。

　そして、神しん妙みように奏上するのであった。

「まずは陛下へ心より陳ちん謝しや致いたします。我がイグナイト家が陛下に対して行った反逆、狼ろう藉ぜきの数々、そして、己おのが一時の気の迷い──我が素そ首くびを捧ささげて贖しよく罪ざいしたき所存です」

　途端、将兵達が顔を見合わせてざわつくが、イヴは構わず続ける。

「死して尚なお、雪そそぐに足らぬこの罪と恥……身内の不始末による懲ちよう罰ばつには、後に如何いか様ようにも服する心算つもりです。ですが──今は、どうか暫しばらくの猶ゆう予よをお願いします」

「…………」

「女王陛下。どうか、この私をお使いください」

　途端、将兵達がさらにざわつき始めた。

「この私に、陛下に降り掛かかる悪あく辣らつなる火の粉を払はらわせて頂きたく、ここに申し上げます。

　陛下に対し、愚おろかにも不敬と反逆を働く赦され難がたし大罪と驕きよう慢まんの悪あつ鬼き共……我が父アゼル＝ル＝イグナイト、我が姉リディア＝イグナイト。

　──両二名の誅ちゆう伐ばつを、どうかこの私にお任せください」

「…………」

　周囲が困こん惑わくを隠かくせぬ中、アリシアだけはそんなイヴを真っ直ぐ見つめている。

「恐おそれながら申し上げます。この場でイグナイトと戦えるのは、私しかいません。陛下と帝国の未来のためにも、その未来を担になう勇ある若者達のためにも！　どうか──」

　そして、イヴが必死に訴うつたえかけていると。

「……面おもてを上げなさい、イヴ」

　やがて、アリシアが宥なだめるように、静かに告げる。

　その言葉に応じ、跪くイヴがゆっくりと顔を上げ、アリシアを見る。

　イヴのその眼めには、凜りんとした決意と意志の炎ほのおが静かに、強く灯ともっていた。

「貴女は……それでいいのですか？」

　そんなイヴの眼を真っ直ぐ見つめ返しながら、アリシアが問う。

「疎そ遠えんであったとはいえ、敵は貴女の実の父であり、姉。彼らと袂たもとを分かつのですか？」

「はい」

「辛つらくはないのですか？　葛かつ藤とうはないのですか？」

「辛くも葛藤もない……と言えば、実に空くう虚きよな嘘うそとなるでしょう」

「残念ながら。たとえ、貴女が私に勝利をもたらしてくれたとしても……私は、貴女の功に報むくいる事は何も出来ません。最早、イグナイト家は改易を免まぬかれぬでしょう」

「……ッ！」

　その時、初めてイヴの瞳ひとみが様々な感情で揺ゆらぐ。

　イグナイト家は女王陛下に、アルザーノ帝国に反逆したのだ。

　所領没ぼつ収しゆう、お家断絶は当然の処置だ。一族郎ろう党とう根切りに処されてもおかしくない。

　覚悟はしていたが──実際にそれを、女王の口から言葉で耳にすると、イヴの双そう肩けんに事の重大さが改めて重くのし掛かってくる。

「イヴ。貴女にとって、イグナイトという家名がかけがえなきものであることは……私もよく知っています」

「…………」

「それでも、貴女は戦うのですか？　私に力を貸してくれるのですか？　貴女の大事なイグナイトを、貴女の手で滅ほろぼすことになるとしても……？」

　そんな試ためすような女王の言葉に。

「はい」

　イヴは厳おごそかに、そして決意を秘ひめたように、答えた。

「これは、私がやらなければならないことなのです。何故なぜならば──私はイグナイトだからです」

「…………」

　しばらくの間、アリシアは噛かみしめるようにイヴの言葉を受け止めて。

「……本当に皮肉なものですね。その名の本分を忘れ、傲ごう慢まんと堕だ落らくを重ね続けて来たイグナイト家……そんなイグナイト家がついぞ落ちるところまで落ちた時になって、ようやく真のイグナイトの名を背負う者が現れるなんて……」

「へ、陛下……？」

　イヴが目を瞬またたかせる。

　なんと、アリシアが膝ひざを折り、イヴに視線を合わせてきたのだ。

　戸と惑まどうイヴへ、アリシアは優やさしく労ねぎらうように言う。

「よく、辛い決断をしてくれました。貴女のその決意と覚悟、尊い黄金の意志に……無限の感謝を」

「……ッ!?」

「どうか、私に力を貸して下さい、イヴ。帝国の未来のため……世界のために」

　そんな、無限の信しん頼らいに溢あふれる女王の言葉を受けて。

「御ぎよ意いに。この命の最後の一ひと滴しずくを燃やし尽くすまで」

　イヴは再び覚悟と共にそう告げて、深々と頭を下げるのであった。




　──と、そんな様子を。

「すまねえな、イヴ」

　会議室の外──壁かべに背を預けるグレンが聞き耳を立てて、ぼやいていた。

「だが──俺も覚悟を決めた」

　グレンが両りよう肩かたにかけた講師ローブをばさりと翻ひるがえしながら、その場を立ち去る。

「今、この時ばかりは、『正義の魔ま法ほう使つかい』にもなってやるさ……」

　グレンもグレンで、静かな闘とう志しと決意をその身に秘めながら。

　来きたるべき決戦に備え、動き始めるのであった。








第四章　炎の一いつ刻とき半はん









（本当に、隙すきがありませんね。さすが、リディア千せん騎き長ちよう……）

　ミラーノの都市内を、小こ柄がらな少女がひっそりと歩いている。

　緩ゆるく波打つ、柔やわらかな亜あ麻ま色いろの髪かみをセミショートにし、眼鏡めがねをかけた少女だ。

　帝国宮きゆう廷てい魔導士団特務分室執しつ行こう官ナンバー10《運命の輪》のエルザ＝ヴィーリフ。

　現在は、街中の偵てい察さつ任務中であるため、魔導士礼服ではなく、聖リリィ魔術女学院の制服姿だ。

（しかし、着任早々、彼女と敵対することになるなんて……皮肉なものですね。良き関係を築けると、そう思っていたのですが……）

　エルザは、周囲の様子を注意深く観察しながら物思う。

　今、ミラーノの街は、完全にクーデター軍の占せん領りよう下かにあった。

　全域に万まん遍べんなく展開されたクーデター軍は、完全に都市封ふう鎖さしている。あちこちに検問を敷しき、常時厳げん戒かい態勢。猫ねこの子一いつ匹ぴき出入りする隙すき間まもありはしない。

　当然、市民達の避ひ難なんは中止されており、まだかなりの人数がミラーノから脱だつ出しゆつできずに取り残され、家屋にひっそりと息を潜ひそめている状態だ。

　水や食料など限られた生活物資を巡めぐって、市民達の間で小こ競ぜり合いなども起きているようで、街のあちこちから時折、喧けん噪そうが上がっている。

　あちこちに歩ほ哨しように立つクーデター軍の兵士に睨にらまれ、道を行き交かう市民の数は少なく、皆みな一様に不安げに俯うつむいていた。かつての活かつ況きようなど見る影かげもない。

（不安に晒さらされる市民達が限界に達するのも、そう遠くはありません。……何らかの致ち命めい的な暴動が起きる前に、早くなんとかしないと……）

　エルザが、そんなことを考えていた……その時だった。

「…………」

　市民に紛まぎれ、人の流れに身を任せていたエルザが、不意に立ち止まる。

　そして、そっと眼鏡を外すのであった──




「……ん？　あれ？」

　その時。とある路地裏の奥から、遠見の魔ま術じゆつで表通りを観察していたイリア＝イルージュが、目を瞬かせていた。

　今、イリアは、聖リリィ魔術女学院の制服に身を包む、とある少女を監かん視ししていた。

　とある目的のために、その少女に近付こうとしていたのである。

　だが、どうやって接せつ触しよくしようか？

　そんな風に、ぼんやりと考えていた矢先だった。

　ほんの微かすかな気の緩みか、あるいは瞬まばたき一つの間か。

　不意に、その少女がイリアの魔術の眼の視界から、消えてしまったのである。

（嘘……？　見失った……？）

　イリアが決して多くない雑ざつ踏とうの中から、その少女を再び捜さがし出そうとすると。

「動くな」

　不意に、イリアは背中に冷水のような声を浴びせられ、首筋に冷たく鋭するどい金属の感かん触しよくが触ふれるのを感じた。

「両手を挙げてください。ゆっくりと」

「────ッ!?」

　エルザだ。

　イリアの背後に、裸ら眼がんとなったエルザが、いつの間にか立っている。

　先さき程ほどまでは影も形もなかった刀とう剣けん──東方の打うち刀がたなを抜ぬき放ち、その刀身をイリアの首筋へ、ぴたりと当てている。

「私を監視して……クーデター軍の者ですか？　申し訳ありませんが捕ほ虜りよにさせていただきます。妙みような動きを少しでもすれば、その首は胴どうと泣き別れですので、ご容よう赦しやを」

　落ち着いた物もの腰ごしながら、その言葉に嘘うそ偽いつわりはない。

　やるといったらやる……そんな静かな凄すごみがあった。

「……貴女あなた、凄いね」

　降参……と言わんばかりに両手を挙げ、イリアは乾かわいた笑みを浮うかべて言った。

「貴女、特務分室の新人だよね？　油断しちゃったなぁ……今、貴女が本当に〝その気〟だったら、私、死んでいたかな……？」

「…………」

「あは、はは、は……私、最近……すっかり良いところ……ないね……」

　エルザは応じず、無言で油断なくイリアの挙動に注視する。

「ねぇ、新人さん。私が貴女を観察していた理由だけどさ……実は、貴女をどうこうする気は微み塵じんもなかったの。……ただ、二つ言こと伝づてを頼たのまれて欲しかっただけ」

「……？」

「そのままでいいから、よく聞いてね？　実はね──……」

　訝いぶかしむエルザに、イリアがぼそぼそと何事かを呟つぶやく。

　その内容は──

「は？　……え？」

　今まで、氷のように冷静だったエルザの表情が、一いつ瞬しゆん、崩くずれる。

「それは一体、どういう──？」

　その刹せつ那な──絶刀空閃。

　エルザが容赦なく、刀を横一文字に振ふるう。

　引き裂さく真空と共に、イリアの首と胴を上下に分けようとする。

　だが──

『……惜おしいね。後、もう少しだったんだけど』

　斬きられたイリアの姿が蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがんで消え、刀は虚むなしく空を切った。

『私、まだやること残ってるから……お暇いとまさせてもらうね』

「く──幻げん術じゆつ使いですか!?」

　素す早ばやくエルザが飛び下がり、刀を鞘さやに収め、低く深く構える。

　幻術を警けい戒かいして目を閉じ、心眼を開く。抜ばつ刀とう術の体勢で周囲に油断なく注意を払はらう。

『……呆あきれたなぁ。貴女、その歳としでその領域に達しているなんて……一体、どれだけの修練を積んで来たの？　……ドン引きだよ、ホント……』

　方向のわからないイリアの声が、その周辺に反はん響きようする。

『でも、私……貴女とやり合う気、本当にないから』

「……ッ!?」

『じゃあね、期待の新人さん。言伝の件……ちゃんとよろしくお願いね』

　最後まで、人を食ったように。でも、どこか疲つかれたように。

　イリアの気配は、エルザの〝輪〟の中から……完全に消えていく。

　エルザは口くち惜おしげに、眼鏡をかけ直すのであった。




　…………。




「「「「賊ぞく軍ぐんと真っ向から戦うだとぉおおおおおおおおおーーッ!?」」」」

　女王軍の最終作戦会議ブリーフイングにて。

　イヴがそんなことを堂々と提案した瞬しゆん間かん、将兵達は阿あ鼻び叫きよう喚かんの大紛ふん糾きゆうだった。

　なにせ、イヴが作戦会議に参加するまで、その作戦内容は今まで一いつ貫かんして保守的なものだったからだ。

　即すなわち、どうすれば、この劣れつ勢せいの中、女王陛下を守り切れるか？

　即ち、どうすれば、女王陛下をこのミラーノから脱出させられるか？

　誰だれもが、そんな風に頭を捻ひねっていた中で。

　不意にイヴが出した提案が──これだ。

　誰もが目を剥むいて、仰ぎよう天てんするしかなかったのだ。

「貴様、一体、何を考えているのだ!?」

「ふざけているのか!?　女王陛下を亡なき者にするつもりか!?」

「やはり、貴様、裏切り者なんだなっ!?」

「ああ、女王陛下をイグナイト卿きように売るつもりなんだろうッッッ!?」

　まったく収拾がつかなくなった、その場を。

「……落ち着いてください、皆さん」

　アリシアの極きわめて冷静な一声が、鎮しずめる。

「まずは話を聞きましょう。イヴ、この賊軍に圧あつ倒とう的に戦力で劣おとるこの状じよう況きようで、イグナイト卿に戦いを挑いどむ……そう仰おつしやいましたね？」

「はい、恐おそれながら」

　アリシアの問いに、イヴが毅き然ぜんと答える。

「何ゆえですか？　その心は？」

「この盤ばん面めんが、すでに完全に詰つんでいるからです」

　イヴが、卓たく上じように広げた戦術状況図を、ばん！　と叩たたきながら言った。

　その図には、このミラーノ全域の地形や街並みの地図と、敵味方の戦力が駒こまの形で配置されている。

「元々、彼ひ我がに圧倒的な戦力差がある上、敵司令官の采さい配はいと兵力配置が見事……まったく付け入る隙がありません。

　この状況で女王陛下、貴女を無事にミラーノ外へ脱出させるなど、どんな神がかった軍師が采配を行っても、まったくもって不可能です」

「…………」

　冷静にイヴの言葉に耳を傾かたむけるアリシア。

　顔を見合わせて、ざわめく将兵達。

　イヴの指し摘てきは、将兵達も実感していることだ。今まで戦術状況図上で敵味方の駒を色々動かしながら議論し、散々、思い知らされてきたことだからだ。

　そして、そんなイヴの様子を、グレンは末席で腕うで組ぐみしながら見守っている。

「そう、不可能です。ですから、勝利条件を変へん更こうせねば活路がないのです。

　発想の逆転──今、議論すべき作戦は、〝女王をいかに守るか〟、〝女王をいかにミラーノ外へ脱出させるか〟ではありません……逆です」

　そして、イヴが改めて一同を見回し、とんでもないことを宣言する。

「クーデター首しゆ謀ぼう者しやアゼル＝ル＝イグナイト卿、そして、賊軍総司令官リディア＝イグナイト──両名をいかに討うつか。我々の進退はそこのみに活路があると進言します」

「それこそ馬ば鹿かなッッッ!?」

　途と端たん、再びその場が大紛糾に陥おちいった。

「不可能だろう、そんなことはッッッ!?」

「一体、彼我の戦力差がどれだけあると思っているのかね!?」

「勝負になると思っているのかッ!?」

「イグナイト卿膝しつ下かの兵力は一個兵団──約５０００！　対して我らは──」

　と、そこで。

「落ち着きなさい。この状況、単純な数を見ることに意味はないわ」

　イヴがやはり、淡たん々たんと将兵達に解説する。

「確かに一見、帝てい国こく軍は小規模小隊に分かれながら、ミラーノ全域に広く薄うすく展開している。隙すきはないわ」

　イヴが戦術状況図上に配置された敵駒を、ぐるりと指さす。

「だったら──」

「でも、この隙がないのが唯ゆい一いつの隙なの。兵力の分散は悪手……これは魔ま導どう戦術が発達した今も昔も同じ。ならば、なぜこうも分散しているのか？

　話は単純、現在のイグナイト卿が警戒すべき敵勢力が、私達だけじゃないから。

　そう、ミラーノ市民の暴動監視、ミラーノ外で待機している各国軍……それらの警戒に兵力を分散せざるを得ない。つまり、実は見かけの数ほど戦力差があるわけじゃない」

　イヴがホテルの中心から遠く離はなれた敵軍の駒……要するに女王軍を包囲する敵駒ではなく、外部勢力への警戒のための敵駒を盤ばん上じようから、次々と取り除のぞいていく。

「無論、これは外への警戒のために配置している駒。私達が、外へ脱だつ出しゆつしようと動けば、当然、無視できない存在になる。でも、私達が内に留とどまって戦う限り……余よ程ほどのことがない限り動かせない……決して、動かしてはならない駒」

　イヴが駒を取り除ききった後は。

　確かに、まだ敵味方に圧倒的な戦力差こそあれど、先程までの絶対的に絶望的な戦力差……とまでは言えない程度にはなっていた。

「そんなの、ご都合主義だ！」

　すると、将兵の一人がそんなイヴへ反論する。

「賊軍が、外を警戒する兵を動かせないだと!?　そんな馬鹿な！　イグナイト卿は各国の首脳を人ひと質じちに取っているんだぞ!?」

「そ、そうだそうだ！　外の戦力がこの状況で仕し掛かけてくるわけないだろう!?」

「ならば、イグナイト卿は我々が内で動けば、外の警戒に割さいている兵力を、我々に向けてくるに決まって──」

　だが。

「それこそ、絶対に有り得ない」

　そんな将兵達の言げんを、イヴは一いつ蹴しゆうした。

「もっと柔じゆう軟なんに思考なさい。自分達の常識でしか思考できないから、ドン詰まる」

「そ、それはどういう……？」

「私達、アルザーノ帝国人の発想からすれば、主君を──女王陛下を裏切るなんて有り得ない。イグナイト卿が例外中の例外なだけで、私達は、王室と女王陛下に自然と敬意を払い、忠誠を誓ちかう……そういう文化であり、そういう政治形態。

　でも、他国が自国の首脳に対して、必ずしもそう忠誠心が高いとは限らない。世界には様々な文化、様々な政治形態がある」

「「「「～～～ッ!?」」」」

　イヴの指摘に、将兵達が絶句する。

「考えてみなさい。現実に、イグナイト卿は主君を裏切っているわ。しかも、今回の仕掛けは計画的なものではなく……恐らく、何らかの感情や事情、思おも惑わくが乗じた末のやむを得ない、あるいは突とつ発ぱつ的な衝しよう動どうによる蜂ほう起き。

　実際、自身が主君を裏切っている人間が、どうして、ここで他国が自国の首脳を慮おもんぱかって絶対に攻せめてこないと信しん頼らい、断言できると思う？

〝自分もこの機会に乗じて下げ克こく上じようを〟……他国にも、自分と同じように考える者がいるかもしれない……イグナイト卿がその思考に至らないわけがない。

　なにせ、それが有り得ることを、イグナイト卿自らの暴挙が証明しているのだから。

　その可能性は限りなく低くても、万が一、どこかの国の軍勢が横やりを入れてくる可能性……イグナイト卿はどうしても、それを警戒せざるを得ない。

　当然、イグナイト卿はこのクーデターが失敗したら破は滅めつ。絶対に失敗できない。なら、この〝万が一〟がある限り──外へ向ける警戒は、最後まで絶対に崩せない」

「……ッ!?」

「じゃ、じゃあ……本当に……ッ!?」

　将兵達が、改めて敵駒が大分減った、戦術状況図を見つめる。

「そう。一見、圧倒的戦力差に見えて、実はそうでもない。そういうことよ」

　自信に満ちた表情で腕うでを組み、一同を見み据すえるイヴ。

　将兵達のイヴを見る目が変わり始めている。

　そう、この短時間で、最も早はや、イヴはその場の将兵達を掌しよう握あくしつつあった。

（さすがだぜ、イヴ）

　そして、軍議の末席に陣じん取どるグレンが、内心で拍はく手しゆを送っていた。

（本当に、お前、大した女だよ。だが、まぁ、難しいのはこれからなんだけどな）

　そんなグレンの胸中に呼応するかのように。

「なるほど。イヴ、よくわかりました。貴女あなたの主張には、確かに理りがあります」

　アリシア七世女王陛下が、神しん妙みようにイヴの提言を肯こう定ていした。

「ですが……それでも、友軍と賊軍でかなりの戦力差が存在します」

　アリシアが戦術状況図上の彼我の駒の差を見比べる。

「今のままでは、やはり、普ふ通つうに戦えば勝ち目は到とう底ていないように思えます。……どうするのですか？」

　すると。

「無論、すでに手は考えてあります。我が献けん策さくを実行すれば、陛下の勝率は飛ひ躍やく的に高まるでしょう」

　イヴが威い風ふう堂どう々どうとそんなことを言う。

　まさか……嘘うそだろ……？　いや、あの女なら、ひょっとして……？

　再び、将兵達が驚きよう愕がくと困こん惑わくでざわつき始める中で。

　イヴは、淡々と作戦内容を一同の前で解説し始めるのであった──




　──異界。

　現実と幻げん想そうの狭はざ間ま、それを強固に隔へだてる《意識の帳とばり》を一時的に曖あい昧まいにすることによって生み出される、何処でもネバー・ない場所ウエア。

　現実を投とう影えいして異界内に作られたそのホテルは、無限に広がる大宇宙の真ん中に、ぽつんと浮うかんでる。

　その様は傍はたから見れば、まるで星の海を揺蕩たゆたう城のようだ。

　そんなホテルの屋上──幾いくつかある尖せん塔とうのうち、もっとも高い尖塔のテラスにて。

「貴方あなたって、本当に酷ひどい男ね、グレン」

　テラスを囲む石造りの柵さくに頬ほお杖づえをつき、眼下の星々を目を細めて眺ながめながら。

　イヴがぼそりと呟つぶやいた。

「何がだ？」

　その隣となりで、腕組みして佇たたずむグレンが、すっとぼけたように応じる。

「さっきの会議よ」

　イヴが鼻を小さく鳴らす。

「貴方が、私を焚たき付けて指揮させたせいで……私、完全に悪者じゃない」

「まぁ……さすがに、あんな突とつ拍ぴよう子しもない作戦を、堂々と提案されちゃな」

　ふて腐くされ顔のイヴに対して、グレンが苦笑いで肩かたを竦すくめる。

「ま、いいじゃねえか。最終的に女王陛下がお前を信頼して納なつ得とくし、将兵達もお前を認めてくれたんだしよ」

「…………」

　イヴはつと、横目で隣にいるグレンを流し見る。

　そして、先程の作戦会議のやり取りを思い出す。




　──ふ、ふざけるな!?

　──一体、何を考えているんだ、貴様は!?

　──た、たとえ、それが合理的で一番勝ち目がある作戦だとしても……我々に、そんなことができるわけがないだろう!?　恥はじを知れッッ！




　将兵達の誰だれもが、そんな風にイヴの作戦を否定する中で。




　──いや、俺はこいつを信じる。

　──こいつなら、絶対、成し遂とげてくれる。

　──こいつは、ヒステリックで嫁いき遅おくれで嫌いやな女だが……指揮官としては、俺が知る限り……世界で一番デキる女だ。

　──頼たのむ！　こいつを信じてやってくれ！　女王陛下ッ！




　そう言って、グレンだけがイヴを肯定してくれたのだ。




「……貴方って……本当になんなの？」

　ぼそりとイヴがグレンへ問う。

「貴方、私が嫌きらいなんでしょう？」

「ああ、嫌いだぜ。お前みてえな、可愛かわいげのない女はな」

「なのに……結局、私の隣に対等でいてくれるのは……味方になってくれるのは……いつだって、貴方だった……」

「そんなつもりは、まったくもってねえんだがな」

「私は……貴方からセラだって奪うばったのに……」

「お前の意思じゃなかったんだろう？」

　押し黙だまるイヴに、グレンが嘆たん息そく混じりに続ける。

「あの件は……俺も悪かったよ。……冷静じゃなかった。

　考えてみりゃ、そりゃそうだ……性格ブスで友達のいねえお前が、唯一の友人のセラを見捨てられるわけねえじゃねえか。

　それに気付かず、俺も随ずい分ぶんとまぁ、お前に酷いことを吐はき散らかして……」

「関係ないわ。貴方の怒いかりは至し極ごく妥だ当とうなものよ」

　グレンの言を、イヴが力なく頭かぶりを振ふって、封ふうじた。

「だって、父に命じられたとはいえ、それに従うことを決断したのは、私。私の殺意がセラを殺したの。それが絶対的な事実。……私が一いつ生しよう涯がい背負うべき十じゆう字じ架かよ」

「……イヴ」

　しばらくの間、二人の間に沈ちん黙もくが流れ……

「……そんなに……親父おやじが怖こわいのか」

「ええ、怖いわ」

　ぽつりと零こぼれたグレンの問いに、イヴがぼそりと答えた。

「私はイグナイト。決意はした。覚かく悟ごも決めた。でも……これから、父と戦うことを考えると……父に逆らうことを考えると……怖いわ。手の震ふるえが止まらないの」

　イヴが左手を見る。以前、ジャティスによって切り落とされ、心しん霊れい手術によって繋つなげたものの……それ以来、魔ま術じゆつ能力を失ってしまった、その左手を。

　その手の震えを見て取ったグレンが言った。

「イヴ。俺は──……」

「わかってるわよ」

　だが、何かを言いかけたグレンに先んじて、イヴが言った。

「どうせ、最後まで私に付き合ってくれるんでしょう？　……バカね。今度の作戦……私の役回りが一番、危険なのに。死ぬかもしれないのに」

「ああ、そうだ。今回、お前を焚き付けたのは、俺だ。だったら、地じ獄ごくの底までお前に付き合ってやらにゃ、そんなの嘘だろう？」

　すると。

「……ふっ。ふふっ……」

　イヴが不意に、小さく含ふくむように笑ったのだ。

　いつも険しいしかめ面つらのイヴにしては珍めずらしい、険の取れた子供のような笑えみで。

「な、何がおかしいんだよ？」

「だって、貴方、嘘ばっか。そんな理由なんかなくたって……きっと、貴方は私に付き合ってくれたもの」

「はぁ？　お前、何言って……？」

「なにせ──貴方は『正義の魔ま法ほう使つかい』なのだから」

「……ッ！」

　そんな穏おだやかなイヴの言葉に、グレンは思わず言葉を失う。

　そして、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすグレンへ、イヴはさらに続けた。

「グレン、命令よ。しばらくそのまま」

「……お、おい……イヴ……？」

「お願い」

　そう短く言って、イヴが隣のグレンへそっと身を寄せ……グレンの肩に頭をのせるのであった。

　ふわり、と。グレンの鼻び腔こうをくすぐる、イヴの髪かみから匂におい立つ芳ほう香こう。

　この唐とう突とつな展開に、グレンは硬こう直ちよくするしかない。

「……うん……やっぱり……震え、止まったわ……」

　一方、イヴはどこか安あん堵どしたように……夢見るように呟いている。

「あの時もそうだった。私が父に屈くつしかけて……貴方に引き留められ、貴方の腕に肩を抱だかれていた時……あの時だけ、怖くなかった……」

「イヴ……」

　しばらくの間、イヴは沈黙を保ち……やがて、グレンからそっと離はなれる。

　そして、グレンを振り返り、真っ直すぐ見つめて言った。

「グレン、お願い。私に力を貸して」

「…………」

「私が、これから真なるイグナイトを全まつとうするために。どうか私に力を貸して。……貴方が居てくれれば……きっと、私は……大だい丈じよう夫ぶだから」

「……ああ」

　最後に、そんなやり取りをして。

　グレンとイヴは、いつまでも遠く、星の海を眺め続けるのであった──




　──と、そんな二人の様子を。

　表のテラスへと繋がる石造りの螺ら旋せん階段の脇わき。

　その階段の陰かげに隠かくれる三人の少女……ルミア、システィーナ、リィエルが、戦せん々せん恐きよう々きようとしながら眺めていた。

「え、ちょ……何？　何なのアレ？　な、な、なんか、今の先生とイヴさんのやり取り……ッ！　アレって、まるで、こ、こここ、恋こいっ、恋っ、恋び──」

　システィーナが顔面蒼そう白はくで慌あわてている。

「むぅ……なんか、グレンとイヴ……突とつ然ぜんすごく仲良くなった。……なんで？」

　リィエルもいつも通りに眠ねむたげな無表情ながら、どこか不満げだ。

「なんか、恐おそれていたことが、とうとう起こった気がするね……」

　ルミアもどこか、疲つかれたような苦笑いだ。

　当初は三人とも、別に出で場ば亀がめするつもりはなかった。

　ちょっと、用事があったから、グレンを捜さがしていただけだ。

　そして、ホテル内を散々捜し回った果てに、遭そう遇ぐうしたのがこのシーンだ。

　思わず、音声遮しや断だん結界を張ってまで、じっくり動向観察する羽目になったのである。

「ど、どどどど、どうしよう、ルミア!?　このままじゃ、先生が!?」

「さすがに、今すぐどうこうってわけじゃないと思うけど……私達のレースで、イヴさんが一歩大きくリードしたのは事実かも……」

「は!?　や、別に!?　私は先生が誰とゴールインしても関係ないし……あれ？　関係ない？　なんで？　だ、だって、私、先生のこと──……って、何を言わせるのよ!?　ルミアァアアアアアアア!?」

「なんか……イヴ、ずるい」

　絶賛大混乱中のシスティーナに、ぷくうと頬ほおを膨ふくらませるリィエル。

　この状じよう況きように、三者三様に焦あせりを覚えていることだけは確かだった。

「はぁ……後発のライバルが手て強ごわいよ、お母さん……どうしよう……？」

　ルミアも、すっかり参ってしまったような溜ため息を吐つくばかりだ。

　こんな状況なのに。いや、こんな状況だからこそなのか。

　三人娘むすめが、きゃいきゃいと騒さわいでいると。

「あれ？　皆みなさん、こんな所で何してるんですか？」

「「ひゃあっ!?」」

[image: ]

　不意に背後からかけられた声に、システィーナとルミアが飛び上がる。

　振り返れば、そこに居たのは……

「エルザさん!?」

「い、いつの間に……？」

　キョトンとして目を瞬しばたたかせているエルザであった。

「先さき程ほど、斥せつ候こう任務から帰き還かんしました。それで、イヴさんとグレン先生を捜しているのですが……」

「え!?　イヴさんと先生!?」

「いえ、あの……今はちょっと……」

　システィーナとルミアがしどろもどろに応じるが。

「どうしても、二人のお耳に入れたい情報があるんです。私には今一、わからないんですが……ひょっとすると、戦せん況きようを左右しかねない重大なことかもしれません」

　そんなことを、真しん摯しな目で告げるエルザに。

「……ッ！」

　今まで少々浮うわついていたシスティーナ達が、たちまち表情を引き締しめるのであった。




〝謎なぞの敵軍魔ま導どう士しから、イヴとグレンに対して名指しで言こと伝づてがあった〟

「…………」

　エルザからその言伝を受けたグレンとイヴは、無言で絶句していた。

　特にイヴの動どう揺ようは激しく、真っ青になっている。

　さらには、それを傍はたで聞いていたシスティーナ、ルミア、リィエルまで神しん妙みような面おも持もちになっており……その報告をしたエルザは戸と惑まどうしかない。

「す、すみません……私には、よく意味がわからなかったのですが……」

「いえ、いいの。勝手に自己判断せず、よく報告してくれたわ。ありがとう」

　イヴがなんとか動揺を堪こらえながら、応じる。

　イヴは今にも倒たおれ込みそうなほど、膝ひざを震わせていた。

「……そういう……ことか。そうじゃないかと……思ってたけど……」

「待てよ、イヴ。情報攪かく乱らんの線だってある。真に受けるのは……」

「十中八九ないわ。だって、今回の軍事戦術上、何の意味もない。攪乱したいならもっとマシなデマがいくらでもある。わざわざ危険を冒おかして、私を名指しでリークするような情報じゃない。つまり、姉さんの正体は──」

「…………」

　ぎゅっと目を瞑つぶり、拳こぶしを握にぎり固めるイヴに、グレンは押し黙だまるしかない。

　さすがに……イヴに対してかけてやれる言葉が見つからなかったのだ。

「言っておきますけど、先生宛あての言伝もかなり重大ですよ？　もし、本当なら……」

「ああ、わかってる。だが、こっちも、事実だろうがデマだろうが……今さら何も変わらん。作戦変へん更こうはない。ま、むしろ、デマであって欲しいがな」

　心配そうなシスティーナへ、グレンが肩かたを竦すくめた。

「あ、あの……先生」

　すると、ルミアが決意したように進言する。

「私も……私も先生達と同じチームに……」

「そ、そうよ！　そういうことなら、私達だって──」

「駄だ目めだ」

　だが、グレンは即そく座ざにその申し出を却きやつ下かした。

「俺は戦争が大だい嫌きらいだ。魔術をただの戦いの武器に貶おとしめる戦争がな。そんなクソな戦争に……俺は、お前らを巻き込んじまったんだ……」

「先生……」

「システィーナ、ルミア。せめて、お前らの力で、皆を守ってやってくれ。それが出来るのは、今はお前らだけだ。大人の薄うす汚ぎたねえ部分は俺が引き受ける。だから……」

「わかり……ました……」

　心配そうに目を伏ふせるルミア。

　そんなルミアを安心させるように、グレンは頭を撫なでながら言う。

「とはいえ、件くだんの情報がデマじゃねえなら、ちょいと事前準備がいる。お前ら、これから手伝ってくれるよな？」

「は、はい……ッ！　もちろんです！」

「リィエルとエルザも……作戦当日はしんどいと思うが、頼たのむぞ」

「ん。がんばる」

「……はい、お任せを」

　不意に、グレン達の下もとに届けられた、衝しよう撃げきの〝言伝〟。

　それに動揺と困こん惑わくを覚えながらも、最も早はや、歯車は何一つ変わらない、止まらない。

　今はただ、決戦の時に備えてひたすら待ち続けるだけであった。




　そして──




　────。




　ルヴァフォース聖せい暦れき１８５３年、グラムの月13日。

　──黎れい明めいの刻とき。４時17分。

　人々は未いまだ眠りより醒さめやらず、未だ日は隠れ、暗い空気はしんと冷え込んでいる。

　深い朝あさ霧ぎりが、ミラーノをヴェールのように漂ただよう──そんな時分。

　後世に『炎ほのおの一いつ刻とき半はん』と伝わり、後に世界の軍事史に〝イヴ〟の名が鮮せん烈れつに刻まれる最初の切っ掛かけとなる、約三時間の電でん撃げき的激げき闘とうの幕が上がる──




　イグナイト卿きようの軍事拠きよ点てん、ティリカ＝ファリア大聖堂。

　その内部を終末を告げるラッパのように響ひびく、音おん響きよう魔ま術じゆつによる警報サイレン。

　それが、眠れる静せい寂じやくの黎明を破る──

「何事だッ!?」

　仮か眠みん中だったイグナイト卿が、大広間ホールに敷ふ設せつした臨時司令室に飛び込んで来る。

　そして、そこに駐ちゆう在ざい中だった通信伝令兵の報告。

　その時──その場の将兵達に激げき震しんが走った。

「そうか──ッ!?　女王がついに動いたのだな!?」

「はっ！　女王軍はα警けい戒かいポイント内における『異界』を解きました！」

「潜せん伏ぷく先判明ッ！　アルトラズホテル・ミラーノ！　魔術祭典帝てい国こく代表選手団が宿しゆく泊はくしていた、あの公営大ホテルですッ！」

「──ッ!?　確かにそれは、籠ろう城じように足る堅けん牢ろうな施し設せつではあるが……ッ!?」

　その場の通信魔導兵達が、モノリス型演算器や天象儀プラネタリウム型映像投射装置など、その場の通信魔術機材を素す早ばやく操作する。

　大広間ホールの中空に、そのホテル周辺の映像が窓の形で投射されていく。

　そして、その映像の一枚。

　女王軍の将兵達の集団が、密集陣じん形けいを組んでホテルから出陣しており……

『女王陛下ぁあああああーーッ！　ばんざぁあああああああいーーッ！』

『『『『ぉおおおおおおおおおおおおーーッ！』』』』

　黎明の静寂を破る鬨ときの声を派手に張り上げて、西の通りを一気に駆かけ抜ぬけていく様子が投射されていた。

「西区三番街レイターク・ストリートを西進する敵兵力、およそ１３０ッ！」

「恐おそらく、現在の女王軍で戦術行動可能な残存兵力のほぼ全すべてと思われますッッッ！」

「ククク……思った通りだ、女王よ……」

　イグナイト卿は、見下すように口の端はしを吊つり上げる。

「追い詰つめられた貴様は、『異界化』が強制解除キヤンセルされる前に、タイミングを見計らって、打って出てくる……兵の犠ぎ牲せい覚かく悟ごで一点突とつ破ぱ、ミラーノ外への脱だつ出しゆつを狙ねらってな！」

　ばっ！　と。イグナイト卿が腕うでを広げて指示を飛ばす。

「バカめ！　その周辺にはすでに、帝国軍を広く包囲展開しているッッッ！　早さつ速そく、総力を挙げて包囲し、すり潰つぶせッッッ！　女王を捕とらえるのだッッッ！」

「し、しかし、閣下………ッ！　そ、それが……ッ！」

　すると、周囲の将兵の一人が、恐る恐る一つの投射映像窓を指差す。

　その映像窓には、ホテルを鳥ちよう瞰かんした映像が投射されており──

「な、何……ッ!?　馬ば鹿かなッ!?」

　その映像を見たイグナイト卿以下、将兵全てが驚きよう愕がくに目を剥むいて絶句した。

「じょ、女王……だと……ッ!?」

　なんと。

　そのホテルのもっとも高き尖せん塔とうのテラスに。

『…………』

　女王が威い風ふう堂どう々どうと佇たたずみ、眼下を見下ろしている。

　当の女王軍将兵達が最優先で守るべき対象──アリシア七世その人が、なんとホテルに一人取り残されていたのである。

「馬鹿な!?　なんだこれは!?　西進するあの一隊は、女王をミラーノ外へ脱出させるため、一点突破で決死の突とつ撃げきを敢かん行こうしたのではなかったのか!?」

　わけがわからない、と。驚愕に顔を歪ゆがめるイグナイト卿。

　そして、そんな意味不明な光景を。

「この布ふ陣じんと盤ばん面めんは……」

　イグナイト卿麾き下かのクーデター軍総司令官リディア＝イグナイトは、卓たく上じようの戦術状じよう況きよう図と見比べながら沈ちん思しするのであった──
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「女王陛下を囮おとりにするというのか!?」

「そうよ」

　──先日の作戦会議にて。

　イヴが提言した、イグナイト卿を討うつ作戦……それは、アルザーノ帝国の常識から考えれば、とんでもなく常識外れな作戦であった。

「馬鹿な！　そんなこと──」

　たちまち、将兵達が激げき昂こうし、口々に反発し始めるが。

「イヴ、続けてください」

　そんな将兵達を、アリシアが手で制し、静かに黙らせる。

「……はい。それではこの戦術状況図を」

　イヴが指差す図上では、友軍の駒こまと、それを取り囲む賊ぞく軍ぐんの駒が整然と並んでいる。

「私が先に説明したとおり、友軍と賊軍は数値上ほどの戦力差はありません。

　それでも、まともにぶつかり合えば、勝ち目はないほどの戦力差ではあります。

　そして、姉さ──リディア＝イグナイトの采さい配はいが見事です。私達が、この付近に潜ひそんでいると踏ふんで、ここを最優先警戒地域と定め、戦力密度を上げている。

　そして、友軍が籠城を放ほう棄きして進軍を開始すれば、どの方向へ進軍しようとも、即座に周囲の賊軍小隊と連れん携けいし、包囲・挟きよう撃げきできるような配置になっている」

　イヴが、賊軍の駒に指先で触ふれていく。

「リディアは、賊軍兵力の魔術兵装を、耐たい久きゆう力・継けい戦せん力重視の防ぼう御ぎよ隊と、機動力・攻こう撃げき力重視の攻撃隊の二種類に分け、それを交こう互ごに、格こう子し状に配列している。私達が起死回生の一点突破を狙おうものなら……」

　友軍と敵軍の駒を戦術状況図上で交互に動かしていく。

「賊軍防御隊がまずそれを受け止め、私達が突破に手をこまねいている内に、両りよう脇わきの機動力に優すぐれた攻撃隊が、横腹を突つき、背後へ回り……余所よそから援えん軍ぐんを集めて……」

　たちまち敵軍に包囲される友軍。

　そして、イヴがダイスを振ふるい、戦せん況きよう結果判定を何度か行うと、友軍は数ターンもしないうちに全ぜん滅めつした。

「こうなるわ。この敵布陣の優れた点は、私達がどこを突破しようと仕し掛かけても……圧あつ倒とう的な状況対応力が存在すること。友軍は包囲殲せん滅めつを免まぬかれない」

　イヴが、戦術状況図上で幾いくつかの進軍パターンを試ためすが、やはりどう指しても友軍の全滅という結果に終わってしまう。

　その結果に意い気き消しよう沈ちんし、ため息を吐つく将兵達。

「じゃあ、どうやって……？」

　そんな力ない、誰だれかの問いに。

「簡単よ。こうすればいいわ」

　イヴが手を伸のばし、友軍の駒をささっと動かす。

　それは、拠点にごく少数の守りをつけた女王を籠城する形で残し──残りの友軍の全てが敵軍へ全軍突撃をするという采配であった。

「拠点の陛下を本隊、敵軍に突撃を敢行した友軍を別働隊とするわ。さぁ、グレン。貴方あなたが賊軍の将だったら、この私の一手に対し、どう采配する？」

　そのイヴの意味不明の采配に一同がざわつく中、イヴがグレンに振る。

「久々、貴方と私で兵へい棋ぎ演習と行こうじゃない？」

「あ？　俺？　いや……戦術は多少、座学かじったけどよ……基本、俺、専門外なんだが……？　それに、お前にゃダイス運でしか勝ったことねーし……」

「関係ないわ。コレ、誰がどう采配しても、結果一いつ緒しよだから」

「ん？　同じ？　そりゃどういう……、って……ああ、これはなるほどなぁ」

　戦況図を見たグレンはイヴの意図を察し、それに乗ってやろうとにやりと笑う。

「じゃ、そうだなー、陛下がこの拠点にぽつんと一人残ってるんだろ？　しかも、堂々と姿を見せて。なら、普ふ通つうならそりゃブラフだ。全軍突撃した別働隊の方に、本物の陛下が隠かくれて紛まぎれているかもと考えるのが、自然だろうなぁ？

　となれば、とりあえず……籠城の陛下は放ほうっといて、こうするんじゃねーか？」

　わざと愚ぐ者しやを装よそおって、グレンが敵軍の駒を動かす。

　それは、先さき程ほど同様、防御隊が友軍の突撃を受け止め、攻撃隊が包囲殲滅する指し手だ。

　たちまち、突撃した別働隊は取り囲まれるが……

「あら、そうするの？　じゃあ、私はこうだわ」

　イヴが拠点の女王の本隊を動かす。本隊は、別働隊への包囲によって作られた穴をするりと抜けて、ミラーノの外へ脱出した。

「おわぁ、しまった。にーげーらーれーたーぁ。じゃあ、やっぱこうだよな、陛下見捨てた薄はく情じような連中なぞ放っておいて、さっさと陛下を取り押さえるべきだよな」

　今度は、グレンが拠点籠城する女王へ、賊軍の駒を集める。

「運命のダイスロールッ！　制圧判定……成功！　やった、陛下を捕つかまえたぞぉー」

「ふうん？　いいのそれ？　確かに籠城する軍を落とすには、それなりの戦力を割さかなきゃいけないのが常識だけど……」

　イヴもどこか楽しげに、駒を動かす。

　籠城する女王の本隊へ駒を集めた分、包囲は手て薄うすになり、突撃を敢行した友軍別働隊が一点突破で賊軍の一角を撃げき破は突破し、ミラーノの外へ脱出してしまう。

「一丸となって一点突破狙ねらいで逃にげる相手を、完全包囲殲滅するにも相当の数がいるわ。

　何倍もの兵力差がありながら、決死の一点突破で陣形を抜かれた戦術例は、歴史を紐ひも解とけばごまんとある。

　わかってると思うけど……貴方、失敗できないのよ？　もし、拠きよ点てん籠城した陛下が偽にせ物もので、本当にこっちの別働隊の中に本物の陛下が隠れてたら、今ので詰みよ？　本当に、そんな采配できる？　自分の命運がかかってるのに？」

「うぐぐぐぐぐー、確かに、そう考えるとヤベーヤベー……じゃあ、やっぱ、こうするしかねえじゃん？」

　グレンが再び駒を動かす。

　それは……拠点籠城する女王の本隊と、突撃敢行する別働隊、それぞれ同時に兵力を割く……そんな采配だった。

「そう、敵はそうするしかないのよ。この状況なら、どんな優れた軍略家だろうが関係ない。そう差配せざるを得ない。

　さて、敵が二分したせいで、また、さらに戦力差が埋うまったわね。これなら──勝負になると思わない？」

　イヴが兵力差と地形効果など、戦況を左右する補正値をさっ引いて、ダイスを振る。

　判定結果は──友軍敵軍の勝率ダイヤは、４：６。

　相変わらず劣れつ勢せいではあるが──決して絶望的ではない。

　ざわざわ……ざわめき始める将兵。

　今、何か光明が、彼らにも見えかけたのだ。

「以上。友軍を幾つかに分けるわ。

　一つ、敵に突撃敢行する別働隊。残りの全兵力一丸となって敵包ほう囲い網もうを一点突破、ミラーノ脱出を目指す。当然、これは囮。装備や魔ま術じゆつは継戦力・防御重視。中ちゆう途と半はん端ぱな包囲では殲滅できなくする。もちろん、なるべく長く戦えるように、細かな指揮は私が執とる。

　一つ、拠点籠ろう城じようする本隊。これも囮。ここで女王陛下の姿を明確に敵軍に誇こ示じする。無論、拠点となるホテルには、予あらかじめ魔術で強固な防衛陣じん地ち結界を構築し、ひたすら守勢に重きを置いた籠城作戦。中途半端な戦力では落とせないようにする。

　こうして、敵が分散せざるを得ない状況を作り、敵が分散してくれた時、初めて私達に勝ちの目が出てくるというわけ。理解した？」

「な、なんという……」

　将兵達が、全員絶句している。

　大だい胆たん過ぎる。主力の友軍を囮にして、女王陛下まで囮にして。

　だが、その内実何処どこまでも繊せん細さいだ。針の穴を通すような理りが通っている。

　見事過ぎる。このイヴという女……一体、なんということを思いつくのか。

　イヴの作戦は、相手の指揮官の差配を読む、読み切るという不確定な要素に、まったく頼たよっていない。全すべて、相手がこうせざるを得ないという必然性の差配なのだ。

「姉さ──リディアだけが相手だったらこうはいかないわ。リディアなら、この盤面こそ勝敗を分ける最大の分ぶん水すい嶺れいだと見切り、どちらかに全兵力を差し向ける賭かけに出る。

　そして、その駆かけ引きになれば、私が勝てる可能性はほぼ０。

　リディアなら間ま違ちがいなく正しい一手を指す。間違いなく、ね。だけど、今の彼女は自由な采配ができない。大きな足あし枷かせがある」

「イグナイト卿きようか……」

「そう、卿が無理矢理作ったこの盤面が、リディアの自由な采配を縛しばっている。

　そして、イグナイト卿はこう見えて、小心の小物。自分が圧倒的有利だと思っているこの状況で、一か八かの賭けなんてできやしないわ。つまり──」
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「今、ミラーノ中に展開するフリーの全軍を二手に分けろ！」

　眼前に展開される意味不明なこの状じよう況きように、イグナイト卿が命令を下す。

「拠点籠城する女王！　そして、一点突とつ破ぱを図はかってミラーノ脱だつ出しゆつを狙ねらう敵軍！　我が軍を二手に分け、同時に攻せめ滅ほろぼすのだッッッ！　絶対に女王を逃のがすなよッッッ！」

「「「「はっ！」」」」

　イグナイト卿の命令を受け、各将兵達が慌あわただしく動き始める。

　だが。

「お、お待ち下さい、お父様！」

　それを止める者がいた。リディアだ。

「なんだ？」

「恐おそれながら申し上げますわ。この女王軍の不自然な兵力分散……恐らくブラフかと」

「そんなことは分かっている」

「今、我が軍を分散して二手に差し向ければ、私達は確定勝ちの優位を失います。戦況が泥どろ沼ぬま化かする可能性が出てきます。そうすれば、私達がもっとも避さけなければならない、最悪のシナリオの目が出てきますわ」

　そんなリディアの進言に、イグナイト卿の表情がたちまち不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがんでいく。

「お父様。恐らくここが勝敗の分水嶺です。ここを制してこそ、お父様に勝利と栄光が訪おとずれるのです。……ここは勝負に出るべきです」

　そして、リディアが図上の投射映像を見比べる。

　それをしばらくの間、注視して、慎しん重ちように卓たく上じようの戦術状況図と見比べて……

　……やがて、熟じゆく慮りよして結論する。

「別働隊はブラフです。恐らく、拠点籠城する本隊こそ……今、ああして姿を見せている女王こそ本物です。お父様、私は別働隊を無視し、敵拠点に現在戦せん闘とう行動可能な全戦力を差し向けることを、提案──」

　ぱぁんっ！　頬ほおを叩たたく音が作戦会議室内に響ひびき渡わたった。

　イグナイト卿が、リディアの頬を張ったのだ。

「貴様、私に逆らうのか？　娘むすめのくせに意見するというのか……ッ!?」

　イグナイト卿が顔を真っ赤にして、激げき憤ふんしていた。

「あ、いえ……そんな、お父様……私は……」

「もっとよく考えてから物を言え。もし、別働隊に女王が隠れ潜ひそんでいたら、女王に逃げられてしまうだろうがッ！　貴様はそんなことも読み切れぬのかッ!?」

「もっ！　申し訳ありません、お父様ッ！」

　途と端たん、リディアが泣きながらイグナイト卿の前に跪ひざまずき、許しを乞こい始める。

「お、お父様に逆らうなんて、そんな……ッ！　決して、私にそんなつもりは！　お許しを、お父様！　どうか、お許しを！　お許しを！　お許しを！　お許しを！」

　壊こわれた蓄ちく音おん機きのように、許しを乞い続けるリディア。

「お許しを！　お許しを！　お許しを！　お許しを！　お許しを！　お許しを！」

　そんな異様な光景に、将兵達は唖あ然ぜんとするしかない。

「……ふん、わかればいいのだ、わかれば」

　やがて、リディアの飼い犬のような平へい伏ふくぶりに、満足したのか。

　イグナイト卿が鼻を鳴らして、背を向ける。

「貴様は私の言うことだけを聞き、私のためだけに働けば良いのだ。わかったか、リディア……我が愛いとしき娘よ」

「はいっ！　私の全てはお父様のためにありますわ！　だって、私は──お父様の娘なんですもの！」

　途端、さっきの涙なみだはどこへやら。

　にっこりと嬉うれしそうに笑って、リディアが立ち上がる。

「わかりました。では早さつ速そく、軍を二手に分け、それぞれを殲せん滅めつします」

「うむ」

「というわけで、将兵の皆みなさん。どうかよろしくお願いします。皆さんのお力を、どうかお貸し下さい」

　そして、リディアがいつもの聖母のような笑えみを浮うかべて将兵達に振ふり返り、次々と指示を出す。

　イグナイト卿麾き下かの将兵達は、そんなリディアの姿に、どこか背筋が薄うすら寒くなるのを感じるのであった──




　黎れい明めいのミラーノを震ふるわす、戦いの怒ど号ごう。

「な、なんだ……？」

「今、このミラーノで一体、何が起きて……？」

《根》に怯おびえ、都市を占せん領りようしたクーデター軍に怯えて。

　ひっそりと家屋に引きこもって息を潜めていたミラーノ市民達が、目を覚まし、窓から恐る恐る外の様子をのぞき見る。

　この時、ミラーノ市民は誰だれ一人気付いていない。

　今、自分達が目まの当たりにしているこの帝てい国こく軍内の内ない紛ふん戦争。

　それが、後の軍事史に燦さん然ぜんと輝かがやく歴史的瞬しゆん間かんであったということを、市民の誰もがまだ気付いていないのであった──




「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

「行けぇええええええええーーッ!?」

　──別働隊。

　女王麾下の兵力１３７名が一丸となって、黎明のミラーノ都市内中を駆ける。

　通信魔術でイヴの指揮を遠えん隔かく的に受けながら、駆ける、駆ける、どこまでも駆ける──

「通すなッ！　ここを死守だッ!?　死守しろぉおおおお！」

「囲め、囲めぇええええええええええーーッ！」

　そんな別働隊を、イグナイト卿麾下の賊ぞく軍ぐんが行く手を阻はばみ、包囲しようとする。

　イヴの策略によりうまく二分したとはいえ、その兵力差はやはり圧あつ倒とう的。

　別働隊は、容易に包囲網に追いつかれ、捕ほ捉そくされる。

「二番地区、三番地区、閉へい鎖さ完かん了りよう！」

「魔ま導どう射撃兵横列斉せい射しや配置終了！」

「撃うてぇえええええええええええええええーーッ！」

　実際、別働隊が駆ける街路前方──そこを賊軍が封ふう鎖さし、軍用攻性呪文アサルト・スペルの斉射を仕し掛かけてくる。

　地じ獄ごくの破は壊かい力が、その場に渦うずを巻いた。

　超ちよう高熱の火球が飛び、雷らい槍そうが幾いく条も飛来する。

　普ふ通つうなら、ここで終わる。殲滅されて終わる。そのハズである。

　だが──

「いいいいいいやぁああああああああああああああああああーーッ！」

「ふ──ッ！」

　二つの人ひと影かげが、それぞれ烈れつ風ぷうと疾しつ風ぷうと化して、別働隊から先行して飛び出し──

「やあああああああああああああああーーッ！」

　烈風が猛もう然ぜんと大たい剣けんを振るって、その剣圧で迫せまり来る火球を吹ふき飛ばし──

「──しゃ！」

　疾風が疾とく鋭するどく刀を無数に翻ひるがえし、雷槍を弾はじき返す。

「な、何ぃいいいいいーーッ!?」

「ば、バカなッ!?　なんなんだ、あの二人はッ!?」

　自分達が放った、攻性呪文アサルト・スペルの悉ことごとくが打ち落とされた賊軍将兵達は恐れ戦おののくしかなく──　そんな彼らの渦か中ちゆうに、烈風と疾風が、情け容よう赦しやなく飛び込んでいった。

「いいいいいやぁああああああああああああーーッ！」

　烈風が暴ぼう嵐らんのように振り回す大剣に、十数名の将兵達が吹っ飛ばされて──

「はッ！」

　疾風が微かすかに銀線を閃ひらめかせながら、将兵達の隙すき間まを通り抜ぬけ──

　その数秒後、将兵達がバタバタと遅おくれて倒たおれていく。

「凄すごい……相変わらず凄いね、リィエル」

「ん。エルザもやる」

　その無む双そうの烈風と疾風の正体は、リィエルとエルザであった。

　リィエルが両手で大剣を深く低く構え、エルザが鞘さやに収めた刀を左手に提さげ、ゆるりと半身に構えている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?　《戦車》殿どの！　《運命の輪》殿ッ!?」

　そこへようやく追いついてきた別働隊が合流する。

「凄い……お二方、なんという強さなんだ……ッ！」

「頼たのもしい……ッ！」

　リィエルとエルザの怪かい物ぶつじみた力を目の当たりにした別働隊の者が、口々に二人を褒ほめ称たたえ、尊敬の眼まな差ざしで注視する。

「お褒めに与あずかり光栄ですが……そのような暇ひまはないようですね」

　だが、エルザがそう呟つぶやいた瞬間。

「居たぞぉおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

「潰つぶせぇええええええええええーーッ！」

　今度は、右手の街路から、賊軍の攻こう撃げき隊が大挙してやって来る。

　全員、帝国魔導兵の正規装備である細剣レイピアを抜ばつ刀とう。迷いなく突つっ込んでくる。

　その歩は──速い。相当に練度の高い魔導兵だ。

　すでに、近きん距きよ離り魔ま術じゆつ戦の間合いから格かく闘とう戦の間合いになっている。

「くっ……もう新手が……ッ!?」

　やや怯ひるむ別働隊の将兵達を叱しつ咤たするように。

「皆さん、行きますよ！」

「ん！　行く！　ついてきて！」

　再びリィエルとエルザを先頭に、友軍別働隊と賊軍攻撃隊が正面から激げき突とつする。

　両軍が剣を突き合わせ、激しく入り乱れる中──

「いいいいいやぁああああああああああーーッ!?」

「はぁああああああああああーーッ！」

　やはり、活かつ躍やく目覚ましいのは、リィエルとエルザだ。

　リィエルの大剣の一ひと振ふりごとに。エルザの刀の一いつ閃せんごとに。

　賊軍が次々と討うち取られ、落ちていく──

　背中合わせに戦う二人の姿はまるで、竜たつ巻まきだ。

　吞のみ込まれれば絶死の極地空間が、その周囲に形成されていた。

「大丈夫です、皆さん！　この戦場はイヴさんが見守っています！」

　エルザが鞘から抜く手も霞かすむ抜刀──と、同時にチンと鞘に刀を収める。

　どう、と。斬きられて倒れ伏ふす敵兵。

「ん！　イヴの言う通りに進んでいれば、勝てる！」

　リィエルが大剣を横よこ薙なぎ一閃、大回転。

　背後から斬りかかろうとしていた敵兵三人が纏まとめて、吹き飛んでいく。

「ああ、俺達は勝つ！　勝てる！」

「女王陛下のためにッッッ！」

　そんな少女達の獅し子し奮ふん迅じんに勇気づけられた友軍も、必死の奮ふん闘とうを続ける。

　戦力差の不利を、見事押し返しているのであった。




　一方──女王軍本隊が籠ろう城じようするホテル周辺にて。

「魔術射砲ほう撃げき隊ッ！　第三列一いつ斉せい掃そう射しやッッ！　撃てぇええええええーーッ！」

　ホテルを何重にも包囲展開する賊軍魔導兵達が、一斉に呪文を唱えている。

　無数の火球が、弧こを描えがいて雨あめ霰あられとホテルへ降り注ぐ。

　ホテルの外がい壁へきのあちこちで、着ちやく弾だんした火球が大爆ばく発はつを起こすが──

「焦あせる必要はありませんよ」

　ホテル第一層の玄関エントラン広間ス・ホールにて。

　激げき震しんし、埃ほこりがぱらぱらと降ってくる中、リゼが生徒達を振り返りながら言った。

「このホテルにはすでに、強固な防ぼう御ぎよ結界を、ルミアさんの異能を乗せて何重にも施ほどこしてあります。ちょっとやそっとでは崩くずれません」

　その場所には、ホテル全体に張られた防御結界へ魔ま力りよくを供給し、維い持じする、制せい御ぎよ法ほう陣じんが描かれており、圧倒的な魔力が漲みなぎっている。

　そこでは、戦線での戦せん闘とう行動が不可能な女王麾下の負傷兵はもちろん、エレン、カッシュ、ウェンディ、テレサ、セシル、リンといった非戦闘員の生徒達までが集つどい、法陣に必死に魔力を注ぎ、ホテルに張られた防御結界の維持に専念している。

　そして、リゼの役目は、遠見の魔術で外の賊軍の魔術射砲撃状じよう況きようを観察しての、細やかな結界の出力制御だ。

　リゼは、賊軍の攻撃に合わせて局所的に防御結界を厚くしたり、薄くしたりして、ひっきりなしにホテルへ降り注ぐ魔術射砲撃を捌さばき続けている。

「ここまでお膳ぜん立だてしてもらったのです。今さら、Ｃ級軍用魔術程度では、びくともしません」

　そして──




「《紅ぐ蓮れんの獅し子しよ・憤ふん怒ぬのままに・吼ほえ狂くるえ》ーーッ！」

　ホテル外壁の窓から、レヴィン、コレット、フランシーヌ、ジニー、ジャイル、ハインケルらが外を包囲する賊軍へ向かって、面制圧系の攻性呪文アサルト・スペルを次々と放っている。

　生徒達の中でも、特にハインケルの放つ攻性呪文アサルト・スペルの威い力りよくは凄すさまじく、その威力を知った賊軍は迂う闊かつにホテルに近づけず、明らかに足を止め、攻せめあぐねていた。

「何度も言うが、当てる必要はないからな」

　ギイブルが、賊軍の鼻先に【アイス・ブリザード】を撃ち込みながら言う。

「僕らの役目は牽けん制せいだ。適当に撃ちまくって追い払はらうだけでいい」

「ええ、そうでしたね。ここを三時間保もたせるのが、僕達の役目でしたね」

　レヴィンが肩かたを竦すくめて応じる。

「このホテルと、ホテルを守る結界は非常に強固です。並の魔導兵では、突とつ破ぱも侵しん入にゆうもできません。三時間程度ならば、敵を殺さず守り切れるでしょう」

「……さ、三時間以上経たったら……」

「どうするんですの……？」

　戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、コレットとフランシーヌが問う。

「その時は……覚かく悟ごを決めるしかありませんね。……敵を殺す覚悟を」

　そう神しん妙みように返すレヴィンに、コレットとフランシーヌが息を吞む。

　だが。

「まぁ、多分心配はいらないよ」

　眼鏡めがねを押し上げながら、ギイブルが言う。

「この戦いの決着は、三時間でつく」

「な、何を根こん拠きよに言ってるんだよ？　そんなこと……」

「あのイヴ教官が三時間で決着をつけると、はっきり明言したんだ。それに、あのお人ひと好よしのロクでなしもついている。……上手うまくいくに決まってるさ」

　ふん、と。

　鼻を鳴らし、ギイブルは窓から外の戦せん況きようを見つめる。

（くそ……僕が目指す人達はなんて遠いんだ……）

　そんなことを悔くやしげに考えながら、ギイブルは自分の仕事に専念するのであった。




「どうだ!?　状況報告しろッ！」

「くそッ！　堅かたい……ッ！　小隊長ッ！　本小隊からの攻性呪文アサルト・スペル斉射効力０ッ！　敵拠きよ点てん防御結界、依い然ぜん健在ッ！　破れません！」

「敵てき陣じんからの攻性呪文アサルト・スペル弾だん幕まくも厳しく、これ以上の接近は──」

「どうなっているんだ……ッ!?　ここまでビクともしないものなのかッ!?　あの拠点に残っているのは、子供と負傷兵達だけじゃなかったのか!?」

　ホテルを遠巻きに囲む、とある賊ぞく軍ぐん小隊のメンバー達が叫わめく。

　自分達の遠距離呪じゆ文もん攻撃がまるで効果ないことを悟さとった小隊長が、決断する。

「仕方ない！　私がＢ級軍用攻性魔術で攻撃するッッッ！」

「え!?　攻こう城じよう用のＢ級でですか!?」

「アレは最も早はや、ただのホテルではないッ！　城だッ！」

「しかし、小隊長！　それを一度、唱えたが最後……小隊長はマナ欠けつ乏ぼう症しようで、本日は戦闘行動不能に……ッ!?」

「構わん！　やらねば埒らちが明かんッ！　私は今から呪文詠唱スペリングに入るッ！

　アイル隊、ラークス隊にも、Ｂ級を合わせるよう伝えろ！　他隊員は万が一に備え、周囲警けい戒かい！　状況開始ッッッ！」




「──そう、なぜか私達の周りには、Ｂ級軍用魔術を当たり前のように三節で唱え、Ｃ級のようにバンバン撃うちまくる御お方かたが多くて、感覚が麻ま痺ひしてしまってますが……本来、Ｂ級の詠えい唱しようとは、そういうものですよね……」

　リゼが遠見の魔術で、外の警戒をしながら呟く。

　リゼの魔術の視界のあちこちで、Ｂ級を詠唱可能な数少ない隊長クラスが、一斉にタイミングを合わせて、全身全ぜん霊れいの魔力を高めている。

　その手の先に展開した魔術法陣へありったけの魔力を注ぎ……同時に、長々と十数節以上にも亘わたる呪文を唱えている……そんな姿が確かく認にんできた。

　制御に失敗し、暴発したら自分達が消し飛ぶ。

　まさに、彼らは命がけでＢ級軍用魔術を起動しようとしているのだ。

「ええ、それはさすがに厄やつ介かいですが──」




「ぜぇ……ぜぇ……ッ！　行けぇえええええええーーッ！」

　ついに完成した、Ｂ級軍用魔術が、あちこちから同時斉射される。

　黒くろ魔ま【インフェルノ・フレア】。

　黒魔【プラズマ・カノン】。

　地じ獄ごくの業ごう火かが津つ波なみと化して、ホテルへと押し寄せ──

　大たい砲ほうのような極ごく太ぶとの収束雷らい撃げきが、ホテル正面門を目め掛がけて突き進む。

　だが、それら大気と大地を轟とどろかせる超ちよう威い力りよくは──

「──お願い、《私の鍵かぎ》！」

　ホテル屋上に佇たたずむルミアの銀色の鍵の輝かがやきに応じて、空間に開いた亀き裂れつが、迫せまり来る極太の収束雷撃を、あっさり吸い込んで吞み込み──

「《我に従え・風の民たみよ・我は風統すべる姫ひめなり》ッ！］

　同じくシスティーナの黒魔改弐に【ストーム・グラスパー】が、ホテルを中心に圧あつ倒とう的に巻き起こる風の結界が、押し寄せる炎ほのおの津波を受け止め──空へ吹ふき散らしていく。




「ば、馬ば鹿かな……ッ！　ごほっ、げほっ……ッ！　私のＢ級が……ッ!?　あんな子供達に……あっさりと……防がれて……ッ!?　ごほごほっ！」

　それは、仕し掛かけ側からすれば、実に心の折れる光景であった。

　小隊長数名がかりで、意地と誇ほこりをかけて行った、Ｂ級軍用攻性魔ま術じゆつの一斉砲撃。

　それが難なく防がれるという信じられない事態に、小隊長達はがくりと膝ひざをつき、気を失ってしまう。

「た、隊長ぉおおおおーーッ!?　しっかりしてくださいッ！」

「やはり、マナ欠乏症か!?　ま、待っててくださいッ！　今、後方の法医兵メデイツクのところへ連れて行きますから──ッ！」

　と、ぐったりした小隊長を、兵の一人が介かい抱ほうしようとしていた、その時だった。

「や、その必要はないぞ、君」

　ぽん、と。その兵の肩を、背後から叩たたいてくる者がいた。

　その兵士は、顔だけ振ふり返り、その人物を見て唖あ然ぜんとする。

　なぜか、どこをどう見ても軍人ではない民間人が、当然のように立っていたのだ。

「え？　誰だれ？」

「は!?　誰だと!?　むしろ、君はなぜ僕の名前を知らないんだッ!?　僕はフォーゼルッ！　アルザーノ帝てい国こく魔術学院が誇る天才魔導考古学者ッッ！　フォーゼル＝ルフォイに決まっているだろうがッッッ!?　君、さてはモグリだな!?」

　なんだか、その民間人はよくわからないことで怒おこっているが、兵士にとってはそれどころではない。なぜなら……

「あ、あれ……皆みんな……？」

　いつの間にか、周囲に展開していた彼の小隊のメンバー十数名が全員、地面に倒たおれ伏ふして気を失っているのだ。

「ん？　彼らか？　ああ、眠ねむっててもらった。皆、お疲つかれのようだったからな」

「え？　何？　……え？」

「で、君もきっと疲れているんだろう？　無理はいけないぜ。だから、子守歌代わりに聞かせてやろう……僕の《天てん曲きよく》をな」

　ゆるりと。兵士に向かって拳こぶしを構えるフォーゼル。

「ひ!?」

　身の危険を察知した兵士が慌あわてて飛び下がり、戦闘行動を取ろうとするが。

　その刹せつ那な。

　しゅっ！　まるで蜃しん気き楼ろうのようにフォーゼルの姿が横よこ振ぶれして、ゆらぎ消えて──

「ぎゃああああああああああああああああああああーーッ!?」

　気付けば、脳が盛せい大だいに揺ゆれる衝しよう撃げきと共に、兵士の視界一いつ杯ぱいに広がる黎れい明めいの空。

　全身を包む浮ふ遊ゆう感かん。

　兵士の身体からだが、盛大に空へと吹き飛んでいたのであった。

　今のは……アッパーカットだったのだろうか？

　正直、兵士には、今、自分が一体何をされたのか、まったく理解出来なかった。

（……なんなんだ、あの男……？　《天曲》……？　ああ、そういえば……）

　薄うすれ行く意識の中、兵士はとある逸いつ話わを思い出す。

（……《天曲》って……確か、徒と手しゆ空くう拳けん技ぎの極地……東方では〝九十九つくも拳〟と呼ばれた、幻まぼろしの技わざじゃなかったか……？）

　そんなことを、ぼんやりと考えながら。

　兵士の意識は、ゆっくりと暗くら闇やみの中に沈しずんでいくのであった──




「よし、上手くいってるわ」

　──某ぼう所しよにて。

　イヴが魔術で戦況情報を集めつつ、淡たん々たんと言い放った。

「イグナイト卿きようの戦せん闘とう行動可能な保有戦力の二分断に成功。

　別働隊は、私の遠えん隔かく的な戦術指揮の下もと、《戦車》のリィエル、《運命の輪》のエルザを先頭に、とにかく敵を引きつけつつ転戦。

　本隊は、ホテル全体に張った防ぼう御ぎよ結界を頼たのみに籠ろう城じよう、システィーナとルミアで遠えん距きよ離り砲ほう撃げきに対たい抗こう。その周辺を適当にフォーゼルに単たん騎き遊ゆう撃げきさせて、ゲリラ戦ってとこね」

「……だが、おかげで、俺は向こう一年、あのアホフオーゼルの助手をしなくちゃいけなくなったわけだが？」

　グレンが不満たらたらで、イヴにぼやく。

「ふん、その程度で生徒達のリスクが減るんだから我が慢まんなさい。……でも、あいつって、なんであんなに強いのかしら？　謎なぞ過ぎる……」

「まぁ、探たん索さく危険度のバカ高い古代遺い跡せきに、しょっちゅう違い法ほうに潜もぐっては、毎回しぶとく生きて帰って来るくらいだ……相当の実力者だろうと思ってはいたけどな」

　なんとも微び妙みような空気で溜ため息を吐つく二人であった。

「まぁ、とにかく、そろそろ状じよう況きようが動く頃ころ合あいよ。……ほら」




「一体、何をもたついているのだッ!?」

　ティリカ＝ファリア大聖堂のイグナイト軍司令室。

　そこに、イグナイト卿の怒ど号ごうが響ひびき渡る。

「相手は死兵の僅わずか百数十名と、退路のない籠城部隊だろう!?　貴様ら、それを落とすのに一体、いくら時間をかけているッ!?」

「し、しかし、死兵といえど、的確にこちらの隙すき間まを進軍し……」

「籠城部隊も、予あらかじめ入念に備えていたらしく、とても攻せめ難にくく──」

「黙だまれッ!?」

「ギャッ!?」

　口答えする将兵達を殴なぐり倒していく。

　そして、猛もう火かが滾たぎるような表情で、リディアに振り返る。

「リディア!?　貴様、我が娘むすめならば、わかっているな!?」

「はい、お父様の仰おおせのままに──」

　怒いかれる父へ、リディアがにっこりと笑って、一礼する──




「……おおおおッ!?　ほ、本当に、動きやがった……ッ!?」

　グレンが、その戦況を驚きよう愕がくの表情で凝ぎよう視しする。

　なんと……イグナイト卿とリディアが、もっとも守りが堅けん牢ろうなティリカ＝ファリア大聖堂を出て……残存兵力を引き連れて、自ら前線へと出しゆつ陣じんしたのである。

「そう。もうそれしかない」

　わかっていたとばかりに、イヴが腕うで組ぐみしながら言う。

「今のイグナイト卿が、何の憂うれいもなく安心して動かせる兵力は、それしかない。即すなわち──自分達が直接指揮する部隊。それを前線の制圧に充あてるしかなかったの」

　本当に、なんなんだ、この女は。

　グレンは、全すべてをピタリと読み切ってみせたイヴを、改めてマジマジと見る。

「ははっ、俺って、スゲぇ奴やつの下で働いてたんだな……」

「何？　なんか言った？」

「いいや、なんでも」

　だが、グレンはおどけた表情を引き締しめて、言葉を続ける。

「だが……まだだ。まだ足りねえぞ。イグナイト卿達を外に引き摺ずり出したとはいえ──連中の周囲には、かなりの戦力が随ずい行こうしている」

「…………」

「俺達の最終目的を果たすには……この随行戦力が果てしなく邪じや魔まだ。どうする？」

　すると。

　そんなグレンの問いに、イヴがくすりと笑った。

「あら？　こういうのって、私より貴方あなたの得意分野だって思ってたけど？」

「は？　どういうことだ？」

「わからない？　信じてるってこと」




　ティリカ＝ファリア大聖堂から、女王が籠城するホテルへ進軍するクーデター軍。

　西区ロッセ・ストリートを、西へ西へと猛もう進しんしていたが──

　突とつ如じよ、その鼻先で炸さく裂れつした魔術の大爆ばく炎えん。

　そして、次の瞬しゆん間かん、市内に縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡めぐらされた断絶結界が、クーデター軍を細切れに分断し、クーデター軍は大混乱に陥おちいった。

「な、何が起こった!?」

「ほ、報告しますッッッ！」

　慌ててイグナイト卿の下へ参じた伝令兵が、報告した。

「敵てき襲しゆうですッッ！」

「て、敵襲だとッ!?　このタイミングで!?　一体、何処どこの誰が──ッ!?」

　目を剥むくイグナイト卿。

「ま、まさか──」




「あー、痛たたた……やっぱ、まーだ本調子じゃないわい……」

「黙れ、翁おきな。真面目まじめにやれ」

「あはは、二人とも、まぁまぁ」

　最前線──

　奇き襲しゆうに戸と惑まどい、足を止めるクーデター軍。

　その鼻先に現れたのは──バーナード、アルベルト、クリストフの三人であった。

　近場の建物の屋根上に立ち、眼下のクーデター軍を見下ろしている。

「さて、隠かくれ潜ひそんでいた甲斐かいがあったもんだわい。ふむ……友軍のこの差配は、イヴちゃんじゃな？　じゃったら、合わせやすいことこの上ないのう？」

「ええ、イヴさんの指揮なら、その意図は手に取るようにわかりますしね」

「本格的な戦闘行動には差し支つかえるが、援えん護ごと攪かく乱らんくらいなら、今の俺達でも出来る」

　そんな三人の姿は──未いまだボロボロだ。

　パウエルとの戦いで治ち癒ゆ限界に到とう達たつしていたため、傷が癒いえきっていないのだ。

　特にアルベルトの負傷は酷ひどく、潰つぶれた右目には包帯が痛々しく巻かれていた。

　されど、三人とも意い気き軒けん昂こう。

　この一戦こそ正念場だと悟さとり、遅おくればせながら遊ゆう撃げき隊として馳はせ参じたわけである。

「しかし……俺達としたことが、なんという無様だ」

　アルベルトが鼻を鳴らす。

「だが、失点は取り返す。いくぞ、翁、クリストフ」

「おうよっ！」

「はいっ！」

　そして、未だ戸惑いさめやらぬイグナイト軍へ向かって。

　アルベルト、クリストフ、バーナードは一いつ斉せいに呪じゆ文もんを唱え始めるのであった──




「これも、お前の読みか？」

　今まで音信不通で連れん絡らくの取れなかった、アルベルト、バーナード、クリストフの唐とう突とつなる参戦に、明らかに大混乱に陥っているクーデター軍。

　この激動の戦せん況きようを見つめながら、グレンが驚愕のままにぼやく。

「〝読んでいた〟っていうより、〝わかっていた〟、よ」

　イヴが得意げに鼻を鳴らす。

「音信不通……なるほど、確かに何か重大なトラブルがあったようね。でも、仮に全ぜん滅めつあるいは行動不能に陥ったとして……私の元・部下なら、その情報をありとあらゆる手段を用いて女王軍側に残すはず。彼らがそれを出来ないボンクラなわけがない」

「……ッ!?」

「つまり、あの三人が、ずっと音信不通ということは、どっかで生きてるってこと。好機を窺うかがって隠れ潜んでいるということ。

　彼らなら、きっと私の差配に合わせてくれる。

　だったら、そんな彼らを戦術に組み込むのは至し極ごく当然でしょう？」

「は、ははは……ったく、大したタマだよ、お前」

「……やっと気付いたの？」

「バーカ。元々、気付いてたさ」

　そんなやり取りをして、互たがいにふっと不敵に笑い合う。

「……さて、グレン。私達の出番よ」

　やがて、イヴがそう呟つぶやいた。

「ここまでの戦術は、全て時間稼かせぎに過ぎないわ。ここよ、ここなの。ここ……私達が、この作戦が成否を……勝敗を決する」

「ああ、わかってる」

　ぎゅうっと。イヴが震ふるえる拳こぶしを握にぎり固める。

「三時間──夜明けと共に勝利を掴つかむ。グレン……私に力を」

「任せろ！」

　頷うなずき合って。

　グレンとイヴは、ミラーノの水路を通って、ついに行動を開始するのであった──




　────。




「……始まっちゃったね……」

　ミラーノの某ぼう所しよ。

　とある一ひと際きわ高い塔とうの天てつ辺ぺんで。

「ふん……皆みな、バカみたい……マジになっちゃって……」

　一人の少女がそこに腰こし掛かけ、眼下の紛ふん争そうを眺ながめている。

　イリアだ。

　重苦しい厭えん世せい感を漂ただよわせながら、まるで他人ひと事ごとのようにそれを見下ろしている。

　どうやら、この戦いに加わる気は、まったくないようであった。

「あーあ、くっだらない……大義だの、名めい誉よだの、国のためだの、女王のためだの、世界のためだの……あー、バッカみたい……バッカみたい……」

　しばらく、イリアは力なく雑ぞう言ごんを垂れ流し続けて……

　やがて、溜ため息を一つ吐つく。乾かわいた笑いを零こぼす。

「……あはは、人のこと言えないか……だって、私が一番くだらない……つまらない存在だもの……」

　力なく自じ嘲ちようし、イリアはがくりとうな垂れていた。

「……でも……それでも……私は……」

　そして、誰だれへともなく呟く。呟き続ける。

　まるで、この場に居ない誰かに語りかけるように。問いかけるように。

「ねぇ……貴女あなたは、こんな私を見てどう思う？　怒おこる？　呆あきれる？　ねぇ……？」

　そして。

「……ねぇ、どう思うのかなぁ……？　姉さん……」

　そんなイリアの呟きを聞く者は……誰一人いないのであった──








第五章　暁あかつき、燃ゆる









　ルヴァフォース聖せい暦れき１８５３年、グラムの月13日。

　同日４時17分より開始されたその小規模戦せん闘とうは、同日４時49分、二分散したイグナイト軍と、同じく拠きよ点てん籠ろう城じようの本隊と別働隊で二分散した女王軍、それぞれと激げき突とつ激げき闘とうし、完全に膠こう着ちやく状態に陥る。

　この状態があまりにも長引けば、ミラーノの外に展開している諸外国軍に介かい入にゆうされる隙すきを作ってしまう──そう考え、業ごうを煮にやしたイグナイト卿きようは、同日５時21分、自身を守衛する兵力の前線投入を決意。

　彼ひ我が戦力差に再び水を開けて、一気に押し潰そうと目もく論ろむ。

　後の軍事研究によれば、イグナイト卿のその判断自体は、別に悪手ではないとされる。

　が、ここで女王軍総指揮官イヴが、盤ばん外がいに伏ふせていた遊撃小隊が唐突に出現し、市内ゲリラ戦を開始。

　当時の記録によれば、女王軍本隊とこの遊撃小隊の情報連れん絡らく網もうは、完全に分断されていたとされており、一体、いかなる手段をもって本隊が遊撃小隊と連れん携けいを取ったかは、後世でも軍事史上最大の謎なぞと伝えられることになる。

　いずれにせよ、このノーマークの遊撃隊参戦は、前線投入されようとしていた賊ぞく軍ぐんの後ご詰づめ戦力の出鼻を完全にくじくこととなる。

　遊撃隊は魔ま術じゆつ狙そ撃げきや断絶結界、徹てつ底てい的なヒット＆アウェイ戦法を繰くり返して、賊軍各小隊長を徹底的に落とすことに専念、イグナイト軍の指揮系統をズタズタに引き裂さき、大混乱に陥らせる（一説によると、その遊撃隊とは別働で、拳一つで戦う謎の民間人遊撃手も居た……と記録にあるが、その真しん偽ぎの程ほどは不明である）。

　指揮系統が破は壊かいされた軍など、最も早はや、烏う合ごうの衆。

　混こん沌とんと混乱が支配する戦況は、完全に泥どろ沼ぬま化かする。

　しかし、それこそが女王軍総指揮官イヴの狙ねらい。

　同日６時44分。

　クーデター軍の指揮系統、陣じん形けいが、最早一軍としての機能を成していないほど、乱れに乱れきった、その時。

　イグナイト卿が、ついにミラーノ外部の各国軍への警けい戒かいへ割さいていた、最終予備戦力をやむを得ず内部投入しようと決意しかけた、その時。

　イヴの起死回生、華か麗れいなる逆転の一手。

　その策の目指す最大の壁かべであり、肝きもとなる盤面が──ついに成る。




　────。




　──ミラーノ西区五番街。

　接する三方を水路で分断された、三角形の浮うき島しまのような街区画。

　そんな五番街の中心にある、主街路の十字路にて。

　周辺には天使像や聖堂、宗教情じよう緒ちよ溢あふれる美しい建物が立ち並んでいたが──今は激しい戦闘による余波で炎えん上じようし、無む惨ざんに崩くずれ落ちている。

　上がる炎ほのおが大量の火の粉を吹ふき上げては、空を焦こがし、肌はだを焦がし、世界を赤く、赤く染め上げていく。

　この街区から離はなれた四方八方から、未だ攻こう性せい魔術の炸さく裂れつする鳴動と、血で血を洗う闘とう争そうに明け暮れる兵士達の怒ど号ごうや悲鳴が、遠く聞こえてくる。

　そんな遠き喧けん噪そうと混乱とは裏腹に──この場所は実に静せい謐ひつだ。

　静かに炎が燃える音と、火の粉が爆はぜる音しか聞こえない。

　そんな黄昏たそがれ時どきにも似た十字路の中心に、四つの人ひと影かげがあった。

「さて……いよいよ、大詰めだな」

「ええ」

　グレンとイヴが、イグナイト卿とリディアに対たい峙じしていたのである。

「イヴめ……まさか貴様如ごときが、ここまでやるとはな……」

　イグナイト卿が、イヴを底冷えするような目で睨にらむ。

「……ッ！」

　その一いつ瞬しゆん、イヴの額に冷ひや汗あせが浮うかび……ほんの僅わずかだけ片足が下がる。

「そうか……全すべてはこのためか。友軍を囮おとりに使い、女王を囮に使い、我々の指揮系統を崩し、我々の防衛戦力を剥はがして……我々を孤こ立りつさせた」

「……そうよ、父上」

　微かすかに震える左手を握りしめながら、イヴが毅き然ぜんと一歩前に出て睨み返す。

「今、父上麾き下かの賊軍は、怒ど濤とうの混乱状態にあるわ。後、三十分は援えん護ごに来ない。その三十分で……私がこの手で父上達を始末する」

「……ッ！」

「残念だわ、父上。貴方あなたはどこまでも傲ごう慢まんで自分勝手で……そして、罪を犯おかし過ぎた。帝てい国こく有史以来、連綿と続いた誉ほまれ高きイグナイトはもう終わりよ。終わらせなければならない……それがイグナイトの責務だから」

　そう言って、イヴが右手に炎を宿す。

「バカ娘むすめが……貴様ごときがイグナイトを語るな」

　忌いま々いましそうにイグナイト卿が返す。

「下げ賎せんな貴様に何がわかる？　貴様は尊き血が果たすべき責務を何一つ理解していない。私はあくまでその責務を果たそうとしたまで。それが私の矜きよう持じであり、信念なのだ。救えぬな、イヴ。それすら理解できぬとは」

「理解してないのは貴方よ、父上」

　イヴも負けじと返す。

「貴方はいつだって、そう。己おのれの薄うす汚ぎたない欲よく望ぼうと野望を、さも正義がある尊いもののように語る。矜持と信念という小こ綺ぎ麗れいな言葉で矮わい小しような醜みにくさを女め々めしく化け粧しようし、取り繕つくろう。

　ああ、ずっと、貴方に面と向かって言ってやりたかった……

　貴方は、史上最低最悪のゲスでクズだわ！　自分がもっともドス黒い邪じや悪あくであることに微み塵じんも気付いていないッ！　実に哀あわれでみっともない小物よッッッ！」

「黙だまれ」

　語気強いイグナイト卿の一いつ喝かつに、イヴが怯ひるむ。

「貴様……親に向かって、なんという口の利きき方だ……ッ！」

「……くっ……ッ!?」

「正直、裏切り者の貴様を、火か刑けいに処してやりたいところだが……ッ！」

　ここで、イヴナイト卿が沸わき起こる憤ふん怒ぬを堪こらえ、こう切り返した。

「同時に、寛かん大だいな私は、貴様の利用価値について再評価もしている」

「……は？」

「よくぞ、この私をここまで追い詰めた。褒ほめてやる。ゆえに──〝戻もどって来い〟、イヴ。〝我が膝しつ下かに跪ひざまずけ〟。二度と私に逆らわぬよう再教育はしてやるが、それで再び、イグナイトの末席に加えてやる……さぁ……」

　そんなイグナイト卿の薄うすら寒い言葉に。

「……ぅ……」

　どくん……再び、イヴの胸が激しく動どう悸きする。過呼吸となっていく。

　まただ──父親の言葉に逆らえない。逆らおうとすると、変な動悸が止まらない。全身にびっしょりと冷や汗が浮かび、手が瘧おこりのように震え出す。

「……はぁ……ぁ……ッ!?」

　だが──

「イヴ。大だい丈じよう夫ぶだ、俺がついている。深呼吸だ」

　そんなイヴの肩かたを、横からグレンが手を伸のばして掴つかむ。

　すると。

「ぅ──はぁ……はぁ……あ、ありがとう、グレン……」

　今にも崩れ落ちそうなイヴの調子が、それで持ち直された。

「……なぜだ？　やはり、〝楔くさび〟の効きが悪い……一体、なぜ……？」

　そんなことを不用意に呟つぶやくイグナイト卿へ。

　それを耳みみ聡ざとく聞きつけたグレンが吐はき捨てた。

「……ああ、そういうことか？　薄々そうじゃねえかと思ってたんだが……やっぱ、てめぇ……イヴに何かやってるな？」

「……ッ!?」

　そんなグレンの指し摘てきに、イヴが目を瞬しばたたかせ、イグナイト卿が押し黙る。

「精神支配系の暗示か、あるいは誓せい約やく系の呪のろいか……どっちにしろ、イヴがてめえの言葉に逆らえなくなる、何らかの〝魔術的処置〟をしやがったんだな？」

「…………」

「つーことはアレか？　セラの件もそういうことってわけだ」

「貴様……」

「笑わせるぜ。てめえより親失格なやつなんざ見たことねえ」

　怒いかりに燃えたグレンが、じゃきんと拳けん銃じゆうを構える。

　そんなグレンを諫いさめるように。

「……グレン。落ち着いて。もう大丈夫だから」

　イヴが目を細めて、自分の肩にのるグレンの手に、己おのが手を重ねる。

　そして、イヴはイグナイト卿を真っ直すぐ見み据すえるのであった。

「私は、大丈夫」

　そんなイヴの毅然とした姿に。

　イグナイト卿は総身を震ふるわせ……やがて、突とつ然ぜん、叫わめき始めた。

「そうか、わかったぞ……イヴッ！　貴様、我がイグナイト家に対する依い存そんや崇すう敬けいを捨てたのだな……ッ!?　新たな対象を見つけたのだな……ッ!?」

「……は？　何を……？」

「失望したぞッ！　貴様はイグナイトでありながら、イグナイトであることを捨てたのだ……ッ！　前言撤てつ回かいだッ！　貴様はもう要いらぬッ！　髪かみの毛一本、灰の欠片かけらも残らず焼き尽つくしてくれるわッ！」

　一体、何が気にくわなかったのか。

　イグナイト卿きようが突然、火山の噴ふん火かのように激げき憤ふんし始める。

　そして──

「ええ、そうですわ、お父様」

　リディアが、そんなイグナイト卿にそっと寄り添そった。

「誰だれだか知りませんけど、あんな悪い子、お父様に必要ありません。お父様には、この私が居ればよいのです！　お父様の娘である、この私が！」

「ああ、そうだったな、リディアよ！　我が娘は最早、お前だけだ！　アリエスといい、イヴといい、まったくもって使えぬ駄だ作さくばっかりだった！

　イヴよ……もう、貴様には何も期待せぬッ！　さぁ、覚かく悟ごしろ！　九く園えんの業ごう火かに焼かれながら、私に逆らった無知と蒙もう昧まいさを後こう悔かいするが良い！」

　そう言い捨てて、イグナイト卿とリディアが身構える。

　同時に、グレンとイヴが左右に散開し、それぞれ戦せん闘とう態勢を取る。

「行こうぜ、イヴ。お前を縛しばる因いん縁ねん……ここで断たち切ってやれ！　そして、女王陛下を──俺達の生徒達を守ってやろうぜ！」

「フン、言われずとも。頼りにしているわよ、グレン！」

「ああ、俺もな！」

　そんな言葉をかわし合って。

　グレンとイヴは、イグナイト卿とリディアへと挑いどむのであった──




「ぅおおおおおおおおおおおーーッ！」

　まず、動いたのはグレンだ。

　全身に刻まれた身体能力強化術式に魔ま力りよくを注ぎ、身体能力を強化。

　グレンを前衛、イヴを後衛に、グレンがイグナイト卿を目め掛がけて突とつ進しんする。

　影かげ走るような速度で、グレンがイグナイト卿へ肉にく薄はくする──

「バカが……貴様、私を誰だか忘れたか？」

　対し、イグナイト卿が悠ゆう然ぜんと左手を向けて、炎の呪じゆ文もんを唱えようとする。

「《紅ロード焔・スカー公レツト》──私は近きん距きよ離り魔ま術じゆつ戦最強のイグナイトだッッッ！」

　イグナイト卿の左手に地じ獄ごくの猛もう火かが宿りかけた──その瞬しゆん間かんだった。

　フッ……と。

　まるで蝋ろう燭そくの炎を吹き消すように、その炎が消えてしまったのだ。

「な、に──ッ!?」

「やれやれ、てめえ、俺を誰だか忘れたか？」

　疾しつ風ぷうのように迫せまり来るグレンの指には──一枚の大アルカナ。

　グレンを中心とする一定領域内における魔術起動を完全封ふう殺さつする術──固有魔術オリジナル【愚ぐ者しやの世界】は、すでに起動している。

　この瞬間、全ての賢かしこき魔術師が無知なる愚者と化す──

「《愚者》──俺は魔術師殺しのグレン＝レーダスだぜッッッ！」

　そう宣言して──

　グレンはそのまま、右ストレートをイグナイト卿の顔面へと叩たたき込むのであった。

　そう、熱と炎ほのおの魔術の大家、イグナイト。

　かの家の魔術師は、良くも悪くも、〝正当派〟だ。

　正当派の魔術師は、その真逆──魔術師でありながら魔術を封じる異い端たんの極きわみたるグレンとは、相あい性しよう最悪なのであった。

　どぱぁんっ！　グレンの振ふり抜ぬく拳こぶしが、殴おう打だ音を盛せい大だいに響ひびかせる。

「ぐぅおおおーーッ!?」

「だぁあああああああああーーッ！」

　仰のけ反るイグナイト卿へ、グレンがさらに一歩、影のように踏ふみ込む。

　渾こん身しんのラッシュをイグナイト卿へ息吐つく暇ひまなく、叩き込んでいく。

　猛もう烈れつな左のボディーブロウ。くの字に折れるイグナイト卿。

　昇のぼり龍りゆうのような右アッパー。エビ反るイグナイト卿。

　そのまま、左上段裏回し蹴げり──

　がんっ！

「がぁあああああああああああああああああーーッ！」

　ぐるんと激しく首を回転させ、イグナイト卿が後方へ吹ふき飛んでいく。

「イヴ！」

「──わかっている！」

　イヴがグレンを追い越こし、イグナイト卿を素す早ばやく追う。

　その手には、炎そのもので形成された一ひと振ふりの剣けんが握にぎられている。

　イグナイトの秘伝魔術【焔えん刃じん】だ。近距離魔術戦を主体とするイグナイトの魔術師が、珍めずらしく保有している近接格かく闘とう戦用の魔術。

　グレンの【愚者の世界】起動前に、すでに起動させていたのだ。

　そう、近距離魔術戦が圧あつ倒とう的過ぎるゆえに誤解されがちだが、イグナイトの魔術師は決して、近接格闘戦に弱いわけではない。

「父上、覚悟──ッ！」

　相手が此方こちら側の戦力を侮あなどっている内に、決める。

　そう覚悟して、イヴがイグナイト卿へ炎の刃やいばを振るおうとするが──

「や、止めろ、イヴッッッ！」

「──ッ!?」

　そんなイグナイト卿の命令に、イヴの動きが一瞬鈍にぶり──

　ぼっ！　噛かみ合う炎の刃と刃。上がる爆炎。

「──父上には、指一本触ふれさせませんわ」

「姉さん……ッ!?」

　リディアが、左右の手に【焔刃】を一振りずつ出し、イヴの斬ざん撃げきを受け止めていた。

　リディアの【焔刃】二刀流。刹せつ那なの判断力と卓たく越えつした技術力の為なせる業わざ。

　グレンの【愚者の世界】の特性を見切り、成立する前に高速起動したのだ。

「は──ッ！」

　リディアが左の【焔刃】を、イヴへと一いつ閃せんする。

　その軌き跡せきを追うように、炎が流れ星のように虚こ空くうを燃え流れ──

「──くっ!?」

　イヴが咄とつ嗟さに飛び下がって、それを回かい避ひ。

「はぁあああああああーーッ！」

　リディアがそんなイヴを追って、疾風のように斬きり込んでいく。

「イヴ！　クソ親父おやじの相手は俺に任せろッッッ！」

　グレンが、イグナイト卿の間合いに再び踏み込みながら叫さけんだ。

「お前は、まだ親父の呪いの影えい響きよう下かにあるッ！　お前は姉貴を！」

「わ、わかったわ──ッ！」

　グレンの指示を受けてイヴが飛び下がり、後方へ大きく跳ちよう躍やくする。

　近場の建物の壁かべを蹴って、蹴り上がり、くるんと後方宙返りで屋上へ。

「逃のがしませんわッ！」

　リディアがそれを疾風のように追い、イヴへ追つい撃げきを仕し掛かける。

　それを尻しり目めに──

「うぉおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　グレンがイグナイト卿へと再び、拳を放つ。

　が。

「舐なめるな、小こ僧ぞうがぁああああーーッ！」

　イグナイト卿の右クロスカウンターが、逆にグレンの頬ほおを捉とらえていた。

「ぐぅうううううーーッ!?」

　今度、激しく後方へ派手に転がっていったのはグレンだ。

「ぐぅ……ぉお……ッ!?」

「若造が！　ラッキーパンチで調子に乗りおって！　貴様とは戦いの年季が違ちがうわ！」

　地に這はいつくばって悶もん絶ぜつするグレンを、イグナイト卿が見下ろす。

「たとえ魔術を封じた近接格闘戦だろうが、マトモにやり合って、貴様に勝ちの目があるわけがあるまい!?　嬲なぶり殺しにしてやるッッッ！」

　だが、その時、いきり立つイグナイト卿の身体からだに異変が起こった。

　がくん……構えていた右拳が、だらりと下がったのである。

「な、なに……ッ!?　右みぎ腕うでに力が……入らぬ……ッ!?」

「へっ……いつ、だーれが、マトモにやり合うっつったよ……？」

　グレンが口の端はしから伝う血を拭ぬぐいながら、不敵に笑って立ち上がる。

「こ、これは……ッ!?」

　見れば、イグナイト卿の右みぎ肩かたに、いつの間にか一本の針が刺ささっていた。

「毒針か……ッ!?」

「悪わりぃな？　お行ぎよう儀ぎの悪い戦い方しか出来なくてよ」

　再び、拳けん闘とうの構えを取り、軽快にステップを踏み始めるグレン。

　どうやら先のイグナイト卿のカウンターの一いち撃げき、グレンは食くらいはしたが、上手うまく外したらしく、さほどダメージがあるようには見えない。

　この時、イグナイト卿は、ふと思い出す。

　確かに、三流の魔術師であったグレン。しかし、軍時代のグレン＝レーダスという執しつ行こう官の格上ジヤイアント喰い・キリング率の高さは、はっきり言って異様だった。

　そんなイレギュラーな元執行官が、今、自分の前に立っているのだ。

　その事実に、さしものイグナイト卿も、背筋が寒くなる感覚を禁じ得なかった。

「優等生のてめぇは、俺みたいなクソ雑魚ざこなんぞノーマーク。だーが、俺は予習バッチリだ。さぁ、やろうか！　抜き打ちテストのお時間だぜぇ!?」

「おのれ……ッ！　おのれ、おのれぇええええ……ッ！」




　その一方──イヴとリディアは激しく斬り結んでいた。

「はぁあああああーーッ！」

「やりますねっ！」

　二人の娘むすめが、屋根伝いに高速移動しながら、【焔刃】を交こう錯さくさせる。

　壁を蹴って、屋根を蹴って、立体的に立ち回りながら、何度も激しく斬り結ぶ──

「はっ！」

「──ふっ！」

【焔刃】と【焔刃】がぶつかり合う都度、激しく上がる焔。爆ばく炎えん。爆ばく熱ねつ。

　ばっ！　ぱぱっ！　と。大量に散っていく火の粉。

　激流のように駆かけ流れていく視界の中で、イヴは必死に【焔刃】を振るい、追い縋すがってくるリディアの猛もう攻こうを捌さばき続ける──

　やがて、【焔刃】で斬り結ぶ二人が、グレンの【愚者の世界】の効果範はん囲い外がいへと──

　抜けた──その瞬間。

「《吠ほえよ炎えん獅じ子し》ッ！」

「《吠えよ炎獅子》ッ！」

　双そう方ほう、同時に、黒くろ魔ま【ブレイズ・バースト】の呪文を叫ぶ。

　双方から放たれる、超ちよう高熱の収束エネルギー火球。

　それが空中で真っ向から激げき突とつし──

　──大気を震ふるわせて、大爆ばく発はつ。

　熱エネルギーが逃にげ場を求めて暴走、周囲に衝しよう撃げきと爆炎をまき散らす。

　それは一見、互ご角かくのぶつかり合いに見えたが──

「くぅうううううーーッ!?」

　イヴが打ち負けていた。

　相そう殺さいしきれない爆熱と爆ばく風ふうが、正面からイヴを殴なぐりつけ、イヴを吹き飛ばす。

　飛ばされたイヴの身体が、近場の建物の壁に背中から激突する。

「……ぐぅ……ッ!?」

　ずざっ！　イヴはそのまま壁を伝って、着地。

「あらあら」

　そして、リディアが悠ゆう然ぜんとイヴの前に降り立ってくる。

「貴女あなた、なかなかやるようですけど……私とやり合うにはまだまだですね」

「…………ッ!?」

　イヴが悔くやしげにリディアを上うわ目め遣づかいで睨にらむが……事実だ。

　先さき程ほどから【焔刃】による近接格闘戦は圧倒されっぱなしで、近きん距きよ離り魔ま術じゆつ戦に変わっても根本的な魔ま力りよくや技量の規格差が、彼ひ我がの間に存在した。

（こうなることはわかってたわ。だって、彼女は──……）

　早くも乱れ始めた呼気を整えるイヴへ、リディアが楽しそうに告げた。

「悪いけど、早々に始末させていただきますわ。名も知らぬ魔導士さん。……お父様が待っているので」

　そして、リディアは超高熱を左手に集めていく。

　だが、そんなリディアへ、イヴがぼそりと告げた。

「哀あわれだわ」

「え？」

「貴女のことよ。……哀れだ……そう言ったの」

　見れば、イヴの目は、すでに敵を見るような目をしていなかった。

　かといって、肉親を見るような目でもない。

「今、こうして魔力を交えて確信したわ……貴女は姉さん……リディアじゃない」

「……は？　貴女、何を言って……？」

　その時、リディアが笑えみを強こわばらせ、硬こう直ちよくする。

「……先日、こんなタレコミがあったの。〝リディアはすでに故人。父親に殺された。今のリディアは【Projectプロジエクト : Reviveリヴアイヴ Lifeライフ】で作られた偽にせ者ものだ〟と」

「…………」

「貴女、【Project : Revive Life】って、ご存じ？　死者の記き憶おくデータを、白金術で新造した肉体と魂たましいにインストールして、復活させる外げ法ほう中の外法……貴女はそれよ」

「…………」

「道理で色々不自然なわけだわ。絶対に復帰できない障害から復活したのも、あの正義を尊ぶ姉さんが、なぜか父上に絶対服従しているのも。そして──……」

〝なぜか、私のことを知らないことも〟。

　そんな言葉を吞のみ下し、イヴが告げる。

「貴女、全部、父上に都合良く作られたのよ……心も、身体も、記憶も」

「──ッ!?」

　そう。恐おそらくリディアは──イヴのことを無視しているわけでも、忘れたのでもない。

　イヴに関する記憶を意図的に削さく除じよされたのだ。

　恐らくは──イグナイト卿きようにとって、その方が都合が良いから。使い易やすいから。

「本当は、貴女自身、薄うす々うすわかってるんじゃないの？　自分の不自然さに」

「な……」

「部分的な記憶の欠落、不自然なまでに父に抱いだく忠誠心、自分の中の価値基準の歪いびつさ……貴女のベースがあの聡そう明めいなリディア姉さんなら、気付かないはずがない」

「何を……あ、貴女、一体、何を……？」

「貴女は道具よ。父上が自分の野望を満たすためだけに作った、哀れな道具。いくらでも複製と代用が利きく、便利な量産品。消しよう耗もう品。

　なのに……貴女は父上に絶対的に従っていて……それを喜んですらいて……これを哀れと言わずして、なんて言うのよ!?」

「ち、違うわ……私はお父様の娘よ……ッ！　愛するお父様のために、私は全すべてを捧ささげるの……ッ！　お父様だって、きっと、そんな私を愛してくれるはず……ッ！」

　リディアが苛いら立だったように、イヴへ反論する。

　だが、やはり何か心当たりがあるのか──その顔色が少し変わっていた。

「私が量産品で消耗品だなんて、そんなはずがない……ッ！　お父様の喜びが、私の喜びなのッ！　邪じや魔まする人は容よう赦しやしないわッ！　たとえ誰だれであろうとも！」

「ああ、本当に哀れよ、姉さん。死してなお、あの人に囚とらわれたままだなんて……」

　同時に、イヴの目め尻じりに涙なみだが浮うかんでいく。

〝リディアはすでに故人。父親に殺された〟……それが事実だと確信してしまったからだ。

（だって、感じるもの……私の霊れい的てきな感覚が告げている……この魔力の波長……この紛まがい物の女の中に姉さんの存在を……姉さんの魂を！）

【Project : Revive Life】で使用する霊れい魂こんは、複数の霊魂を寄せ集めて錬れん成せいされる。

　そして、この偽にせリディアの中に、確かにかつてのリディアだった者の魂の存在……その片へん鱗りんを感じるのだ。

　それは、即すなわち──

（泣くな、私！　今は泣いている場合じゃない！）

　イヴが涙を拭い、リディアを真っ直すぐ見る。

　脳のう裏りに浮かんでは消えていく、姉の幻げん影えいを振ふり払はらう。

「私が貴女を解放してあげるから。それが姉さんへのせめてもの手た向むけだから」

　そして……そう毅然とリディアへ告げた。

「黙だまりなさい……ッ！　《燃えろ》──ッ！」

　対し、激げき昂こうしたリディアがそう叫さけんだ瞬しゆん間かん、周囲に炎ほのおが巻き起こり──

　それが大爆ばく音おんを上げて、イヴを吞み込んだ。

　超高熱の炎が地を舐めるように四方へ燃え広がり、辺りはたちまち煉れん獄ごくと化す。

「絶対にありえないけど……ッ！　万が一、私がリディアじゃなくてもッ！　見なさい、この力……ッ!?　本物以外にどう表現すればいいのでしょうか!?」

　自分に言い聞かせるように、リディアがヒステリックに叫ぶ。

　その叫びに応じるように、場の火勢が際限なく上がっていく。天を焦こがす。

「あは、あははははっ！　私は、お父様の娘なのです……ッ！　私の身も心も全て、お父様のためにあるの……ッ！　それが私の存在意義……ッ！

　お父様の邪魔はさせません……ッ！　貴女は私が殺すッ！　お父様の邪魔者は全て、この《紅ロード焔・スカー公レツト》たる私の炎で燃やし尽つくしてあげますわぁああああーーッ！」

　リディアの暴力的な炎が、イヴを容赦なく焼いていく。

　だが──

「……温ぬるいわ」

　不意に、炎に焼かれるイヴが、そんなことを呟つぶやいた。

「……何ですって……？」

「温いと言ってるのよ」

　呆ほうけたように問い返すリディアを、炎の中のイヴが真っ直ぐ見つめる。

　その脳裏に浮かぶ、かつての姉の言葉──




　──その尊き魔導の灯ともし火びで暗き闇やみを払い、世の人々の行く先を明るく照らし導く者……それが《紅ロード焔・スカー公レツト》イグナイトなのよ──




「姉さんの──リディアの炎は……もっと熱かった！」

「だっ、黙れぇええええええええええええええええええええーーッ！」

　激昂するリディアが、呪じゆ文もんを矢や継つぎ早ばやに唱え、さらに獄ごく炎えんを次々と放つ。

　イヴも呪文を唱え、その右手に炎を渦うず巻まかせ──

　──爆ばく裂れつ。

　その場は、更さらなる大焦しよう熱ねつ地じ獄ごくと化していくのであった──




「ぐぅううううううううううううううーーッ!?」

　グレンの蹴けりが、イグナイト卿を吹ふき飛ばしていく。

「ぜぇ……ぜぇ……そこだッ！」

　グレンが身を翻ひるがえして拳けん銃じゆうを抜ぬき、早撃ちクイツク・ドロウ。

　銃じゆう声せい三発、吐はき出される鋭するどい火線が、イグナイト卿へ真っ直ぐ飛ぶ。

「ちぃいいいいッ!?」

　だが、イグナイト卿もさる者。歴戦の猛者もさ。

　空中で素す早ばやく体勢を立て直し、横っ飛びに離り脱だつ、天高く跳ちよう躍やく。

　半瞬遅おそく鉛なまり玉だまは地面を穿うがち、跳ちよう弾だんする。

「まさか、貴様如ごときにここまで追い詰つめられるとは思わなかったぞ……ッ！」

　近場の建物の屋根上に飛び乗ったイグナイト卿が、グレンを憤ふん怒ぬの表情で見下ろす。

「……ちっ」

　歯は噛がみするグレン。

　魔術を封ふう殺さつし、麻ま痺ひの毒針も入れた。だが、それでも本来の魔力量と身体能力強化術式の規格強度、そして、なにより戦せん闘とう技量と経験値が桁けた違ちがいに過ぎる。

　依い然ぜん、グレンが圧あつ倒とう的有利にありながら、押し切れない。

　グレンの必殺の間合いを巧たくみに外してくる。

（腐くさっても、帝てい国こく魔ま導どう武門の棟とう梁りよう……イグナイト家の当主ってことか……ッ！）

　本来ならば、最初の数分で、不ふ意い討うちの範はん疇ちゆうで速そつ攻こう決着をつけたかった。

　だが、イグナイト卿の老ろう獪かいさがグレンの猛もう攻こうを捌さばききったのだ。

（くそ……ッ！　となると、アレが来ちまう……ッ！）

　そんなグレンの悪い予感を形にするように。

「ちっ……本来ならば、貴様如きに使いたくなかったが──ッ！」

　イグナイト卿が、懐ふところから何かを取り出した。

　それは──〝鍵かぎ〟だ。一本の〝赤い鍵〟。

「ちっ！　させるかぁああああああーーッ！」

　グレンが瞬しゆん時じに弾倉シリンダー交こう換かんを終え、銃じゆう口こうを旋せん回かいさせる。

　銃声、銃声、銃声──頭上のイグナイト卿目め掛がけて、神速三連射。

　だが、イグナイト卿は天高く跳躍し、それをかわして──

「《焦しよう熱ねつする炎えん壁へきよ》──ッ！」

　呪文を唱えていた。

　黒くろ魔ま【フレア・クリフ】。自身で自在に操作可能な、灼しやく熱ねつの炎壁を張る呪文だ。

　発生した分厚い炎壁が、頭上からグレンの視界いっぱいに押し寄せてくる。

（く──ッ!?　【愚ぐ者しやの世界】の効力切れの隙すきを抜かれたか!?）

　さすがは、歴戦の猛者イグナイト卿。

　その一瞬の隙を見み逃のがさず、呪文を通してきたのだ。

「ぐぅううーーッ!?」

　対抗呪文カウンター・スペルを唱えている暇ひまは無い。

　グレンは横っ飛びに転がりながら、荒あれ狂くるう炎を避さけ──

　その隙に、イグナイト卿が〝赤い鍵〟を自分の胸に差し込んでいた。

　かちり。その鍵を回した瞬間。

　どくん。天地が圧あつ迫ぱくされるような、暴力的な魔ま力りよくの胎たい動どう。

　イグナイト卿の全身から、ドス黒い魔力が脹ふくれあがり、イグナイト卿の身体からだを容赦なく吞み込んでいく──

「くそ！　やっぱ、タレコミ通りかよ!?」

　転がって、燃え上がる獄ごく炎えんの効果範はん囲いから脱しながら、グレンが毒づく。

　グレンの前で、イグナイト卿から立ち上るドス黒い魔力が溢あふれ、際限なく溢れ──

　やがて、その魔力が紅ぐ蓮れん色に激しく燃え上がり、一気に天を焦がす。

　輝かがやく真しん紅くの光こう輝きが、世界の黎れい明めいを鮮あざやかな朱しゆ色いろに染め上げた。

　気付けば、イグナイト卿の身体が生まれ変わっている。

　滾たぎるマグマのような熱炎から再誕したのは──一人の魔ま人じんだった。

　超ちよう高熱の炎そのもので形作られたその身体。纏まとう緋ひ色いろのローブが、辛かろうじてその炎の身体を人ひと形がたに形成している。

　際限なく脹れあがる、圧倒的な存在感と熱量。

　大気が真っ赤に染まるように錯さつ覚かくされる、火か焔えんの魔人。

　その名は──

「《炎えん魔ま帝てい将しよう》ヴィーア＝ドォルッ！　へっ、おとぎ話のバーゲンセールだな!?」

　再び、魔ま将しよう星せいがここに君臨す。

「ふっ……素晴らしいな、この力……ッ！」

　着地したイグナイト卿きよう──ヴィーア＝ドゥルが、その身を打ち震ふるわせながら言った。

　轟ごうッッッ！

　グレンと魔人を取り囲むように、膨ぼう大だいな炎が天まで焼き尽くさんと上がる。

　あまりの熱波に、グレンは身動きが取れない。

「外宇宙の深しん淵えんなる力と知識が、我が魂たましいに刻まれる……なるほど、これが真理の一いつ端たんか。ああ、私は愚おろかだった！　もっと早く、この力を使うべきだった！

　中ちゆう途と半はん端ぱに人であることに拘こだわらず、さっさと完全に人を捨て去るべきだった！

　ふっ、あの時、鍵を受け取っておいて正解だった！　あの御方の仰おつしやることこそが真理だったのだッ！　ははは、はははははは……ッ！」

「うるせえ、黙れ！」

　グレンが銃口を向け、撃げき鉄てつを弾はじく。放たれる弾だん丸がん。

　だが、対するイグナイト卿はそれを、避よけようとすらせず──

　弾丸はイグナイト卿の胸部をすり抜け──そのまま、じゅっと燃え尽きる。

「馬ば鹿かめ。今の私は《炎魔帝将》ヴィーア＝ドォル。この身体は、超高熱の炎そのものなのだ……そのような玩具おもちやが通じるわけがあるまい？」

「けっ、だろうよ──ッ！」

「もう貴様の貧ひん弱じやくな武器も魔術も、この魔人の身体には何一つ通用せぬッ！　ふははははははは……ッ！　さぁ、燃やすぞ！　燃やし尽くしてやるぞ、脆ぜい弱じやくな人間ッ！　ぉおおおおおおおおおおおおおおお……ッ！」

　イグナイト卿の咆ほう哮こうに応じ、さらに周囲の火勢が上がる。

　灼熱の炎が渦うずを巻いて、嵐あらしとなり、グレンを消し炭にせんと迫せまって来る。

　その大焦熱地獄の包囲を徐じよ々じよに狭せばめてくる──

（しかし、以前戦った《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》や《白はく銀ぎん竜りゆう将しよう》といい、そして、この《炎魔帝将》といい……いつだって、〝鍵〟が関かかわってくる……あれは一体、なんなんだ……？）

　そして、〝鍵〟と言えば。

　ルミアの異能も、〝鍵〟──

（……ちっ、考察は後にしろ。今はこいつをなんとかしねえと……ッ！）

　一瞬、脳裏を走った嫌いやな想像を、グレンは振ふり払はらう。

　改めて、炎ほのおの向こう側のイグナイト卿を見み据すえる。

　状じよう況きようは極めて悪いが──手はある。

　グレンには、この魔人を打だ倒とうしうる切り札ラスト・カードがある。

　固有魔術オリジナル【愚者の一刺しペネトレイター】。

　グレン自身の魔術特性パーソナリテイを乗せ、相手の存在そのものを射い貫ぬく、必滅の魔ま弾だんだ。

　あのエルザが持って来た奇き妙みようなタレコミのため、一応、用意していたのである。

（だが、コイツは、零距離射撃ポイント・ブランクでブチ込まなきゃ効果がねえ……ッ！）

　グレンは手早く銃じゆうの弾倉シリンダー交換をしながら、炎の化け身しんと化したイグナイト卿を見据える。

　だが、イグナイト卿の周囲には、まるで意思を持った生き物のような炎が、イグナイト卿を守るように蠢うごめいている。迂う闊かつに近付けば、灰一つ残らない。

（……近付けるか……ッ!?　零ゼロ距きよ離りまで……ッ!?　白しろ猫ねこ、ルミア、リィエル……あいつらがいない、この状況で……ッ!?）

　とても不可能だ。

　一対一で真っ向からぶつかれば、グレンはどこまでも三流魔ま術じゆつ師しに過ぎない。

　そんなグレンが、あの懐まで飛び込めば、間ま違ちがいなく消し炭にされる。

（だが──やるしかねえ……ッ！）

　悲ひ壮そうな決意を固めて。

　グレンは、いつものように絶対的強者へと挑いどむのであった──




　────。




　──戦っている。

　ミラーノを舞ぶ台たいに、アルザーノ帝国の同どう胞ほう達が各地で戦っている。




「《私の鍵》──ッ！　皆みんなを守って！」

「させないッ！　風よッ！」

　女王軍拠きよ点てんにて、システィーナが風姫の結界を振るい、ルミアが空間を支配する。




「ここが踏ふん張りどころです、皆さん！　魔力を！」

「「「「おおおおおおおッ！」」」」

　女王を守る生徒達が、必死に魔力を捻ひねり出し、呪文を紡つむぐ。




「いいいいいやぁああああああああああああーーッ！」

「は──ッ！」

　卓たく越えつした剣けん技ぎをもって、ミラーノ各地をひたすら転戦するリィエルやエルザ。




「うぉおおおおーーッ　まだだッ!?　まだ、我々は倒たおれるわけにはいかないのだッ！」

「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」」」」

　心血を注いで戦い続ける、女王軍の将兵達。

「女王を斃たおせぇえええええええええええーーッ！」

「イグナイト卿に栄光あれぇええええええーーッ！」

　同じく、命を振り絞しぼるクーデター軍の将兵達。

　激しくぶつかり合い、すり潰つぶし合う両軍。




「アルベルトさん、こっちです！　結界を展開しました！　一いつ旦たん、退ひきましょう！」

「ち──不ふ甲斐がいない」

「しゃーないわい！　わしら最初からボロボロなんじゃからなッ!?」

　命がけで遊ゆう撃げきするアルベルト、バーナード、クリストフ達。




「うるさいッ!?　貴様らのせいで、貴重な遺い跡せきが台無しではないかッッッ!?」

「「「「どおわぁあああああああああーーッ!?」」」」

　一人、意味不明な理由で、クーデター軍を殴なぐり倒していく者もいるが──




　誰だれもが戦っている。

　時間にして、僅わずか三時間弱──

　だが、彼らの人生において、もっとも濃のう度どの高い時間が流れていく。

　なぜ、同胞同士で殺し合わなければならないのか。

　この戦いに一体、何の意味があるのか。

　戦いの狂きよう騒そうと熱ねつ狂きようは、それすらあやふやにしていく──

　ただ、はっきりとしていることは──〝終わらせなければならない〟。

　どんな形でも、この不毛な戦いに決着をつけなければならない。

　そして、誰もが等しく予感していた。

　この戦いは──じきに終わる。後、僅かな時間で決着する。

　そんな予感を、ひしひしと感じながら。

　今はただ、皆一様に、生き残るために戦うのであった──




　────。




　そこは、冥めい界かい第七園──大焦しよう熱ねつ地じ獄ごくと化していた。

「《真しん紅くの炎帝よ・劫ごう火かの軍旗掲かかげ・朱しゆに蹂じゆう躙りんせよ》ッ！」

「《真紅の炎帝よ・劫火の軍旗掲げ・朱に蹂躙せよ》──ッ！」

　イヴとリディア──二人の娘むすめが、同時に同じ呪文を叫さけぶ。

　Ｂ級攻こう性せい軍用魔術、黒くろ魔ま【インフェルノ・フレア】。

　背後に上がる真紅の極きよつ光こう、獄ごく炎えんの火柱。それがうねる灼しやく熱ねつ劫火の津つ波なみとなりて、互たがいの相手を吞のみ込まんと押し寄せる。

　激げき突とつ──荒れ狂う超高熱の炎が逃にげ場を求めて、四方八方に舐なめ広がっていく。

　ふつふつ、と。

　あまりの熱量に、建物や道路の石材が赤しやく熱ねつし沸ふつ騰とうを始める。

「《吠ほえよ炎えん獅じ子し》──《猛たけ々だけしく》──ッ！」

　間かん髪はつを容いれず、イヴが黒魔【ブレイズ・バースト】を三発同時起動。

「《焦しよう熱ねつする炎えん壁へきよ》──ッ！」

　対し、リディアが黒魔【フレア・クリフ】を展開。

　突つき立つ大炎壁が、飛来する三発の火球を受け止め。

　爆ばく発はつ、爆発、爆発。

　大量の火の粉と爆ばく風ふうが、周囲にまき散らされ、世界を朱に染める。

「《天に満ちし怒いかりよ》──ッ！」

　そして、リディアがすかさず黒魔【メテオ・フレイム】を詠えい唱しよう。

　イヴの頭上に、炎弾が雨あめ霰あられと降り注いで──

「──《爆》──ッ！」

　咄とつ嗟さに、イヴが黒魔【クイック・イグニッション】を起動。

　周囲に巻き起こした爆風で、炎弾を吹ふき飛ばしながら、素す早ばやく後退する。

　炎が、炎が、炎が。

　戦いの余波で燃え上がる大量の炎が。

　周囲を焦こがしていく。燃やしていく。融とかしていく。全すべてを──何もかもを。

　呪文応おう酬しゆうの円が途と切ぎれ、イヴとリディアが再び滾たぎる猛もう火かの中で睨にらみ合う。

　炎えん上じようする建物。炎上する大地。炎上する空。

　全てが真っ赤に染まり、真っ赤に燃え上がる、赤い世界の真ん中で。

「ぜぇ……ッ！　ぜぇ……ッ!?　はぁ……ッ！」

　激しく息を切らしているイヴとは裏腹に。

「……うふふ、頑がん張ばり屋さんね、貴女あなた。まるでアリエスみたい」

　対するリディアは、どこまでも涼すずしげで余よ裕ゆうそうであった。

「私の妹……アリエスも、貴女と一いつ緒しよ。凄すごく頑張り屋さんだった」

（……強い……ッ！）

　イヴが、必死で呼気を整えながら、リディアを睨む。

　当然、イヴは黒魔【トライ・レジスト】で、自身の炎えん熱ねつ防ぼう御ぎよ力を極限まで高めている。

　様々な技ぎ巧こうや呪文を駆く使しし、リディアの炎熱呪文の直ちよく撃げきだけは避さけている。

　それでも尚なお──防ぎきれない。

　リディアの炎はその余波と余熱だけで、イヴの身体からだをじりじりと焼いていく。

　手て酷ひどい火傷やけどが、イヴの全身を蝕むしばんでいっている──

（今の私……多分、顔、凄いことになってる……あいつには見られたくないわね）

　対し、リディアは無傷。

　呼気も乱れていなければ、火傷の一つもない。

　顔の左半分に酷ひどい火傷を負ったイヴと違ちがい、実に綺き麗れいで涼しげな顔のままだ。

（なんとか……なんとか、突とつ破ぱ口こうを……ッ！）

　そう、手をこまねいてはいられない。

　あの謎なぞのタレコミが真実ならば──今、グレンが相手しているのは、すでにイグナイト卿きようではないだろう。

　古代文明が生み出した怪かい物ぶつ──魔ま王おうの忠実なる下僕しもべ、魔ま将しよう星せい。

《炎えん魔ま帝てい将しよう》ヴィーア＝ドゥル。

　色々と対策は持たせたが、グレン一人にはあまりにも荷が勝ちすぎる相手だ。

（私がいかないと……私が……ッ！）

　だが、勝てない。

　今のイヴにとって、リディアはあまりにも高い壁かべだ。

（せめて……左ひだり腕うでが……左腕が使えたなら……ッ！）

　イヴが左腕に、ぐっと力を入れる。

　かつて、フェジテ最悪の三日間の渦か中ちゆうで、ジャティスに切り落とされた左腕。結局、あれ以来、この腕に魔ま力りよくが通ることはなく──未いまだ左手での魔術行使は出来ない。

（……無い物ねだりしている場合じゃないわ）

　弱気になりかける心を自己叱しつ咤たし、イヴが構え直す。

（勝つの。勝つしかない。負けるわけにはいかないのよ……私自身のためにッ！）

　悲壮な覚かく悟ごを改めて固め、イヴがリディアの隙すきを窺うかがっていると。

　ぱちぱちぱち……リディアがなぜか突とつ然ぜん、場違いな拍はく手しゆを始めた。

「はい、貴女、よく頑張りましたね」

「……？」

「《紅ロード焔・スカー公レツト》の名を継つぐ私の炎ほのおに、ここまで喰くらい付くなんて。……貴女の炎は本当に大したものだわ」

「……お褒ほめに与あずかり光栄だわ」

　本当は、本物の姉さんにそう褒めて貰もらいたかったんだけど。

　イヴが一いつ瞬しゆん、そんな感傷に浸ひたっていると。

「でもね、もうお終しまいです」

　そんなイヴを、リディアが地じ獄ごくのどん底へと突き落とす。

「〝私の領域〟が完成しましたので」

「……え？　領域？　何のこと……？」

　イヴがそんな風に呆ほうけた、その瞬しゆん間かんだった。

　リディアの周囲に、更さらなる火勢の火か焔えんが、渦うずを巻いて上がったのだ。

　──まったく呪文を唱えずに。

　その光景にイヴが狼狽うろたえながら、一歩、二歩と後ずさる。

「嘘うそ……それは、眷属秘呪シークレツト【第七園】ッ!?」

　眷属秘呪シークレツト【第七園】。イグナイトが誇ほこる炎えん熱ねつ系魔ま術じゆつ最大の秘ひ奥おう義ぎ。

　予あらかじめ指定した一定領域内における、炎熱系呪文の起動『五クイン工ト・アク程シヨン』の完全棄き却きやく。

　支配領域内における炎熱系呪文を、集中なし、溜ためなし、詠唱なし、マナ・バイオリズムの乱れなし──ノー・リスクで自在に操あやつる規格外の術。

　それ即すなわち、領域内における炎の〝完全支配〟。

　ゆえに【第七園】を発動したイグナイトの魔術師は無敵──近きん距きよ離り魔術戦最強なのだ。

「なんでよ……ッ!?　なんで【第七園】の領域が展開してるの……ッ!?」

　そう、無敵の【第七園】にも唯ゆい一いつの弱点があり、それが領域の事前準備の手間だ。

　領域を構築するには、周囲一帯に幾いくつもの霊点レイ・スポツトを魔術的に構築しなければならない……もの凄い手間と工数をかけて。

　それゆえに【第七園】は、予め展開しておいた領域内に敵を誘さそい込むという、罠わな的な運用が常のはずなのだ。なのに──

「一体、なぜ!?　どうやって……」

　そこまで言いかけて、イヴは己おのれの蒙もう昧まいさに気付く。

　自分が一体、誰と戦っていると思っているのだ？

　相手は、偽にせ者ものとはいえ……曲がりなりにも〝リディア〟なのだぞ？

「まさか、領域を……今、作ったの……？　私と戦いながら、片手間に……？」

　そんなイヴの言葉に。

　リディアは肯こう定ていするように、ニッコリと笑った。

「…………ッ！」

　イヴは、愕がく然ぜんとするしかない。

　こっちは、常に全力で戦っていたのに。少しでも気を抜ぬけば、一気に燃やし尽つくされる……だから全身全ぜん霊れいをかけて、必死に炎を振ふるっていたのに。

　対するリディアはそんなイヴをあしらいながら、【第七園】の領域を片手間で構築してしまえたのである。しかも、イヴに気付かれずに。

（なんて……こと……）

　一体、自分と姉の間には、どれほどの実力差があるのか。

　あれから、数年。

　少しは姉の背に追いつけたと思ったが……その差はまったく縮んでいない。

　あまりにも高過ぎる壁に、イヴの心が折れそうになる。

　そして、そんなイヴへ追い打ちをかけるように。

「さて……こうなったらもう私、今までのように優やさしくないですからね？」

　にこり、と。

　リディアがどこまでも穏おだやかに優しげに微笑ほほえんで──

　さっと、手を振るう。

　イヴの四方八方から濃のう密みつなる炎が上がる。

　地も空も、全てが一いつ片ぺんの隙すき間まも無く、真紅色に染まる。染め上げられる。

　それはなんと残ざん酷こくで、美しい光景であったことか──

「……ぁ……」

「さようなら、名も知らない人」

　ぱちん！　リディアが無慈じ悲ひに指を鳴らすと。

　イヴの世界をすっかりと染め上げる真紅が、一いつ斉せいにイヴを吞み込まんと迫せまって来る。

　全空間包囲殲せん滅めつ攻こう撃げき。逃げ場はない。防ぐ手段もない。

「…………」

　イヴは呆ぼう然ぜんとしながら、その光景を受け入れるしかなかった──




「ぐぁああああーーッ!?」

「ふはははははははッ！　弱い！　弱すぎるぞッ!?」

　火ひ達磨だるまになって転がるグレンを見て、魔ま人じんと化したイグナイト卿が哄こう笑しようする。

「……ぐぁあ……ッ!?　クソがぁ……ッ！」

　グレンは素早くポケットから魔ま晶しよう石せきを取り出し──

　何事かを叫さけぶ。

　途と端たん、ぱぁんっ！　と魔晶石が砕くだけ──

　グレンを火達磨にしていた炎が吹き飛ばされ、消し止められる。

「ふん……小こ癪しやくな……まだ、それを握にぎっていたか」

「ぜぇ……ぜぇ……ぜぇ……ッ！」

　今の魔晶石は、炎えん熱ねつ攻撃に強い耐たい性せいを発揮する【トライ・レジスト】の呪じゆ文もんを、ルミアの異能を乗せて、イヴやシスティーナが込こめたものだ。

　グレンは《炎魔帝将》ヴィーア＝ドォルと化したイグナイト卿の圧あつ倒とう的超ちよう火力を、この魔晶石に込めた力を使うことで、辛かろうじて耐たえていたのである。

（しかし、アホか……ッ！　何度レジスト張り直しても、あいつの炎はすぐに貫かん通つうしてきやがる……まるで紙の盾たてだぜ……ッ!?）

　状じよう況きようを確かく認にんする。

　周囲は相変わらず地獄だ。大焦しよう熱ねつ地獄とはまさにこのことだ。

　全すべてが真っ赤に赤しやく熱ねつして輝かがやき、ぐつぐつと煮にえ滾たぎっている。

　この魔晶石がなかったら、その場に立っているだけで消し炭だったことだろう。

　イグナイト卿の周囲には、依い然ぜんとして分厚いマグマのような炎えん壁へきが、何重にも立ちはだかっている。

　さすがにあの炎壁は、魔晶石を盾にしても耐えられまい。抜けられまい。

　近付けない、突破口がない。

　おまけに──

（魔晶石の残り──後、二つ。もう三分も保もたねえな……）

　ほぼほぼ、詰つみだ。

　グレンの冷静な戦せん闘とう思考がそう結論する。

　と、その時だ。

　こことは違う、遠くで爆ばく炎えんが上がる音が聞こえてきた。

　グレンが咄とつ嗟さに、その方角を横目で追う。

「……ッ!?　今のは……ッ!?」

「ほう？　我が愛まな娘むすめ、リディアだな？　どうやら【第七園】を発動したようだ」

「────ッ!?」

　グレンが目を見開く。

　リディアが【第七園】を起動した。それつまり、リディアと戦うイヴは──

「……ふっ、終わりだな？　グレン＝レーダス」

　勝ち誇ったようにイグナイト卿が告げる。

「じきに、ここには生ゴミを焼しよう却きやく処分したリディアが駆かけつける──そうなれば、いくらしぶとい貴様も一巻の終わりだ。くくくく……はははははははははは……ッ！」

　だが。

　そんなイグナイト卿に応じたのは、一発の銃じゆう声せいだった。

　イグナイト卿へ飛来した一発の銃じゆう弾だんは、当然、その途と中ちゆうにある炎に捉つかまり──

　じゅっ！　銃弾はそのまま一瞬で燃え尽きて蒸発する。

　イグナイト卿へは、欠片かけらも届かない。

　だが、そんなグレンの悪あがきは、イグナイト卿を苛いら立だたせるには充じゆう分ぶんだった。

「虫けらめ……まだ、抗あらがうか？」

「たりめーだ」

　グレンが卿へ銃じゆう口こうを向けたまま、当然のように告げる。

「なぜだ？　もう勝負は決しておろうに……」

「信じてるからだッ！」

　グレンは迷いなく言った。

「あいつは負けねえ……ッ！　必ずここに戻もどって来るッ！」

「ふん、愚おろかな……軍時代からつくづく現実の見えない男だ、貴様は。あの愚ぐ物ぶつが戻って来るだと？　そんなものは妄もう想そうだッ！」

「はっ……妄想と言ったか？　てめえは親父おやじのくせに、あいつの凄すごさを何もわかっちゃいねんだな!?　呆あきれを通り越こして、哀あわれだぜ、お前！」

　グレンも不敵に返す。

「あいつは嫁いき遅おくれで、捻ひねくれてて、嫌いやな奴やつだけど……やると言ったらやる女だ。へっ、覚悟しとけよ？　あいつが戻って来る時が……てめえの終わる時だ」

「くだらん。いい加減、貴様の戯ざれ言ごとにも付き合ってられぬ」

　不快そうに絶ぜつ叫きようして、イグナイト卿きようが炎を振るい。

「ぅおおおおおおおおおおおおおおーーッ！」

　グレンが再び、それに挑いどむ。

　グレンの気き迫はくと、炎ほのおの爆ばく音おんがミラーノの空をどこまでも震ふるわせる──




　────。




　──。




　それは──刹せつ那なの時。

　だが、死に瀕ひんした精神が極限まで引き延ばした、無限の刹那だった。

　そんな、時間の流れが狂くるった世界の真ん中で──

（……負けた）

　──イヴは悔くやしげに、目を閉じた。

　熱い。全身が熱い。文字通り、燃えている。

　リディアが起動したイグナイトの秘ひ奥おう、眷属秘呪シークレツト【第七園】。

　それを前に、イヴは抗う手段を何一つ持ち得なかった。

　そもそも、どう防げと、どう凌しのげ、どう逃にげろというのか？

　眷属秘呪シークレツト【第七園】の効力下でのみ、行使可能な必殺攻こう式しき。

　支配領域内の全空間を、一片の隙すきなく超高熱の極炎で満たし、焼き尽くす大焦熱地じ獄ごく。

　その名を《無む間げん・大だい煉れん獄ごく真しん紅く・七園》──眷属秘呪シークレツト【第七園】の極地。

　全ぜん盛せい時のイヴですら、ついに到とう達たつしえなかった必中必ひつ滅めつの術式だ。

　そんな──全てが真紅と紅ぐ蓮れんに染まる世界の真ん中で。

（……負けたわ……）

　全身を獄ごく炎えんに焼かれながら、イヴが膝ひざをつく。

　後、数すう瞬しゆんで自分はこの思考ごと綺き麗れいさっぱり燃え尽きる。灰一つ残らない。

　その刹那の猶ゆう予よの間、イヴはぼんやりと考える──

（そうよ……勝てるわけない……私が姉さんに勝てるわけなかったのよ……一体、何を自惚うぬぼれていたの……？　知ってたじゃない、姉さんの力……

　相手が紛まがい物なら勝てる？　紛い物の炎は温ぬるい？　バカ丸出しよ。私と姉さんじゃ、根本的に規格が違ちがうじゃない……ッ！）

　地獄のような熱と苦痛の中、イヴはひたすら自じ嘲ちよう気味にぼやく。

（姉さんは、本物のイグナイト……そんな姉さんに、紛い物のイグナイトに過ぎない私がどうして勝てるっていうの……？　紛い物はどっちよ……？）

　左手を……握る。

　未いまだ魔ま力りよくの通わぬ、その左手を。

（悪いわね、グレン……貴方あなたはいつものように、バカみたいに私を信じてくれているんでしょうけど……終わりよ、もう。

　過大評価よ。貴方が思っているほど、私は大した女じゃない。

　私は紛い物。何の信念も思いもなく、イグナイトという名前に取り縋すがって、惰だ性せいで生きているだけの、ただの燃えかす。いつだって熱く燃えている貴方とは……違う）

　今なら、わかる。

　なんで、今までずっと、あいつグレンが気にくわなかったのか。

　それは──似ていたのだ。

　かつて、イヴが目指し、そして挫ざ折せつした──リディアの在り方に。

（……今さら言って、詮せん無なきことか）

　どうやら、時間が来たらしい。

　熱に浮うかされた思考が、真紅の世界が──遠く、白ずんでいく。

　熱い。苦しい。痛い。……もう、いい……

　紛い物の私にしては、まぁ、よくやった方じゃないの？

　最後にそんなことを、自分を納なつ得とくさせるように言い聞かせて。

　そのまま。

　イヴが、全ての思考を放ほう棄きしようとした──

　──その時だった。




『私は、そんなことないと思うよ？　イヴ』




　イヴの全身を包む炎が──

　なぜか、そんなことを吞のん気きに語りかけてきた──気がした。

『私は、貴女あなたが紛い物のイグナイトだなんて、全然、思わない』

（……誰だれ？）

　すでにはっきりしない胡う乱ろんな意識の中、イヴが投げやりに問う。

　が、〝声〟は問いに答えず、一方的に語りかけてくる。

『イヴは、イグナイトという名前に拘こだわり過ぎなのよね』

『前に、私、言ったよね？　本当に大事なのは、どう生きるか？　自分が正しいと思える道を歩むこと……それがイグナイトの名が示す真の道だって』

（…………）

『うふふっ、イヴがちょっと気になるあの男の子も、つい最近、そう言ってくれたじゃない？　イヴったら、もう忘れちゃったの？』

　……なんだろう？

　この微び妙みように鬱うつ陶とうしくて、馴なれ馴れしい〝声〟は。

　まぁ、死の間ま際ぎわに聞く幻げん聴ちようか、あるいは白昼夢なのだろうけど。

　ああ、でも、懐なつかしい。

　私は、この〝声〟をずっと聴ききたかった──

『イヴは、真面目まじめ過ぎるっていうか、頭が固いっていうか……もっと、肩かたの力を抜ぬいて、気楽に生きたらいいのに……』

（…………）

『ううん、違うか……イヴは優やさしいから……ずっと、ずっと、私のために、頑がん張ばってきたんだよね……？　私のために、イグナイトであろうとしたんだよね……？』

（…………）

『ありがとう。そして、ごめんね。……もう、いいの。イヴ、貴女は貴女が生きたい道、正しいと思えることのために戦っていいの……もう、いいのよ、イヴ』

　そんなことを言ってくる〝声〟に、イヴは頭を力なく振ふった。

（買い被かぶりだわ。私は紛い物よ。自分が生きるべき道、正しい在り方なんて、未だ何一つ分からない……何が正しいかなんて、私には……）

　そんな風に、嘆なげくイヴへ。

『嘘うそよ』

〝声〟は、どこまでも優しく諭さとしてくる。

『嘘は吐つかなくていいの、イヴ。貴女はもう……とっくに、自分の生き方、正しい道を見つけてるじゃない？』

『ほら、よく思い出して。今の貴女を、貴女たらしめるものを』

（────ッ!?）

　そんな〝声〟の指し摘てきに。

　ふと、イヴの脳のう裏りを激流のようにイメージが流れて行く。




　──それは、あのアルザーノ魔ま術じゆつ学院の風景であり──




　──自分を教官と慕したってくれる、生徒達の笑え顔がおであり──




　──システィーナ、ルミア、リィエルであり──




　──左さ遷せんされた今の自分ですら仲間と認め、自分の意図を汲くんで駆かけつけてくれた特務分室の仲間達であり──




　──いつだって苛いら立だたしくありながら、こんなポンコツな自分の味方でいてくれる、いけ好かない、気にくわない、ロクでなしの顔であり──




　今の自分には、こんなにも大切なものがある。守りたいものがある。

　その思いだけは──決して、〝紛い物〟なんかじゃない。

　紛まぎれもなく──〝本物〟だ。

（……私は、どうしたいの？　そんな彼らをどうしたいの？　私の空っぽの心を満たしてくれた彼らに何を報むくいるの？　私の生きる道は──）

　イヴが自問自答していると。

『……答え、見つかったね……』

〝声〟は優しくそう言った。

『ふふ、貴女はもう大だい丈じよう夫ぶだよ……ほら、立って、イヴ……』

「で、でもっ！」

　イヴが叫さけぶ。

「こんな弱い私に、どうしろっていうのよ!?」

『イヴなら、大丈夫よ。貴女ならできる……だって、わかるでしょう？』

「……ッ!?」

　そんな〝声〟の指摘に、どきりとイヴの心臓が跳はねる。

『貴女は本当に優しい子だから……心の奥底で、無意識にそれを躊躇ためらっていたんだよね？　もう、迷わなくていいから……ね？』

「でも、そうしたら……私は……ッ！」

　そして、イヴが何かを言いかけ、思いとどまり、言い淀よどむと。

〝声〟は全すべてを察したように優しく言った。

『私は、何も恨うらまないわ』

　途と端たん、イヴがはっとしたように硬こう直ちよくし。

　ぼろぼろ、と涙なみだを零こぼしていく。

「そんなの……嫌いや……」

　零した端はしから涙が蒸発していくが──止まらない。

『嫌よ……嫌ぁ……ッ！　イグナイトが終わっちゃう……名前がなくなっちゃう……本当にいいのッ!?　貴女にとって、かけがえのないものじゃなかったの!?』

『イグナイトは終わらないよ。……貴女がいる限り、道は続く……』

「～～～ッ!?」

『家そのものは潰ついえるかもしれない。でも、イグナイトの名が示す真の意味は……志は……きっと、貴女の中に生き続ける……貴女の子孫に受け継つがれる……永遠に』

「あ、あぁあぁぁぁ……」

『イヴ。貴女に全てを託たくしたわ……どうか真のイグナイトを……未来に繋つないでちょうだい……お願いね、私の可愛かわいい──……』

〝声〟が──遠ざかっていく。

　もう何も聞こえない。あの〝声〟は一体、なんだったのか？

　だが、託されたのは思いであり、残されたのは決意だ。

　万ばん感かんの思いが、イヴの心をはち切れんばかりに満たす。

　そして、堪こらえ切れんばかりに溢あふれる思いを、ただ一つの言葉に換かえて。

　イヴは──叫ぶ。

　もう、迷いはない。迷うことなど許されない。

　左腕を振りかざして──魂たましいのあらん限りで吠ほえる。




「──姉さぁあああんッッッ！」




　途端、ばっ！

　全てを埋うめ尽つくす、地じ獄ごくの火か焔えん大海が真っ二つに割れた。

　イヴを焼き尽くそうと抱だきしめていた炎ほのおが全て、四方に吹ふき飛んでいた。

「え──ッ!?　嘘!?」

　眷属秘呪シークレツト【第七園】で業ごう火かを操あやつっていたリディアが、驚きよう愕がくの声を上げる。

「私の支配領域を利用して、自分が【第七園】を起動した!?　領域を奪うばわれた!?」

「ぁあああああああああああああああああああああああああああああーーッ!?」

　溢れる涙の蒸発と共に、イヴは吠える。

　そして、魔力が通う左腕──久しぶりの感覚を感じながら、あらん限りの魔力を左腕に通し、漲みなぎらせ──一気に振り下ろす。

[image: ]

　場にわだかまる業ごう炎えんが──今度は全て、リディアへと殺さつ到とうする──




　眷属秘呪シークレツト【第七園】。

　それはまさに、イグナイトの代名詞──象しよう徴ちようともいえる術だ。

　だが、ジャティスに左腕を落とされて以来、イヴはずっと迷いと葛かつ藤とうを抱かかえていた。

　自身のイグナイトとしての在り方を、ずっと見失っていたのだ。

　ゆえに、イヴは左手の魔術能力を、【第七園】を失った。

　だが、今はもう迷いはない──

　彼女は見つけたのだから。新たなるイグナイトの道を。

　自分の歩むべき道を。




「ぁああああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

「くぅ……ッ!?」

　驚愕するリディアは、なんとかイヴに奪われた【第七園】の領域を、自身の支配下に取り戻もどそうと必死に魔ま力りよくを操る。術式に介かい入にゆうしようとする。

　だが──止まらない。

　全身全ぜん霊れいで【第七園】を操作するイヴの怒ど濤とうの勢いには、まるで敵かなわず──

　今度、《無む間げん・大だい煉れん獄ごく真しん紅く・七園》が抱きしめたのは──リディアであった。

「──ぁ──」

　全身を超ちよう高熱の炎に包まれる、リディア。

　リディアの魔力の上に、イヴの魔力も上乗せし、相乗効果で無限熱量に達した獄ごく炎えんは、ありとあらゆる魔術的防ぼう御ぎよを貫かん通つうして、ただの一いち撃げきで致ち命めい傷しようとなった。

「終わりよ」

　そう宣言するイヴの前で。

「……ッ!?」

　信じられないものを見たような表情で固まるリディアの姿形が……消えていく。

　その輪りん郭かくが、まるで炎の中に融とけるように消しよう滅めつしていく。

　ゆっくり、ゆっくりと……灰の一欠片かけらすら残さずに。

「さようなら、姉さん」

　この時点で勝利は確定。

　だが、油断せず、イヴがリディアを睨にらんでいた……その時だった。

　不意に、炎の中で消え逝ゆくリディアが、ふわりと相そう好ごうを崩くずしたのだ。

「……強く……なったね……イヴ……」

　それは、今までのような、どこか作り物めいた微笑ほほえみではない。

　どこまでも優やさしくて……穏おだやかな、懐なつかしい微笑みだった。

「……ありがとう……」

「～～ッ!?」

　その真意を問い質ただす暇いとまも無い。

　イヴが言葉を返す暇もなく──

　リディアは、輝かがやく紅こう炎えんの中へ完全に消えていくのであった──




「…………」

　──静せい寂じやく。

　あれほど、世界を真紅に染めていた炎が消えた、燃え殻がらの世界の中心で。

　しばし、放心のイヴが物思いに耽ふける。

（姉さんの《無間大煉獄真紅・七園》……どうして、私は燃え尽きなかったの？　本来なら、私なんか一いつ瞬しゆんで消し炭になっていたはずなのに……）

　物思いに耽る。

（あの炎の中で聞いた〝声〟は……？）

　物思いに耽る。

（あの最後の言葉は……私の名前を呼んだのは……）

　そして、あの今いま際わの際きわに見せた──穏やかな笑み。

　……耽る。

　あのリディアが──【Projectプロジエクト : Reviveリヴアイヴ Lifeライフ】で創つくられた偽にせ者ものであることは、恐おそらく間ま違ちがいない。それは確信している。

　だから、あのリディアは──断じて、自分の知っている姉じゃない。

　精神と記き憶おくは複製の上に弄いじくられ、本質的には別人だ。別人のはずなのだ。

　だけど。

　あの紛まがい物には、姉リディアの魂の一部と記憶も使われていたのも事実なわけで。

　それは、つまり。

　つまりは、ひょっとしたら。

　最後の、あの瞬間だけは──……

　…………。

「……くっ！」

　イヴは、ボロボロと溢れる涙を拭ぬぐう。

「泣いてる場合じゃない……ッ！　泣いている場合じゃ……ない……ッ！」

　溢れる涙を堪こらえながら──イヴが《疾風脚シユトロム》を起動し、跳とぶ。

　激風を纏まとい、猛もうスピードで焼け落ちた街中を駆かけ飛んでいく。

　先のリディアに関しては──様々な可能性、様々な仮説が立てられる。

　だが──もう無む駄だだ。

　その真しん偽ぎを検証することは永久に叶かなわない。

　真相は闇やみの中であり──もう永遠に決着がついてしまったことだ。

　彼女は、女王陛下に逆らったただの逆ぎやく賊ぞくで──自分がそれを誅ちゆう伐ばつした。

　結局は、ただそれだけの話。

　それよりも──

「終わってない……まだ、終わってないんだから……今は……ッ！」

　イヴは、恐らく、まだバカ正直に自分を信じてくれているだろう男の下もとへ。

　ただひたすらに、急いで駆ける──




「ぐぁああああッ!?　ぐぅ……ッ！」

　グレンが焼け焦こげた左腕を押さえ、片かた膝ひざをついて蹲うずくまる。

「ふっ、魔ま術じゆつを振ふるう左腕を取ったぞ。終わりだな！」

　炎が滾たぎる世界の中にイグナイト卿きようの哄こう笑しようが響ひびき渡わたる。

「しかし、貴様も本当に諦あきらめの悪い男だ。その一点だけは褒ほめてやってもいい！」

「うるせぇ、黙だまれ、クソが……」

「とっとと諦めればいいものを。諦めれば、そう無駄に苦しむこともなかったろうに」

　グレンの状態は酷ひどいものだ。

　全身のあちこちに重度の火傷やけどが刻まれている。

　左腕は半ば炭化しかかっている。これ以上は魔術でも治ち癒ゆできなくなる。

　そして、当然、命いのち綱づなの魔ま晶しよう石せきはもう一つも残っていない。

　辛かろうじてグレンの身体からだを守る、ルミアの異能乗せの【トライ・レジスト】も、間もなく効力が尽きるだろう。

　それが尽きた瞬間が、グレンがこの世から灰の欠片かけらも残すことなく消える時だ。

「なるほど。そんな無様な姿になってまで、この私を討うちたいか？　かつて、愛した女の仇かたきを討ちたいか。フン、滑こつ稽けいだ。さぞかし口くち惜おしかろう？　この圧あつ倒とう的な力の前に、何もできず死んでいく有様は」

　だが、グレンは口の端はしを吊つり上げ、不敵に笑う。

「仇……ね。ま、それもあるがな。ぶっちゃけ、セラの真なる仇は、俺の中ではジャティスでな……てめぇなんかオマケだ。自意識過か剰じようだぜ？　オッサン」

「なんだと……？」

「今、俺がこうやって無様に足あ掻がいているのはな……生徒達のためだ。そして、あいつを信じてるからだ。

　あいつは必ず戻って来る。あいつさえ居れば……俺はてめぇを滅ほろぼせる」

「……虚きよ勢せいを張るな。貴様如ごとき三流が、どうやってこの私を滅ぼす？」

「虚勢かどうか、確かめてみりゃいい」

「ふん、偉えらそうに。実に不ふ愉ゆ快かいだな。なぜ、貴様はそう偉そうなのだ？　たかだか二十年前後しか生きてない若造のくせに」

「そっくり返すぜ。てめぇは無駄に歳とし食ってるくせに、なんでそう大人げねえんだ？」

「……減らず口を……ッ！」

　すると、不愉快極きわまりないとばかりに、イグナイト卿の周囲にさらなら極ごく炎えんが燃え上がった。

「もういい！　貴様は死ね！　消えろッ！」

　そして、炎ほのおが津つ波なみとなって四方八方からグレンを吞のみ込まんと迫せまる。

　世界が──真紅に染まっていく──

　──だが。

「ああ、悪わりぃな、オッサン」

　そんな絶望的な光景を前に、不意にグレンがにやりと笑った。

「俺達の勝ちだ」

「……なん……だと……ッ!?」

　イグナイト卿が信じられないものを見たように、その奈な落らくの瞳ひとみを見開く。

　イグナイト卿が操あやつる炎が──グレンへ届かない。

　何かにせき止められたかのように、ぴたりと動きを止めていたのだ。

　そして──片膝をつくグレンの背後に、いつの間にか人ひと影かげが立っている。

　その正体は──

「──い、イヴ!?」

「…………」

　イヴは左ひだり腕うでを前方へ突つき出し、掌てのひらの先に魔術法ほう陣じんを展開して佇たたずんでいた。

「……待った？」

「ああ、遅おせえぞ」

「相変わらずデリカシーないわね。普ふ通つう、男なら否定するところじゃないの？」

「お前相手に、男らしさを見せてもなぁ？」

「バカ」

「でも、なんだ？　驚おどろいたな……なんか俺の想像を遥はるかに超こえるもん、ひっさげて来てんじゃねえか？」

　グレンが、魔ま力りよくの通うイヴの左腕を流し見る。

「お前が居りゃ、ワンチャンあるかと思ってたんだが……こりゃ、ワンチャンどころじゃねーぜ」

「…………」

　そんなグレンに、イヴは無言で応じる。

　それで、何かを察したのか、グレンが一瞬、押し黙り……イヴへ問う。

「……お前、大だい丈じよう夫ぶか？　……行けるか？」

「当然」

「じゃあ、頼たのんだ。……俺が終わらせる」

　そんな短いやり取りの後。

　グレンは深呼吸一つして、立ち上がる。

　そして、イグナイト卿へ向かって、ゆっくりと歩き始めた。

　歩きながら、自身の古式回パーカツシヨン転拳銃・リボルバーへ新しい弾だん薬やくを、丁てい寧ねいに装そう填てんし始める。

　回転弾倉シリンダーに並ぶ六つの弾だん室しつ孔こうの一つに、携帯用火薬入れパウダー・フラスクから、とある特とく殊しゆ装薬を流し込む……

　だが、そんな吞のん気きなグレンを黙って見ているイグナイト卿ではない。

「ふん、隙すきだらけだぞ、バカが」

　当然、イグナイト卿が炎を操る。

　この世界そのものを燃やし尽つくさんばかりの猛もう火かが巻き起こり──グレンとイヴを吞み込もうとするが──

　その炎は、グレンとイヴに触ふれることはなく、ビタリと止まる。

　そして、炎が割れ、ゆっくり歩くグレンとイグナイト卿の間に道が出来る。

　それどころか──

「な、何!?　か、身体が動かぬ……ッ!?」

　──なんと、イグナイト卿の動きが完全に停止したのだ。

　まるで、金かな縛しばりに遭あったかのように動かなくなっていたのである。

　イグナイト卿がそうしている間に、グレンは口に咥くわえた球きゆう弾だん頭とうを弾倉シリンダー内へ吹ふき込み、銃じゆう身しん下のローディング・レバーを折って、弾だん丸がんを弾倉シリンダー内部へ深く押し込む。

　弾倉シリンダーの尻しりに雷らい管かんを装着しながら、イグナイト卿へ向かって、ゆっくりと歩いて行く。

　……ゆっくりと。

「な、なんだッ!?　一体、何が起きたッ!?」

「無駄よ、父上」

　我が身を襲おそった予想外の出来事に戦おののくイグナイト卿へ、イヴが淡たん々たんと言った。

「今、この一帯は、すでに私の領域──【第七園】の影えい響きよう下かにあるわ」

「な……ッ!?」

「この領域内において、私はあらゆる炎を呪じゆ文もんなしで操り、支配できる。あらゆる炎が私の手足、私の下僕しもべ。そして──」

　イヴがイグナイト卿を冷たい目で見る。

　その、炎の魔ま人じんと化して変わり果てた、かつての父の姿を。

「人を捨て、随ずい分ぶんと変わり果てたわね、父上。その姿──まるで貴方自身が炎そのものと化したみたい」

「～～～～～ッ!?」

「……残念ね。貴方あなたが人を捨てなければ、まだわからなかったのに」

　ここで。

　イグナイト卿の表情が、はっきりと絶望に歪ゆがむ。

　イヴに支配され、まったく動かなくなってしまった、己おのれの身体。

　そして、ゆっくりと、死神の行進のように歩いてくるグレン。

　脅きよう威いの格上喰ジヤイアント・らいキリング率を誇ほこる〝魔ま術じゆつ師し殺し〟の姿に、はっきりと恐きよう怖ふを覚える──

「い、イヴッ!?　ま、待て……ッ！」

　慌あわててイグナイト卿が半はん狂きよう乱らんで叫さけぶ。

「め、命令だ……ッ！　イヴ、私を助けろ！　この私の命令が聞けないのか!?」

　だが──

　イヴは溜ため息を一つ吐ついて、憂ゆう鬱うつそうに返した。

「残念だけど……私、そういうの……もういいの」

「～～～ッ!?」

　イヴは、なんとなく自分を縛しばり付けていた、呪じゆ術じゆつの正体を大体看破していた。

　恐おそらくは、〝イグナイトという名への心しん酔すい、畏い怖ふ、忠誠〟……そういった崇すう敬けいする心を〝楔くさび〟に相手の心を縛り、命令を聞かせる術なのだ。

　条件に縛りがある分、一度嵌はまったら最後、さぞかし強力な強制力を発揮したことだろう。

　イグナイト卿が、己の配下の軍隊を操っていたカラクリも、恐らくそれ。

　そして、イグナイト卿がやたら手て柄がらを立て、イグナイトの名声を高めることに拘こだわったのも、心酔を集めることで、自分が支配できる手て駒ごまを増やすためだ。

　まったくもって、反吐へどが出るような術式である。

　恐らく、一族の限られた者のみが知る、秘伝の眷属秘呪シークレツトか何かではないだろうか？

　だが、そんなことはどうでもいい。

　イヴはそんな汚よごれきったイグナイトと決別するように。

　なによりも、父と決別するように。

　最後にこう告げた。

「さようなら、父上。私……貴方のこと、大だい嫌きらいだったわ」

「い、イヴぅうううううううううううううううううううううううーーッ！」

　悲鳴を上げるイグナイト卿の眉み間けんに──

　悠ゆう然ぜんと歩いてきたグレンが、その銃じゆう口こうを押し当てる。

「《０の専心セツト》──」

　がちり。

　無情に響ひびき渡わたる撃鉄ハンマーを引く音に、イグナイト卿がびくりと身体からだを震ふるわせる。

「ひ──ッ!?　ま、待──」

　聞かず──グレンは引き金を引いた。

「──【愚者の一刺しペネトレイター】」




　どんっ！




【変化の停てい滞たい・停止】がもたらす必滅の魔ま弾だん。

　魔人にとっての致ち命めい的な猛もう毒どくが、ついに火を噴ふくのであった──








終章　消ゆる灯ともし火び、灯ともる灯火









　グレンの放った魔弾によって、魔人が大爆ばく発はつと共に呆あつ気けなく消しよう滅めつした後。

　未いまだ、炎と熱が燻くすぶる燃えさしの世界にて──

「…………」

　イヴは呆ぼう然ぜんと放心していた。

「……イヴ」

　グレンは、そんなイヴの背中を見守ることしかできない。

　やがて。

「案外、大した感かん慨がい、湧わかないわね」

　……イヴがぼそりと呟つぶやいた。その声は、どこか虚うつろだ。

「父を手にかけて……紛まがい物とはいえ、姉も手にかけたのに……全然、平気。まぁ……彼らは倒たおすべき反逆者だもの。……そんなものかもしれないわね」

「…………」

「……イグナイトは……もう終わりだわ」

「…………」

「でも……関係ない。家なんか……関係ないの。……だって、本当に大事なのは、何をするか？　どう生きるか？　そうでしょう？」

「…………」

「グレン、貴方は気にしないで。……だって、これは私の意志と選せん択たく。紛まぎれもない、私自身が正しいと信じた道……後こう悔かいなんて微み塵じんもない」

「…………」

「だから……これでいいの……」

「…………」

「……これで……」

　そんな、何かを自分に言い聞かせるように独白するイヴに。

　グレンは無言で歩み寄り……その肩かたに手を乗せた。

　途と端たん、びくり、と。イヴの身体が小さく跳はねて。

　やがて、かたかたと小さく震え始める。

「貴方って、本当に嫌い……なんで……なんで、強がらせてくれないのよ……」

「……イヴ」

　たちまち、イヴの声が濡ぬれたものになっていく。

　しゃくり上げや洟はな啜すすりが、たちまち増えていく。

「……ねぇ……っ……グレ、ン……っ……命令……」

「なんだ？」

「……顔を……見ない、で……」

「…………」

「今の私の顔……火傷やけどで、酷ひどいことに……なって……る、か、……ら……ッ！」

　そんなことを喉のど奥から絞しぼり出した、その瞬しゆん間かん。

　どんっ！

　イヴが体当たりするように、グレンの胸へ取り縋すがっていた。

　そして──

「ぁ……ぁ、ぁあああああああああああああああああああーーッ！」

　──イヴは、まるで子供のように泣きじゃくり始めるのであった。

「うわぁああああああああああああん！　イグ、イグナイトが……ぁああああああああああああああああッ！　ひっく、姉さん！　姉さん……ッ！　ごめんなさい！　本当に……ごめんなさい……ッ！　わ、私……私ぃ……ッ！　うぁぁああああ……ッ！」

「……辛つらかったな、イヴ。……すまん。そして、ありがとうな……」

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああーーッ！」

　グレンは、いつまでも、泣きじゃくるイヴのするがままにさせてやるのであった。

　……イヴが泣き止やむまで、いつまでも。




　…………。




　ミラーノ某ぼう所しよ。

　誰だれも居ない、薄うす暗ぐらい路地裏にて。

　ずる……ずる……

「馬ば鹿かな……馬鹿な、馬鹿な馬鹿な馬鹿な……ッ！　ゴフッ!?　ガハッ！」

　全身醜みにくく焼け焦こげた、一人の男が無様に地を這はっていた。

　イグナイト卿だ。人間に戻もどっている。

　先刻、グレンの魔弾に穿うがたれた後──イグナイト卿は全身が崩ほう壊かいしていく最中さなか、魔人としての身体と力を全すべて放ほう棄きし、爆ばく炎えんのどさくさに紛れてあの場から離り脱だつしたのだ。

「なんだ、これは……？　あの弾だん丸がんは……ッ！　げほごほがはっ!?」

　だが──それだけだ。

　傷がまったく治らない。霊れい魂こんという根本的な存在を深くズタズタにされたらしく、残り少ない命が、自分の身体からみるみる零こぼれ落ちていくのがわかる。

　──もう助からない。死ぬ。

　そんな身の凍こおるような予感が、ひしひしとイグナイト卿の身体を蝕むしばんでいく。

「い、嫌いやだ……嫌だ、嫌だ、嫌だ……ッ！」

　イグナイト卿は半狂乱で藻も掻がくが、その身体はまったく言うことを聞かない。

「な、なぜだ……なぜ、この私が……ッ!?　全ての頂点に立つべき私が……どうしてこんな、惨みじめな……無様な……ッ!?」

　おかしい。何もかもがおかしい。狂くるってる。

　この自分が、トップに立てないこんな世界は間ま違ちがっている。

「わ、私は何も間違ってなかった……常に正しかった……なのに、なぜだ……？　私は悪くない……悪くない……一体、誰のせいだ。誰の、誰の、誰の──」

　そんな風に、イグナイト卿の命が無慈じ悲ひに燃え尽つきかけていると。

「あ、見つけましたっ！　よかったぁ、ご無事で！　我が愛しのマイ・あるじ様ロード！」

　場違いなまでに陽気な少女の声が、辺りに響き渡る。

　イグナイト卿が視線を向けると、路地裏の奥にイリアが立っていた。

　ニコニコと実にご機き嫌げんそうに、イグナイト卿を見つめている。

「イリア……」

「うわぁ、酷い目に遭あいましたね!?　それ、普ふ通つう、即そく死しですよぉ？　でも、それでも生き残るあたり、さすが我が愛しのマイ・あるじ様ロードっていうかぁ？」

　トコトコと軽い足取りで、イグナイト卿へと歩み寄って来るイリア。

　そんなイリアへ助けを求めるように、イグナイト卿が炭化しかけた手を伸のばす……

「い、イリアよ……わ、私を……助けろ……早く……ッ！」

　だが。

「いやぁ、本当に良かったですよ～、私の分が残ってて」

　ぱんっ！　イリアが伸ばされたイグナイト卿の手を、笑え顔がおのまま、横に叩たたく。

　ぼろっ！　イグナイト卿の炭化しかけていた腕うでが、ボロボロに崩くずれて、取れた。

「おぁああああッ!?　い、イリア!?　き、貴様ぁ!?　な、何を……」

　当然、非難の悲鳴を上げるイグナイト卿。

　構わず、イリアは足でイグナイト卿を仰あお向むけにひっくり返し、踏ふみつけた。

「ギャッ!?」

「実を言うと、もうちょっと、タメたかったんですけどね。我が愛しのマイ・あるじ様ロードが人生最絶頂の時に、大転落させてやりたかったんですけど。

　そのためにずっと、クソ我が愛しのマイ・あるじ様ロードに傅かしずいてきたんですけど。貴方あなたが早そう漏ろうだったせいで台無しです。……ま、この際、贅ぜい沢たく言いませんけど。クスクスクス……」

　ぞくり。

　イグナイト卿はイリアの目を見て、背筋が震えた。

　イリアが豹ひよう変へんしていた。その目は奈な落らくそのものだ。闇やみが深すぎて何も見えない。

　一体、どんな絶望を見てきたらこうなるのか……

　絶句するイグナイト卿の前で、イリアは実に楽しそうで、嬉うれしそうだ。

　まるで、無む邪じや気きな子供が、長年我が慢まんさせられていた待望の玩具おもちやを、ついに与あたえられたかのような……そんな雰ふん囲い気き。

「一つ、昔話をしましょう」

　イリアが何の前まえ触ぶれもなく、嬉き々きとして語り始める。

「昔、昔、とてもクソな家にクソ親父おやじ、そして、可哀かわい想そうな姉し妹まいがいました。

　妹はとても不出来で、いつもクソ親父に酷く虐いじめられていました。どうも、優ゆう秀しゆうな自分の血を受けながら、姉の代わりにもならない不出来さが酷く不満だったようです。

　姉は、いつも必死に妹を庇かばいましたが、クソ親父が強くて怖こわくて庇いきれません。

　姉はちっとも悪くないのに、いつも妹にごめんね、ごめんねって謝っていました」

「な、何を……？」

「そのうち、クソ親父は本格的に妹が要いらなくなったらしく、殺処分を決めました。なんか、その妹がいると、家の地位や名声に傷がつくとかどうとか。

　妹はクソ親父に魔ま術じゆつで燃やされましたが、死に損そこね、半死半生になりました。

　姉はそんな妹を泣きながら密ひそかに救い出し、クソ親父の手の届かない、信しん頼らいできる遠い家にこっそり逃にがしました。

　新しい顔と新しい名前を得て、妹の新しい人生が始まります。

　でも、妹は、ずっと守ってくれた姉に凄すごく感謝しており、いつか、大好きな姉の力になりたい、姉を助けたい……その一心で、別人として魔術の修しゆ業ぎようを続けました。幸い、炎ほのおの魔術の才能は０でも、幻げん術じゆつの才能はあったのです。

　なんか、その間、本家では〝新しい妹〟が補ほ充じゆうされたみたいですけど、正直、どうでもよかったです。彼女には何の感かん慨がいもありません。心底、どーでもいいです。

　ただその妹は、姉がいればよかったんです。

　ですが、妹がようやく一人前になった……ようやく姉と再会できる……姉妹としては無理でも、せめて部下として傍そばにいられる……そういう時。

　あのクソ親父は、なんと姉も殺してしまったのです。なんでも、姉が魔術使えなくなったので、いつか新しく作り直すとかなんとか。ははは、笑えねえ。死ねよマジで」

「……う、……あ……あああ……？」

「妹は完全にキレました。あの時、人としての何かが壊こわれちゃったのです。いつか絶対クソ親父ぶっ殺す。惨めったらしく。無様に。

　それが妹の真なる願いと望みであり──他ほかはどうでもいい。

　でも、クソ親父はいつの間にか人間辞やめたらしく、しょせん人間の妹には殺しきる手段がありません。さぁ、どうするか？

　そんな機会を窺うかがうため、妹は顔も見たくないクソ親父に近付くことに決めました。

　我が愛しのマイ・あるじ様ロードと、何度も何度も何度も自己暗示で言い聞かせて」

　ぐし。

　イリアがイグナイト卿きようの顔を踏みつける。

「そぉんな、本っ当に、最っ高に、つっまんない昔話があるんですけどぉ……どう思いますかぁ？　ねぇ？　我が愛しのマイ・あるじ様ロード……」

「ま、まさか……まさか、お前は……ッ!?」

　ガタガタ震ふるえるしかないイグナイト卿の前で。

　イリアがぱちんと、指を打ち鳴らす。

　自身にかけていた【月読ノ揺リ籠ムーン・クレイドル】を解いたのだ。長年、継けい続ぞく的にかけ続けることで、ほぼ世界事実と化していた己おのれの偽ぎ装そうを──ついに解く。

　イリアの姿が──変わる。

　髪かみの色が炎のような真しん紅く色に。瞳ひとみの虹こう彩さいの色が鮮あざやかな紫し炎えん色しよくに。

　されど、その半身は、顔の半分は、醜く焼け爛ただれていて──

「ぁああああああああッ!?　お、お前……お前はぁ……ア、アリ、アリエ──」

　すらっ！　イリアが驚きよう愕がくするイグナイト卿の前で、短たん剣けんを抜ぬいた。

　特上の笑顔で抜いた。

「〝強く信じて真っ直すぐ突つき進めば、いつかきっと願いは叶かなう〟」

「ひッ!?」

「ふむふむ。なるほどなるほど、確かに！　私の願い、叶っちゃいました！」




　そして──




「うぎゃあッ!?　がぁあああああッ!?　ひぎゃああああああッ!?　や、やめっ、あがぁああああッ!?　ひぎゅうッ!?　あ、ああああ、たす、助け……ぁああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?　ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──……」




　──とある人ひと気けのない路地裏に。

　誰かの哀あわれで惨めな悲鳴と断だん末まつ魔まの叫さけび。誰かの昏くらい歓かん喜きの嗤わらい声。肉を鋭するどいナニカが断続的に穿ちまくる鈍にぶい音が、延々と響ひびき渡わたるのであった──




　ルヴァフォース聖せい暦れき１８５３年、グラムの月13日──７時11分。

　後世に『炎の一いつ刻とき半はん』と呼ばれる動乱は、女王軍臨時総司令イヴ＝ディストーレが、十倍以上の戦力差を卓たく越えつした戦術眼で捌さばききり、イヴ自らクーデター軍首しゆ魁かい、アゼル＝ル＝イグナイト卿を討うち果たすことで幕を下ろした。

　イグナイト卿が討ち果たされたのと同時に、クーデター軍は全面投降。

　皆みな一様に、〝なぜ、自分達はイグナイト卿の命じるまま、女王陛下に刃やいばを向けていたのか、まったくわからない〟と供述し始める。

　だが、女王に対する反逆は反逆。極きよつ刑けいに値あたいする大罪だ。

　自責の念から己が罪を雪そそぐために、自害しようとする将兵が続出。

　一時期、元クーデター軍は大混乱に陥おちいる。




『傾けい聴ちようなさい。今は、死して罪を償つぐなう時ではありません』

『そのような贖しよく罪ざい、このアリシア七世、断じて受け入れません』

『償いたくば──どうか、その命を未来を繋つなぐために』




　実際、女王アリシア七世が、魔術の拡張音声で『恩おん赦しや』を大々的に宣言しなければ、さらなる犠ぎ牲せい者しやが出ただろう。

　そして、アリシア七世の指示で、囚とらわれていた帝てい国こく高官、各国首脳陣じんは次々と解放。

　続く事後処理──アリシア七世は、同じく解放されたファイス＝カーディス司教枢すう機き卿きようと協力し、世界の分ぶん裂れつと大戦勃ぼつ発ぱつの危機を、なんとか乗り越こえる。

　だが、この動乱が残した傷きず跡あとは、果てしなく大きい。

　帝国将兵の同士討ちによる死傷者、千以上。

　戦せん闘とうの余波で痛々しく破は壊かいされた自由都市ミラーノ。

　未だ、地下で増ぞう殖しよくを続ける《根》と邪じや神しんの眷けん属ぞくへの対策は一向に進んでおらず。ミラーノ市民達の避ひ難なんも未完かん了りようだ。

　邪神降臨までの時間は、この動乱の対処によって大おお幅はばに削けずられてしまった。

　無論、世界各国は絶賛大混乱中。一体、いつになったら収しゆう拾しゆうがつくのか。

　だが、進むしかない。歩むしかない。

　アリシア七世は、必死に道を模も索さくし続ける。

　人類に残された時間は、あまりにも残り少ないのだから──




　そして──




　自由都市ミラーノ──ティリカ＝ファリア大聖堂。

　今回の動乱の事後処理が未だ終わらず、アリシア七世ら帝国上層部が、その処理のために駐ちゆう留りゆうし続けているこの聖堂にて。

「よう」

　グレンが、書類を抱かかえて通路を歩くイヴの前に姿を現していた。

「……何よ？」

「や、お前の様子を見に来た」

「そう……暇ひまね」

　イヴは、この随ずい行こう帝国軍の臨時司令官を拝命したままだ。

　他に引き継つげる将校がいないため、女王が直々に頭を下げて依い頼らいしたのである。

　イヴはそれを承しよう諾だくし……今は、先の動乱における軍関連の事後処理に追われていた。

　今のイヴは──千せん騎き長ちようであった。

「……調子はどうだ？」

「平気よ。身体からだの傷は癒いえた。顔も……一生、あのままかと覚かく悟ごしたけど、幸いすっかり治ってくれたし。左手に魔ま力りよくも戻もどったし……」

「いやまぁ、身体の調子が良いのはいいんだが……その……お前、今回は……色々あったろ？　あんまり無理は……」

　グレンが、しどろもどろにそんなことを言っていると。

「は？　何？　貴方、そんなこと心配してたの？」

「は？　いや、べ、別に……」

　あ、ヤバい。こりゃー、うるさい余計なお世話だなんだと、ガミガミ言われる流れだ……グレンがそう覚悟していると。

「ありがとうね」

　意外にも、イヴは柔やわらかく、薄うすく微笑ほほえんでいた。

「……イヴ？」

「私は大だい丈じよう夫ぶよ。もちろん、まだ、色々と心の整理がつけきれないところもあるけど……大丈夫。私はもう迷わない」

「そうか」

　イヴが微笑みながらそう言うなら、グレンからはもう何も言うことはない。

「それよりも、貴方よ」

「は？　俺？」

「そうよ。生徒達のケアはちゃんとやってるの？」

「や。ちゃんと、今、フェジテへ帰る準備はしているぞ……」

「そうじゃないわよ。生徒達は、せっかくの魔術祭典を台無しにされたのよ？　それをちゃんとフォローしてやってるかって話」

「や、やってるよ！」

「本当に大丈夫？　システィーナとか、特に落ち込んだりしてない？」

「だから、大丈夫だって……ったく、信用ねえなあ!?」

「だって……それは、ロクでなしで評判の貴方あなただもの」

「……ひっでえな、おい」

「私も、貴方には散々、色々壊されちゃったし」

「ご、誤解を招くような言い方するんじゃねえ……」

　グレンがふて腐くされたように、そっぽを向いて。

　イヴがくっくっと含ふくむように笑って。その場を穏おだやかな空気が流れる。

（なんか……こいつ、少し柔らかくなったな……）

　グレンはイヴの表情を横目で盗ぬすみ見ながら、そんなことを思う。

　これから、イヴがどういう道を行くつもりなのかは、グレンにはわからない。

　絶賛大混乱中で、人材不足の軍に戻るのか。

　あるいは、あの学院に戻ってくるのか。

　だが、いずれにせよ、それはイヴ自身が望んで正しいと信じて歩む道だ。

（ま、応おう援えんしてやるか。全力でな……）

　柄がらにもなく、そんなことをグレンが考えた──その時だった。

「イヴ。ここに居たか」

　──ざっ。

　そこへ、アルベルトが現れる。

　右目を覆おおう包帯が、未だに取れていない。

　痛々しい姿だが、しっかりとしたその姿は、あまり負傷を感じさせなかった。

「アルベルト!?」

　グレンが、アルベルトに駆かけ寄る。

「……グレンも居たか」

「聞いたぞ。お前、怪け我がは──」

「俺のことなぞどうでもいい。緊きん急きゆう事態だ」

「は？」

「……グレン、お前も来い。お前は女王陛下の信しん頼らいが厚いし、どうせ遅おそかれ早かれ、知ることになる」

「お、おい、ちょっと待て……なんだよ？　何があったんだ？　一体？」

　応じず、アルベルトが踵きびすを返し、足早に先行していく。

　何があったのかわからず、グレンとイヴは顔を見合わせて、その背を追うしかない。




　──聖堂内に設けられた臨時政務室にて。

　ざわ。ざわ。ざわ。

　そこには、ミラーノに駐留する帝国政府要人達が集まっていた。

　当然、クリストフやバーナードの姿もあって。

　そして、そんな彼らの中心に、女王陛下が神しん妙みような面おも持もちで佇たたずんでいる。

　その足あし下もとには──

「ぜぇ……ぜぇ……はぁ……はぁ……」

　一人の帝国宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の魔導士が、跪ひざまずいていた。

　たった今、帝国からここミラーノへ駆けつけたらしく、激しく息を切らしている。

　そして──全身、見るも無む惨ざんにボロボロだった。

　頭とう髪はつを金と赤に派手に染め分けた、軍人らしからぬ魔導士。

　その青年には、グレンも見覚えがあった。

「あいつ……クロウ＝オーガム!?　帝国宮廷魔導士団第一室の!?」

「グレン、しっ！　何か話すみたいだわ」

　イヴがグレンを黙だまらせる。

　そんな彼らの前で、女王陛下が重々しく口を開く。

「……もう一度、報告をお願いします」

　その女王陛下の表情は毅き然ぜんとしつつも──すっかり青ざめていた。

　イグナイト卿きようにクーデターを起こされた時も、ここまでじゃなかっただろう。

　そして、そんな女王の促うながしに。

　報告に駆けつけた青年──クロウ＝オーガムは肩かたを震ふるわせ、涙なみだながらに言った。




「……申し……上げます……ッ！　帝てい都とが……帝都が、落ちました……ッ！」




「……は？」

　グレンの間の抜ぬけた声が漏もれる。

「…………」

　イヴすらも、唖あ然ぜんとするしかない。

　ざわり、と。

　そして、どこか現実感のない動どう揺ようと困こん惑わくが、その場を支配する。

「申し訳御ご座ざいませんッ！　帝国軍帝都防衛大隊は潰かい走そう……ッ！」

「……敵はどこの誰だれですか？　帝都防衛が破られるなど、相当な戦力のハズです」

　女王の静かなる問いに。

「敵は──エリエーテ……」

　クロウは驚きよう愕がくの返答を、その場の一同に告げるのであった。

「敵は《剣けんの姫ひめ》エリエーテ＝ヘイヴンですッッッ！」




　ルヴァフォース聖せい暦れき１８５３年、グラムの月16日。

　邪神降臨までの時間が刻一刻と迫せまる中──

　アルザーノ帝国は、さらなる混乱と動乱の渦か中ちゆうへ否いや応おうなく巻き込まれていく──
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　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』第十七巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。

　さて、十七巻。ついにここまで来た……そんな感じです。今まで色々と張はってきた伏ふく線せんが、どんどん回収されていき、物語が結末に向けて収束していく実感が、僕の中でもひしひしと感じられます。

　今回、特にスポットが当たるのは、再びイヴ。この十七巻で、イヴというキャラクターの根底に流れる一つの物語が幕を閉じる……そんな運びとなりました。

　彼女の物語の締しめくくりに相応ふさわしい巻になったと、自負しております。今回の彼女の尊い決断は、後のグレンにとても大きな影えい響きようを与あたえることになるでしょう。

　しかし……この巻は書いてて辛たのしかった！（）

　なんかもう、ひたすらイヴちゃんハードな展開に終始し、なんかもう追想日誌メモリーレコード６巻と合わせて、イヴちゃん、色んな意味でフルボッコでした。イヴちゃん、可哀かわい想そう。

　どうして……？　どうして、こんなにイヴちゃんを虐いじめるの!?

　一体、誰だれのせいだ!?　はい、私です！　すみませんっ！

　いやほら……可愛い子ほど、好きな子ほど虐めたいって感覚あるじゃないですか？

　だから、僕がイヴちゃんにこんなハードな展開ばかり課すのは、別に嫌きらいだからじゃありません！　愛ゆえになのです！　愛ッ！

　とまぁ、そんな羊の歪ゆがんだ業ごうは放っておいて。

『ロクでなし』はまだまだ続きますが、気を抜ぬかず全力で執しつ筆ぴつしていきます。

　近きん況きよう・生存報告などはTwitterでやっていますので、応おう援えんメッセージなど頂けると、羊は大喜びで頑がん張ばります。ユーザー名は『@Taro_hituji』です。

　どうかこれからも、色々とよろしくお願いします！





羊太郎
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